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閣 細 胞 に 在 す る 新 染 色 方 式 の 適用 技法 
LT ILD BCH iz HES T 


小 KK 
Ie MB ir AK PR GAL 


PD* 2592 年 度 後生 を 冶 細 胞 の 菜 色 方 式 の 案 出 に BOT MW VIO Ls 
(1), 13 月 上 旬 , 洒 く , 或 る 暗示 の 下 に 新 方 式 の 工夫 に 箸 手 し て 5 個 の 方 式 を 
WEL, それ に より て 閣 細 胞 を 細胞 核 事 的 に 攻 宗 する を 得る に 至れ り . 2593 
年 + 月 6 日 , 九州 帝國 大 欧 細 事 部 解剖 抑 教 室 に 於 いて 開催 せら 5 れ し , BE 
和合 画 術 集 談 會 の 証 上 これ に 就き て 区 表せ 0. Lik A ATES ey sks 23 年 
に 公表 せら る で し (⑫) . され ば 委 色 法研 究 の 動機 . 経 緯 等 に 就き て は 重複 を 避 
け , 同誌 に 詩 り て 凛 に 策 表 せ ず , た ゞ , 菜 色 技法 の 詳細 ミ 菜 色 せ られ し 切片 
の 夷 箸 工 合 及 び 色 素 に より て 推 知 せら る る 冶 細 胞 の 反 應 等 を 可 べ , それ 等 か 
式 の 利 叫 に 就き て 見 在 迄 の 観察 事 資 を 記 氏 し 同好 者 の 参 炎 に 供し て 批判 を を 
EA ae 

WET 2ER 

|) ff RISE ARAB KIC ART DAYS T. PAS WELT LO Fak ARG 
製造 頑 置 に より て , これ を 製造 し つつ あり . 1 RMHOL OD KARAIS 
を 例 誇 せん に , 京都 の 水道 水 は 甚だ 屋 ヽ 混濁 を 来 し 居り , 藻類 砂 等 の 混入 を 


殴 見 する こさ 多き が 如き も の な る が , MOK IMORAIC CAS OIE 


EURO RD WER EL, 直し き 沈 涯 を 器 底 に 生ずる 程 な 0 
(Mh ARAB SS し て 提供 せら る る も の を 植物 生理 昌 前 の 旨 駿 に 使用 し て , 水生 
末 の 華 生 に より 予 は 邊 駿 を 放棄 の 己 む な き に 至り (し 若き 綴 双 を 有 す ). 此 の 
LARK Ze, ARBRE TTS DD THREE T A, 虚 理 の 終 れ ぁ る 時 器 中 
Oki kth BCE モ g を 生じ 居る が 如 し . SUR EKO 
も 再 燕 航 水 を 使用 する か 安全 な り . 

) 水 に より て て 肌 色 せん さす る 場合 に は 燕 倍 水 を 使用 する こ ミ . BUR 
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CARE LIS DKS, 色素 が 容易 に 溶出 せ ざ る こさ あり , I, Biia2kELT 
染色 操作 上 不利 な る 場合 ある が 故 な り . 其 故 燕 租 水 を 敷 回 密 新 し て 水洗 の 目 
的 を 達する を 可 さ す . 

3) 同一 染色 方 式 に 使用 する 色素 , 丁字 洒 等 は 特別 の 管 剛 を 用 意 し て それ 
に 流し 置き , 他 の 場合 に , それ を 其 の 懐 使用 する こさ を 得 . Orange G fl 
ALT ill を 用 の る 色 法 の 場合 に は , Orange G を 染め 付く る ミ 同 時 に 
Methylviolett を 肌色 する 目的 を 有する が 故に , 最初 此 の 使用 辺 の Orange- 
』 字 油 を 材料 面 に 掛け て , 表面 に 沈 矯 せる 色素 を 除き , 新しき Orange fil 
和 丁 字 油 を 一 滴 落 し て 染め 付け を 完了 せ し む る を 可 さ こす . 


集 談 作 に て 演 述 せ が 如く , ヘ ェ マト キュ シ ザ ン 法 が 老成 せる HANIA 
敵 堂 に し て 酸性 色素 を 嗜好 する 事 軟 (2), 植物 に 於 いて 増殖 時 盛 な る 活動 性 の 
AMIS AMES し て 酸性 な ら る こさ, ZUCKLT 老成 細胞 は 全 骸 ミ LTE 
性 を 色素 反 應 に より て 示す こ ミ (3), 4, (5) BOHMEO EGAN FE 
RD, 予 に 猫 細胞 の 場合 に も 同様 の 事 買 あ る も の な らん さ , MELD DM 
に , 迷 に 酸性 及び 路 基 性 の 封 比 箸 明 な る 色素 二 種 及 は 三種 を 1:1:1:2:2:1 の 
比 に 組み 合せ て 6 個 の 菜 色 方 式 を 工夫 し , 目下 研究 中 の 6 例 の 乳癌 細胞 に 試 
みた り . 其 の 結果 に 就き て 以下 陳 ぶ る 所 あら ん さす . 

新 染色 方 式 eue Farbungsmethode 
(I) 小室 二 色 IL 法 (SF.-Mv.6 B 法 )。 Saurefuchsin-Methylviolett 


6 B- Verfahren nach 小室 (KoMURo) . 


1 3% (Tabelle I.) 


Säurefuchsin 2% 7 A ok HH A 5’—10? 
Aqua destill. Losung 
70 PR: (C.H;-OH) 滴下 乃至 207 (trépfeln-20’) 


注意 (i ) wore 性 MKB OS WOME S(2 ENT, TON) 
分 色 せ ら る る が 故に , ne CHE. 10’—15’ の 





512 
は 


| Bemerkung(i) Gewöhnlich braucht man 10’—15/ zur guten Differenzies 

rung; eine bestimmte Zeitdauer läßt sich nicht angeben, 
| da sie sowohl von der Dicke der Schnitte und vom Charakter 
| des Materials als auch von der Art des Objekts selbt 
\ abhangt. 
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OY A | 
9() Yo - 滴下 乃至 じ (tropfeln — 1’) 
RE Bik (Aq. des. J 


Methylviolett 6 B 2 SARRHKZHR 
Aq. des. Lösung 
注意 ⑪① Pipette に て 載 物 確 子 面 の 材料 上 に 注 ざ 乗せ る こと. 
Bemerk. ii) Mit einer Pipette bringt man eine geniigende Menge von 
Methylviolett 6 B-Lösung auf das eye z 25 Obie apres 
| MOOK, GIA AMES, AMO Cit LAA 
+, “KO fA YL GIT AD AAI LORE TE he 
AK (Aq. des.) 滴下 父 は PETRI FEMA ICT REI. 
| Tröpfeln od. kurzes Abspülen 
| Bemerk. (iii) Zum Abspilen bringt man den Objekttrager in eine Schale 
| mit Aqua destill. und spült die Schnitte schnell ab. Man trocknet 
| den Objekttrager auf der Rückseite gut ab und tropfelt 94(95) 
v 24 igen Alkohol auf die Schnitte. 


3495) Ze Ze WTO Behe K SHOUT, 切片 上 に 滴下 す . 
Juhi (Alkohol absolutus) 滴下 er) 
ln Fe 1 ni Le 100 % (23S も の か を 使用 し » 人 硫酸 市 CuSO, に て 


y 脆 水 せ ざ る 方 可 な り ・ 
recut TAG, (Mit Oleum Caryophylli (Eugenolum) differenziert 


man die Farben.) 約 ca. 27 
| 注意 Gv iY alt + の 材料 の 貼 1 す な さ すさ 面 ( 肥 時 面 ) な 十分 に 拭 ひ て 硝子 板 上 に 
| fio, KPIS TC, Pipet te に て 材料 ト 上 に 所 要 量 の 丁 : が THe TE 


+, 4 Laie We ihe D iPS LIL FEC, Ar fae DARTS Ae PRE LOHR 
PR 3 ON TE 合致 そる 3 時 に 分 色 を 中 止 し て, F 
品 く 次 の 操作 に 移る こと 。 
Bemerk.(i "Zur Differe ‚nzierung trocknet man den Objekttrager auf der 
py gut ab, bringt mit einer Pipette eine geniigende 
Menge von Eugenolum auf das Material (auf den horizontal 
gehaltenen Objektträger) und bringt den Objektträger auf eine 
dem Objekttische aufliegende Glasplatte. Man beobachtet nun 
die schnell eintretende Differenzierung unter dem Mikroskope 
und unterbricht sie, wenn die Zustände des Kerns und des 
Zytoplasmas mit dem Beobachtungsziele zusammentreffen Nach 
der Entfernung von Eugenolum aus dem Objektträger muß man 
Ap sodann schnell zum weiteren Verfahren iibergehen. 
Xylol に て 材料 面 の 丁字 油 を 除く 3’—107 
| Man bringt den Objektträger in einer Küwette mit Xylol zum 
Auswaschen des auf dem Schnitte übergebliebenen Eugenolums. 
4 (3-10 Min.) 
8.27 W@—-W(D. Xylel) #3) 30” (ea. 30 Sek.) 





Vv 

fay t—w-prete-vw + 24594] (Man bettet die Schnitte dann in 
Xylol-Canadabalsam ein.) 

ILO RGB KO TREU ADAMO GMS, 予 の 眼 の 感じ か に 於 いて 


romL. 
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第 2 表 (Tabelle II.) 
癌 細胞 の 種類 (乳癌 ) RG 増生 、 増殖. | ER Er 





eee PROBE | ow] 系 | © oo 
。| 核 We(Karyolymphe) KH O ER ew 


| 
i 
| 
| 
m 












































ー et | 核 $% 質 (Karyotin) x | ® = RR | 障 
n|® | 葉色 質 仁 (Chromocentren) 2 

= ° [ix iE 仁 (Plasmosomen) Amt) 3 cy ey ® PT 
m 胞 質 Zytoplasma | = CRA) 中 


MER (DT Zire) 
= 分 裂 に より て 増生 せる 極め て 新鮮 な る も の を 意味 せ し め , 増生 せる 
4 DOM Te 0. 

増殖 . = 増殖 中 又は 増殖 せん こす る も の の 略 に し て , 前 期 (Prophase) の も 
OD, Herre し て 二 核 又は それ 以上 の 多核 を 形成 せん ミ し つつ ある 
も の 等 を 意味 せ し め た り ・ 

増生 . 増殖 は 活動 性 の 細胞 な 0 

EX. SEES し て 出来 上 れる も の , 即ち 老成 せる も の . 

Ess. = 老衰 せる も の の 略 に し て , 老成 せ ち る も の が 要 に 活動 性 を 失 へ る 汰 能 
を 意味 せしめ た り . 

北 . 光 . = 北 密 光 線 井 を 用 ひ す 北 側 窟 よ り の 光線 に より て 色調 を 検定 せ 
の で 

色 . 反 . =f RIM, 色素 の 種類 が 異な の ゐ こ さき # 
酸 , WIE HEE DE Die 

sah. = 35M: Mei: ae: =| BR = BREE 

中 . = 中 性 

EICHE 

(ID) 小室 二 色 TIT 法 (Eos.-MB j&). Eosin-Methylenblau-Verfahren 


(A 


’ 其 の 色調 に よ の て 細胞 の 


SE 


nach ‚h=&. 
第 3 表 (Tabelle III) 


(1) Eos. ( 水 ) -MB (丁字 油 ) 法 . 
A) Eosin (Aqua destill.)-Methylenblau (in Eugenolum) -Behandlung. 








Eosin (gelb) 0.5 % RE k AA 


(Aq. des.)Lösung 
70 多 酒 本 ( (C,H;-OH) 
IE 水 酒精 (Alkohol absolutus) 
Sa Te ( « 】 
Ft fitlAl Methylenblau 
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> ASV EB) (15 Min. 一 
einige zehn Stdn.) 
30 一 60 秒 (Sek.) 


滴下 (tropfeln) 


練 5 分間 (Min.) cf. Bemerk. (iv) 


(in Eugenolum ges&ttigtes Methylenblau) 


Vv 


aril 
iF 前 同 断 


s. oben. 


(CZ) EEE (Eos.-MB. 


(分 色 1 (Differenzierung mit Eugenolum) 


水溶 r SERIE 


1 7»)? 


3) Sukzessionsfärbung mit Eosin (Aq. des.) -Methylenblau (Aq. des.) 


Lösung. 
Eosin (同上 ) (oben) 
ee 
AR AE Ik (Aq. des.) 


ンー な 
70 7S Bin 水深 64 
(Aq. des.) Losung 


) Zeit (C-Hs-OH) 


w 
Methylenblau 1 ‘ 
94 (5 
無水 酒 柄 (abs. ,, ) 


I sg mer an 
mit Eugenolum 


oben. 


Fi THE 


‚Fair s. 


fi xk) rj e 
| 敷 時 間 (etwa 15 Stunden) 
30 秒 (Sek) 
30 AP Ty 7B Beg) (30’— einige Stunden) 
滴下 (tropfeln) 


#4 2 分 (ca. 2’) s. Bemerk. (iv.) 


(内 ) DE (Eos.-MB ki “Mir eh Minis: 染 法 ) + 
C) Gleichzeitige Färbung mit einem Lösungsgemisch von Eosin- 


des.) . 


Methylenblau (Aq. 
Eos. -ME Posin (gelb) 0.5% 


Aa. 


KUL | Methylenblau 1% 


Lösungsgemisch von Eosin-Methylenblau 


Methylalkohol (CH,OH) 


it CRE (Alkohol absolutus) 


Zoe on, ty! 
6 PRB IKY, 


He a 容 (Volm.) 
des. Lösung 

a 

9 分 以上 数 時 開 


( = einige Stunden) 


滴下 (tropfeln) 


„, 


Vv 
1 FT C4 分 fü, (Differenzierung mit Eugenolum) s, Bemerk. (iv). 


oben. 


以下 同 前 同 断 s. 


第 。 + 


表 


Tabelle IV.) 
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ef 
= Bi X= Me COP) | TEE TERM) TEE] =f MGC) 
z (i Rm Wee ESEL) _ 酸 TI HAHET DEI TE: EA BARR ASE Ch. ig 
[eee TO A) a i = a ee 診 


























Bye 質 仁 wp ® i 
IR iF. 仁 Wi SAK ” Kam" _ 朱 ” m - La 再 fiz 
Eee Mc Te Cn ee coe coe 








Ra LAS a. ef Be, A Ie, J. HE. He 1. B2. It. a Fe. Hb. 36.) 色 . 反 . 


Bi 2 9 a | te @ &. [| Be 

第 + 表 に 示さ る る が 如く , 甲 法 の 二 次 的 に 色素 を 作用 せ し むろ も の に あり て は , W 
法 の 如き 一 次 的 に 二 色 素 た 作用 で し むる 場合 と 基 の 反 了 應 を 異 に す . 細胞 内 各 要 素 の 獣 
競 を 詳細 に 研究 せん と する 目的 に ほ 皿 法 を 推 賞 す べく , 時 に 色素 に ょ る 反 應 た 知ら ん 
と する 場合 に は 両 法 の 除 用 を 可 UF, 両 法 ば 明石 眞 際 氏 (6) ょ り 喧 な を 得 て 試 み し も の 
な る が 。 SRO ROS SMS * DV, WROM MALI RAT. 


特に , 4 Ze TAS HAV MAOLMLEAST. CSF A 


の 老成 せん さす る 過程 に ある も の の 反 應 に し て , WRIEN. (Plasmosomen) が 
Methylenblau を さり て 核 の 他 要 素 ミ 市 然 た る 司 別 を 示せ る な り の . 予 は 眞 正 
仁 を 楽 色 可 (Chromosomen) の 一 部 に 還 化 する も の と 居 さ ず , 眞 正 仁 は 桜 内 の 
狗 立 せる 澤 位 と 認め , ZRH (Karyotin) と 楽 色 質 仁 (Chromocentren) ER& 
位 と 高 し , これ が 楽 色 欄 に 乾 化 せ し め ら る る も の ミ 炎 へ つつ ある が 故に [(③⑬) 
342—343, 348 FI; (4) 764—765 TL, (7) 17407; (8) 145 TUB), 示 表 の 
AN 2 WY EAs AED Kl BML POD LM BE Fe GETS EOS UT, 
tebe Ze AY Ld GIST SHO. 

(III, :# IL #(SF.- Mv. 6 B- Org.G 3), Säurefuchsin-Methylviolett 

- Orange G-Verfahren nach 小室 . 


第 5 (Tabelle V. 
Saurefuchsin 2 G7& HE Ki 2 5 一 10 分 聞 (Min.) 
Aq. des „on 
AU Zits (C. -H;-OH) 滴下 乃至 20’ (tröpfeln od. 29%) 
(Rows > 性 次 に ょ り で Bemerkung ( i ) 
大 差 わ あり . Mit 10’—15° Jin Tabelle I. 


ARE Pak (Aq. des.) N 


Methylviolett 6 B 2 36m okiisi 8/— 15/ 
y Aq. des. Loyuns 
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Sek (Aq. des.) 滴下 又は 短 時 洗 交 (TrGpfeln od. kurzes 
Abspülen)s. Bemerk.(iii)in Tabelle I. 


Y 
94 (95) 酒精 (C2H;-OH) 滴下 (tropfeln) 


無水 酒 本 (Alkohol absolutus) ,, er 
TFihatern Orange G ca. er er i). Bemerk. (iv) 
| 


in Eugenolum gesättigtes Orang G 
Y 
TAI Ss. oben. 
第 6 # (Tabelle VI.) 








We AML D FRG 
3: = Bo Hi EN ER 
細胞 要素 。 | ー 
6 [mh MIR RB 酸 | iR win 
my | BRR Se am 酸 LR FR) 


patie a まっ 


KELLER ARD 酸 | mea CME AE 
1 


胞 
細胞 質 TREC CHURAR) |» 
Ab. %. 色 . 反 . 

(IV) 小室 三 色 V 法 (Safr.-MV.6 B-Org.G #). 
Safranin-Methylviolett 6 B-Orange G- Verfahren nach ‚hä 


Ar (! 32 (Tabelle VII.) 


酒精 溶性 Safranin 2 gr 
Ya 
Safranin 2 溶液 HN 947 に て 可 ) 50ce $48 — 7 時間 St. 
inane] Ci C。 
ツ u. Pa des. 50 ,, 
94 (95) 947TH (CH- Y_y Safranin {2 #3 172 HMO 
4( ) Zouk (¢ »H;OH) ーー ny の り て 暴 る =) 
w 
70% 時 | 
v 30 
50 % m | 
sea he (Aq. des.) 16.9 


Methylviolett 6 B 2% k. #. (Dad) 5’ 前 後 (etwa 5 Min.) 


95 ik; (C.H--OBR) 1 ンー 2/ 
AN Wi Alkohol absolutus) re 


gl Ore が TOs, Bemerk. (iv.) 


の ” en) 和 Orange G せら る る 迄 普通 き 位 / 


in Eugenolum gesättigtes Orange G 


yy ド 同 前 s. oben. 
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# 8 #8 (Tabelle VIII) 





観察 部 位 re u 殖 . Gm BG OR, 


RELA 
ag tes ee | ee ed 
i 一 -. Wiese ; 
IM Ann (ARCHED) i RMD) 
































IM ai ZIG; za Rx NR | a 模 ft 
x | 染色 質 仁 AT 
REE RAR EI RHR " BER. _ 
Pe anc ee ie | So 
| 
の ト 室 液 Camry | CHAMPY | 
固 定 浴 固定 液 


Mi 小室 液 * に 固定 さる も の は Pikrinsäure が 。 場合 に より て 。, 
酸性 色素 と し て 作用 す め に CHampy 液 に て 固定 せる も 
の と 異 れる 染 管 工 合 な た 現す こと あわ る な を 読 明 さ ん と し て , 第 8 
表 の 知 く 表示 せ し な り [? (9) Baa), 


以上 6 個 の 染色 方 式 を 試み , 種々 の 諾 に 於 いて 良 時 を 得 た る 上 , POG 
ん ミ さ 欲 せ し 細胞 各 要 素 の 色素 反 應 に よる 性 状 を 知り 得 た り . 目下 研究 中 の 6 
例 の 乳 冶 細胞 に 應 用 せる , 上 可 六 方 式 の 上 菜 色 法 に より て 得 た る 見 在 迄 の 結果 
を 表記 すれ ば 第 9 表 の 如 し ・ 
第 9 表 (Tabelle IX.) 
WMO PSA | 増 生 . 








ee a TREE BT wm 
| Ri 。 液 IKaryolymphe | SaRrE HP TEAL Sort YE SR TBB here 
| 2 #R 質 (Karyotin Le 基 ee 
N 4 | 演色 AL Chromocentre n) 
= oe #7 {=(P lasmosome 01 は > fik 性 
細胞 質 (Zytoplasma) | SaAkPE 中 性 及ば 翌 肝 基 性 中 性 及ば 憎 瞳 基 作 
e648 酸 性 
ar DA Ks D 
ame BL 弱 酸 性 


第 9 友よ り 吾 人 は 新 に 場 生 せる 閣 細 胞 又は 場 殖 む せん と し つつ ある も の は 全 
器 と し て 酸性 な る こと , 老成 せる も の 及び 老 奏 せる 閣 細 胞 は 之 れ に 反 LTE 
基 性 な る こと を 知り 得 べ し . 

これ に 内 つて 予 が 昨年 約 生 ヶ年 を H&matoxylin 法 に 費 し て 失敗 を 重ね た 
る 原 囚 を 見 出せ り . 即ち 
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1) ERAS, BEA EN EAN tar TUS 
SO LlSAMMAD BHAEVE Ze DTH 70 L750. 

2) ERRAND PEBBAAI し て Eosin を ミ る に 反し , WAECA S34 

* Eosin を 受け つけ ざり 0 し 理由 も 自ら 明 な り . 

3) JPELODOA ARMAS, SHS LUT. 酸性 な り し が 故に , ヘ へ ェ マト キュ 

シゲ ン に 親和 し て 菜箸 1: 合 良好 な り し な り . 
BRE ELEAOMR 

! 上 6 TOIL Ay SCRE AA LTE 9 EOD AN SEL Ze Hl O (3. DL 

に , これ ら の 方 式 を 應 用 する ここ に より 

冶 細 胞 の 老成 せ ち も る の な りや , Hr, UL 増殖 し つつ ある も の な りや 

を 知 0 得る こさ に 重大 な る 意義 あり て , HAMA の 研究 上 重要 な り ミ 信 ず . 

即ち , 

1) 細胞 全般 ミ し て 牙 基 性 色素 に 濃 染 する 細胞 の 一 園 ある 場合 に は , 其 の 細 

胞 共 は 増殖 性 の 傾向 を 有する も の さ 認 め 得る こぶ ・ 

tid o MNES PEK UT Eosin 其 の 他 の 酸性 色素 に 好 染 せ ず . KH 

甚 し き 形 態 上 の 異常 性 を 認 む . ET amitotisch に 2 裂 す る 多く 

) 細 胞 を 見 る . 

3) 細胞 全 前 ミ し て 障 基 性 色素 に 淡 楽 する 細胞 人 区 あら ば . これ 老成 せる 細胞 
園 に し て 酸性 色素 に 好 染 す 

) Wid DVEYORT AMAZE Ic (kA BA(Mitose) を 和信 す も の を 認め , KD 
形態 に 大 な る 異常 性 を 見 ず . AMMAR BES も の は , HIER KL 
ALT その 活動 性 を 物語 りつ つ あ り . 


ic 


5) J) |-O) an 3 Ye: (Hyperchromatose) ee (Hypochroniatose) = 
は 同一 切片 中 に 起 る 現象 な る が 故に , WE ROMMMOPER % TIEF 2 
NH. EDS, ERROR, SHRELT, BEE 
BRECLERLTHHRESSOM, 又は , 老成 せん と し つつ ある こと を 
意味 し , 設 色 素 に 濃 染 性 の も の は 細胞 全 欄 と し て 酸性 を せる 設 左 に し 
て , 増生 せる も の か , 又は . 増殖 せん と し つつ ある 活動 性 の 癌 細胞 な る 
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が 如 L. 
結 = 
A FHOR AMAIA BD fe BIL RE 


KAHOPEKS, 植物 前 に 生 ぜ る 叉 線 放 
射 に 由来 せる 腫 


場 及 び Coaltar 浸 沖 に 由 つ て 生起 せ し め ら れ し 腫 瘍 に 於 ける 
それ 等 こ が 一 致 せ る こさ , 換言 せ ば , 腫瘍 化 せ ん こす る 細胞 華 の 有する 性 次 
が 動 , 植物 に 於 いて 差異 な きこ さ は 特筆 に 値 す べ し 【 第 9 表 , ZUM, (4), 
(5) 318). 


之 れ に 囚 つ て も, PEGS GOTT 22 ERM TB BPR O IKE BHC LED 
要因 が 奥 ^ へ られ て , HO AO MMR tear DBE IR EO THES & DILIh% 
ら ず . 決し て , SMB EK © RE BHI LIS BILE & OTRU AZALI IOA 
に より て 起 る も の に あら ざる こさ を 知 0 得 べし [(⑤5) 及び (10) 参照 ] 


ILO BARC HST 7e LAI D fi 


C, o-Amido-azotoluolD Sfp 2 OC 
> Rattus norvegicus var. albus FITZINGER 


MEG USAR = ROP 
究 は , PIS OT 極め て 興味 深く , 意味 深 長 に 感 ぜ し め ら れ た 0 り (MM) 参 
Kl. 

Mr ({) KR 2, 4,6, 8 REM) LRAD MILT ZRH 
に て 多少 の 差 あ る が 故に Geradsichtiges Spektroskop に て 日 光 光 線 の 
色 帯 を 讃 み , それ て 北 窟 光 線 に よる 染色 切片 の 題 微 鏡 的 観 祭 の 色調 ミ を 比 
WELT. PD) の 論文 に 於 いて 試み し が 如く 記載 する 要 あ れ さ も , 一 般 

的 の 記載 法 ミ し て は 了解 困難 の 民 み あり , 其 故 本 稿 に て は , 予 の 眼 に 感 ぜ 

る 色調 を 以 て 記 銚 せり ・ 

(7) 小室 液 に て 固定 せる 


材料 は Pikrinsäure の 肌色 が 十 タ 
それ が 黄色 の 酸性 色素 ミ し て 作用 する が 故に 


-, 二 色 TI 及び TIT 法 を 施せ 1 
場合 . 一 種 の 三 色 法 を 試み しぶ 同一 至 洒 を 現す こそ あり 


け な ら さろ 時 に は , 


1) REHIED O-Amido-azotoluol の Oliv 


油 藩 液 を 注射 し て 飼育 せ し 野 生 豚 人 内 
(Cavia cobaya) \= FF 2 PRO 上皮 化 性 に 関す る 研究 も . 肝臓 閣 の 場合 と 同じ 
O-Amido-azotoluol を 組織 が 選 提 的 に Wak 


Kt ZEN Ch THEY, HEED 
BKARFELEER BRIE LE TIER 
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( ハ ) は 
94(95)% C.H;-OH : H.O。(Oxyfull) =20cc : 6 cc 
の 比 に 混和 せら る 液 中 に 約 24 時 間 (ca. 24 Stunden) (LlEZMV EI BAL 
ミ さあ り ) 放置 し て Pikrinsäur. の 黄 色 を 騰 し つつ あり (Zur Entfärbung der 
Pikrinsaurefarbe) . 
本 研究 に ie ME BARE L AC Rae A A EE, EPR ED UE St 
HN LY CMKBHAAE LU TV). WAREN NE FEI WRIA, 
本 研究 は Bir; 392— 2593 年 度 科 助 多 & AH REBE DATE) CRG 
を 得 た り 。 RS AER ER ic PRE O 特別 な る AREA BSR 
り . 
HED MMT 4 ET TREO MERKT 2 IH GOBCH. 
(皇紀 2593 季 5 月 21 日 誌 ) 


疹 弘文 上 (Literatur.) 
1) SEHR, 802593: 次 細 胞 と 肉腫 の 細胞 也 的 差異 に 同 する 研究 . aie AB 
MAIS SE BE GS SIGART BE TEE De ER PETE. 107—109 A. 
2 , : 部 細胞 の 菜 色 新 方 式 に 就き て . HABA. 第 28 年 に 癌 表 . 
(Eine neue Färbungsmethode für Krebszellen. Erscheint in < Nihon Byörigakkwai 
Kwaisi» Bd. XXIII.). 


3 , 2590: On the histogenetical study of “ X-Sen-Syuyö ” (RÖNTGEN- 


p 


す 


os 


Tumours) with special reference to the peculiarity of active nuclei and to the 
tissue-abnormality induced therefrom. 3% « Gann» XXIV (3): 337—552, [ER 
(Plate) X-XI. 

4 。 ——: Mikrochemische und zytologische Befunde an rontgenbestrahl: 
tem PHanzengewebe. II. Unterschiede zwischen dem ,, Naturtod ” (Altersschwäz 
chetod) und dem Röntgenbestrahlungstod in den Wurzelspitzen von Vicia faba. 
Fortschr. a. d. Gebiete d. Röntgenstr. XLII(6): 763—769. 

5 , 2592: Betrachtungen über die zytologischen Veränderungen in den 
in Kohlenteerlösung getauchten Wurzelspitzen ge Pflanzen. «La Cellule » 
XLI(3): 219—239. 括 岡 (Textabbn.) 9 個 , Eye Taf.) 

6) WIRE, 佐藤 重利 2575: ロマ ノッ > acs WDA ¥— A PIERO HH 
な る 製造 に 就き て . HEC ES SE BE. 第 1946 ye. 

7) BRK, 2584: Trllium MCN ni. 植物 脱 雑 誌 . 
XXXVIII(452): 171 一 174. (外遊 中 の 寄稿 と て , AGRE SY CHAI MHS > 


は 遺 憶 な り ). 
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S) HEHR, 2593: 細胞 及び 細胞 分 像 の 意義 と MDR BUT 2 Am Awe. 
I. $$ III): 171—174. 括 彫 5 個 (Über den Begriff der Zelle. Eine neue 
Auffassung von Zellteilung. Zytologische Betrachtung über die Entstehung von 


Tumor. I. «Kwagaku > III(4): 171—174, 5 Textabbn.). 


9) ——, 2592: 新 回 定 液 (eine neue Mischungsformel für das Fixiermittel) |= 5% 
=. WH. Ibid. II(12): 513 —514. 
10 > 2593: PR OMT BO RE EI BTS AM ae. II 


(Dusselbe Thema wie oben dit. (8). II). 同誌 . lbid. III(6⑥): 245—250. $4jfail (Text- 
abbn.) + fl. 

11) 5H%=(Yosnıpa-Tomizo), 2592: Uber die experimentelle Erzeugung von 
Hepatom durch die Fütterung mit O-Amido-azotoluol. # [aj #-4-Prid3#. (Proceed. 
Imp. Acad.) VIII9): 464—467. }j[ül Textabbn.) 4 fl. 

12) -, 2592: Experimenteller Beitrag zur Frage der Epithelmetaplasie. 


Vircuows Arch. f. pathol. Anat. u. Physiol. & klin. Med. CCLXXXIIK1): 29 
40, 4A] (Textabbn.) 6 fl. 
x # * * 
附 記 HAIE OLE N FT APD RUE): 129-130 IT 5 
AI), Kom CI: 30H Miro WHR BND, 514K, 及び 
同誌 III(⑥, 250 真 に わり . それ な 以 て 正 課 表 に 代 へ し めん と す . 


Resume 


Über das Veriahren mit einer neuen Färbungsmethode 
für Krebszellen nach 小室 (KOMURO) und 
dessen Applikationswert 


von 


x A 
に 本 Hi 夫 
KOMURO Hideo 
Wissenschaftliche Fakultät der Kyöto Teikoku-Daigaku. 


Ich machte die Erfahrung, daß die Hämatoxylinfärbung für 
Krebszellen vom Standpunkte der cyto-karyologischen Untersuchung 


en aus nicht günstig ist Lit. (2)). Ich habe darum eine Färbungs 
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methode fiir Geschwulstzellen gesucht und gefunden: 
(I) Säurefuchsin-Methylviolett 6 B- Verfahren nach 小室 , s. 
Tabelle I. 
(II) Eosin-Methylenblau-Verfahren nach 小室 , s. Tabelle III, 
A. Bouse. 
A) Eosin-(Aqua destill.)-Methylenblau ( in Eugenolum)- 
Behandlung. 
B) Sukzessionsfärbung mit Eosin(Aq. des.) - Methylenblau 
(aq. des.)-Lösung. 
C) Gleichzeitige Färbung mit einem Lösungsgemisch von 
Eosin-Methylenblau (Aq. des.). 
(III) Säurefuchsin-Methylviolett 6 B-Orange G-Verfahren nach 
小室 、s. Tabelle V. 
(IV) Safranin-Methylviolett 6 B-Orange G - Verfahren nach 
小計, s. Tabelle VII. 

Bei Material, das mit ‚J\$-Fixiermittel” getötet und in dem 
noch etwas Pikrinsäurefarbe nachgehlieben ist, (halbgebleichtes 
Material) wirkt die Doppelfärbung als Dreifärbung. 

Von diesen sechs Methoden wählte ich das günstigste Ver 
fahren zur Beobachtung, den Materialzuständen gemäß, aus. Das 
Eosin-Methylenblau-Verfahren (C) ist vorzüglich zur Bestimmung 


der sauer-alkaiischen Verhältnisse der Geschwulstzellen. 


Applikationswert. 


Durch die Applikation dieser Färbungen kann man erkennen, 
ob die Krebszellen im lebhaft wachsenden Zustande sind 
oder im altersschwachen Zustande. 

Diese Tatsache scheint mir von großer Bedeutung für die 


Krebszellforschung zu sein: 


っ Gesättigte Lösung (Aqua destill.) von Pikrinsäure t Volm. 
322ige (Aq. des.) Lösung von Kalium bichromicum KsCrsO: 3 
122ige (Aq. des.) Lösung von Chromsäure CrO; 3 


Siehe Lit. (9) 
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1) 


> 


Wenn man eine Gruppe der mit basischen Farben tief 
gefärbten Zellen findet, kann man sie als solche, denen 
eine Vermehrungstendenz innewohnt, betrachten. 

Diese Zellgruppe ist tiefgefärbt, nicht färbbar mit Eosin bzw. 
anderen Säurefarben und ihre Kerne zeigen bedeutende mor: 
phologische Abnormitäten. Es gab mehrere Kerne, die in 
amitotischer Weise geteilt waren. 

Trifft man auf eine mit basischen Farben schwachgefärbte 
Zellmasse, so kann man sie als älter gewordene od., alters: 
schwache Zellgruppe betrachten, die die Säurefarben gut 
affiziert hat. 

In dieser schwachgefärbten Krebszellgruppe findet man mito: 
tische Kernteilung, deren Kerne keine so große morphologischen 
Ungewöhnlichkeiten zeigen. Sind die mitotisch sich teilenden 
Kerne von dem basischen Farbstoffe tiefgefärbt. so zeigt der 
Farbcharakter ihre Aktivität an. 

Hyperchromatose und Hypochromatose erscheinen in ein und 
demselben Präparate gleichzeitig im Verlaufe eines Färbungs: 
verfahrens. Dadurch hat man den Vorteil mit Leichtigkeit 
den Charakter der Krebszellen sichtbar beurteilen zu können. 
Das will sagen, daß die mit den basischen Farben schwach: 
gefärbten Krebszellen, im ganzen alkalisch erscheinend, im 
Zustande des Älterwerdens od. altersschwachen Zustande sind, 
und, daß die mit demselben Farbstoffe tiefgefärbten Zellen 
meistens sauere Verhältnisse zeigen und im frisch geteilten 


oder lebhaft wachsenden Zustande zu sein scheinen (Beweis). 


Schlußbemerkung. 


Mittels dieser 6 Methoden konnte ich die Reaktion der Mamma» 


krebszellen bestimmen: 
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Tabelle IX’. 





Art der Lebhaft wachz | Älter gewordene . 
beobachteten sende od. od. Übergangs: 
_MKZ frisch geteilte | altersschwache zustand 
Reaktion ; Zelle | Zelle 
SNB | Reaktion | Reaktion Reaktion 
PE PIN お “neutral od. neutral od. 
Raryorymghe schw. sauer schw. alk. schw. alk. 
> Karyotin sauer Alkalisch schw. alk. 
>| = | Chromocentren | $ | Pr a 
Plasmosomen PR sauer 
Zyto an 1 FRE ae Be neutral od. ~ neutral od. 
の - > schw. alk. schw. alk. 
1 Zi he > 
Chromosomen sauer | Abkürzungen: 
= a ti | sog. Spindel: ーー | alk=alkalisch 
1 | fasern = j MKZ= Mammakrebszelle 


MKZ E 
schw. =schwach 
Zytoplasma schw. sauer 





Diese Ergebnisse stimmen mit denjenigen des Pflanzenmaterials 
überein [siehe Lit. (4), S. 764-766, Tabelle 1, 2 und 3). 

Dies Zusammentreffen des saueren Zustands der lebhaft wach: 
senden Mammakrebszellen mit der Erzeugungsursache pflanzlicher 
Geschwiilste (meine « RONTGENgeschwulst»® und « Phytoteertumor > り ) 
in Beziehung zu dem saueren Zustande der Zelle ist sehr wichtig 
für die Erklärung der Tumorentstehung 「cf. Lit. (1), (4) und (5)): 
Die Geschwulst ist nichts anderes als eine Zellentartung an einigen 
Stellen, die die Entstehungsfaktoren der kolloidalen Zustands: 
veränderungen des Protoplasmas gegenüber den Gewebszellen des 
betreffenden Ortes erzeugt hat”. Die Transplantation eines Tumor: 
stücks und die Injektion von Tumorsaft aus anderem Tierkörper 
sind nicht immer nötig als Erzeugungsagenzien von Tumoren. Die 
sauer-alkalischen Veränderungen in den Gewebszellen scheinen mir 
eine große Rolle beim Vorgange der Tumorentstehung zu spielen 
(ef. Lit. (5) u. (10)). 

3) Siehe Lit. (3) 

! ” (5) 

») In dieser Hinsicht ist das durch die Fütterung mit o-Amido-azotoluol 
erzeugte Hepatom von 吉田 富 三 (Yosrrpa-Tomiz6) bedeutungsvoll und interes= 
sant (cf. Lit. (11)). 











EX Postskriptum 


8 月 12 日 12. August 皇紀 2593) N AARFEE K 0 
WAAR, 石井 友幸 矯 Über die Wasserstoffionenkonzentration und 
die isöelektrische Reaktion der pflanzlichen Protoplasten, insbeson: 
dere des Zellkernes und der Plastiden. « Protoplasma » XIX (2): 
194-212, Textabbn. 1-2. 
な ぁ 近 香 を 恵 衝 せら れ た り ・ 

それ に より , 植物 原形 質 の pH 償 は 植物 の 種類 に より て 差 あ れ ざ も , MM 
HOV UAV IEP を 例外 ミ し て , 1.6 さ 7.6 の 聞 に あり . され ざ , 多く 
の 場合 , 普通 の 原形 質 は pH 5.0 の 附近 に あり ( 同 箸 第 1 表 \. 

第 2 表 に PISCHINGER, ZEIGER, JACQUIERT, NAYLOR 氏 等 の 動植物 組 
NDR, 細胞 要素 が Alkohol, Formol, Chromessigsäure 等 に よ 
り て 固定 せら れ し 場 合 の pH を あけ , それ が 酸性 の 側 に 在 る を 指摘 し 居れ 
り . 久 山 狗 氏 等 は そら まめ 根 端 細胞 に NAYLOR ROW BR UAB 3 表 に 
其 の 結果 を 下 の 如 く 誌 し 居れ り . 


sanjay ee Ch romessigsiure| Alkohol 





ANTE (Zytoplasma)| pH; 4.7 4,2 
10% (Zellkern) 5.5 4.0 
に 5 


4. (Nukleolus) 5.7 


, 根 端 組織 の 部 を 示さ れ 居 ら 5 ざる は 情 層 な れ さ も , そら まめ 根 端 細胞 
が 全 骨 ミ し て 酸性 な る こさ を 知り 0 得 し は 予 に さり , 極め て 興味 深 し . 
山 物 氏 等 の 業績 を 通 起 し て , 特に 予 の 注意 を 引き し は 
I) 殴 生 期 に ある 細胞 核 の pHi 
生育 せる 。 3.0) 
2) 細胞 核 の pH 償 が 組織 の 異な る に 依 つ て 差異 ある こさ を 認め て , 第 


18 Hi FOM LC MIHnBAc =. 
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細胞 核 | 細胞 液 


} 
Stengel von Impatiens Balsamina 
Epidermis (表皮 ) pH 一 | pH 4.0 





Äußere Rinde (外部 友 層 ) 4.8 | 5. 
Siebteil (AR) 5.8 | 5.0 
Gefäßteil (導管 部 , 木 部 ) 5.0 4,6 
Mark (fis) 5.6 5.6 
Allium Cepa 

Blätter (grün) (RH) 4,2-4.4 4,8 

» (weiß) (白葉 ) 4.6 4 8-5.0 
Zwiebelepidermis ( 鱗 苗 表皮 ) | 4,2 4,0-4,2 
Zwiebelmesophy]l (一 一 葉 肉 ) | 4.6-4.8| 4.8-5.0 
Wurzel ( 根 ) 5.0-5.9 


3) FPO MD MIAH ミ さして 酸性 な る こ ミ (pH 4.0 -6.2) [第 19 
表 ]. 

等 , これ な り ・ 

ZIGO) EL 22 AAT AU, 予 が 過去 に 於 いて 植物 材料 の 叉 線 腫瘍 , た 一 
る 腫瘍 の 組織 分 化 の 研究 に 方 り て , 色素 反 應 に 遊 り て 知り 得 た る 細胞 要素 の 
酸 - アルカリ性 開 係 」, 丈 に 

!) 星 ん に 成長 し つ ゝ ある 細胞 及び 一 旦 退 行 性 紙 化 を 起 せ し 細胞 が 再び 巨 

RAK S 750 て, 若返り, 細胞 分 割 法 [ 科 欧 III (6), S. 248 (10) 参照 ] に 
より て 増殖 せん こす る が 如き 場合 に は 其 ¢ IE Krk: (baso: 
phil) (= UL TAN SE SI し て 酸性 な る こぶ , 

2) 組織 が 部 分 に より て 同一 色素 に 封 し, 異 れる 菜箸 工 合 を 示す こさ , ED 

ち , MARL S NAEH AT SH mm. Jy +2 mm. の 部 位 ( 成 


( 


RADE Vegetationsstelle, 原 中 心 柱 Plerom, 原 皮 層 Periblem. 
Rig Kalyptra 等 ) の 細胞 核 が 酸性 及び ァ ル ヵ リ 性 色素 に よる 二 重 染 
色 を 施せ る 場合 , 或 る 部 分 の 核 は 酸性 色素 嗜好 性 (acidophil) な れ さ 
も , 他 は basophil な る が 如き こさ, 








3) Eile ( 例 へ ば HEIDENHAIN SING. .k TS SLUVA) を 施せ る 
場合 に あり て も 同一 切片 中 に 組織 部 位 の 如何 に より , 又 同 一 組織 中 に 
て も 細胞 の 状態 に 應 じ て , SAUTE T S bE OUTS も の こ あ る が 
如く 菜緒 度合 を 異 に する こさ 
FOFÄCHULT 山 艇 氏 等 は 水素 1 オ 濃度 の 開 係 に より て 読 明 の 根 拓 を 
RM~ SLI TH PIT O TAMER RRO, BURSICE OTHERS 
OGLE FELD SE 32. L &ED7EAUET 0. 
PD AMICI HN GEN LDH S BEES, 形態 的 に に 細胞 さ 呼ば ろ ゝ 。 
«HARM, 脂肪 物質 等 を 主 磐 ミ さす ゐる 腸 賢 液 に し て RO AEE IC 
各 特 殊 の 分 散 相 を 合 め る 一 の 分 散 系 ミ 見 な すべ き 原 形質 ” 
に より て 構成 せら る ゝ 動物 般 の 或 る 部 位 に 生 ぜ ゐる, 冶 細 胞 な る 特殊 病 的 細胞 
a en re ae 


せ ず , 双 線 腫瘍 , た ーー る 腫瘍 等 の 細胞 欧 的 研究 に より て 得 た る 細胞 の 酸 - ア ル 
NR られ し も の な れい ば, 山 衝 氏 等 の 研究 に より て , 同様 に , 
色素 反 應 に 人 違 る 菜 得 性 に 差 あ り て , それ に 意味 あり こなす, POPS BR 
性 ある こさ を 詩 明 せら れ し も ち も の さ 調 ふ を 得 ん 平 

x 4 * * 


ix #2 Betrachtungen 

病 的 に 特殊 細胞 に 分 泌 物 ある 場合 に nn こ 由 つて 該 部 位 細 
胞 が 同一 色素 に 寿し て , 他 細 胞 ミ 異な る 色調 に 染 緒 すべ き は 理 の 営 然 な り 。 
それ を (1 ) 電気 的 (n ) ee より て 水素 1 オン 渡 度 を 測定 
すれ ば , 或 る 敷 値 ミ し て 表示 され 得 べ し . され さも , 其 の 衣 値 は 同一 材料 を 
使用 する も , (1) (7) ( ハ ) 等 の 測定 法 開 に 多少 の 差 あ り . R, 測定 者 ミ 使用 
せ し 問 械 , 指 此 等 に より て も 差 を 生ずる は 巳 む を 得 じ [ 未 尾 文 上 献 3 ) 参照 ]. 
さあ れ , それ に 循 0 て 組織 聞 に , 又 , 病 的 部 位 ミ 健康 部 位 開 に 「 酸 - ァ アル ヵ 9 
性 開 係 」 に 於 いて 差 あ る こ ミ を 知り 得 べ し . Hi, 肉腫 等 の 材料 に 就き て の pH 
fi RAH IE KO 

7.07 以上 , BIBT vw » HE 








7.07 以下 , BD 酸性 
生 す が 如き 大 差 を 示し て , 吾 人 あし て 反 凌 の 結果 な ら ず や さ 思 は し むれ ざさ 
も , こ は 
!) 材料 の 探 取 方 が 該 原形 質 に 及ぼ ば せる 織 化 
2) 測定 法 の 差異 
材料 の 部 位 に よる 差異 , I, 腫瘍 細胞 の 老成 部 位 ミ 増生 し つ ゝ あ 
る 部 位 に 於 ける 異同 
和 きき の) 主要 件 に より て 生ま る も の な れ ば , 研究 者 各自 が 
(1) 材料 控 取 方 法 
(7) 自己 の 測定 法 


ng 


を 明示 ( i XL - 供 ( レタ Ai RG と れ を JE H&S = IE EL OD RE Hh 2 wert ざら る べべ か 
ら +. 
CREOHReBKI UTS COWEH EK FOYER LU 訂 ( 軍 に 。 


; 


細胞 核 ミ 細胞 冥 , SUK, ALANA POD «iR - 7 アル ヵ リ 職 係 > を 見 ん こせ ば Me: 
thylenblau-Eosin の 同時 染色 法 を 試 む る を 可 こ す . 此 の 試み の 改良 法 は 目下 
大 中 な り ) を 試み て 同一 組織 細胞 開 相 五 , 又は , 異種 組織 開 の 開 係 を 容 知 
し , 基 の 巡 究 日 的 に 合 攻 す る 側 定 を 下 さき ざる べから すず 。 

断 く 論 ぜ し は 組織 内 部 の pH 償 の 測定 は 困難 に し て , HOMER 


ESD BAND ADEE, Peak > UTC 1 LMS BAHS 6 も の な れ ば 
HORROMEN 方 の て 注意 を 要する こさ ミ ょ ゝ , FA AC OMRHFICHL 
(は 色素 に 染 箸 する 度合 を 下 慮 し , 其 の 細胞 の 形態 的 異常 性 を 観察 し て , 老成 


せる も の か , 増生 し つ ゝ ある も の か 等 を 側 定 し , 所 詩 形 態 的 癌 細胞 の 分 類 法 
の み に 重 要 性 を 置き て それ に 捕 は れ ざ る こさ くに 重 意 せ ざ る べから ざる こさ を 
自己 の 小 経験 に JES THEN A SU LITHO. BL, 予 は 自己 の 染色 法 を 應 用 
し て 銘 細 胞 の 研究 を 和信 し つ ゝ ある 時 冶 細 胞 の 形態 に 基く 分類 より 4, BOB 
素 反 應 に 違 る ・ 細 胞 の 酸 - 7 HERE» CHOMMAOBAHMHO ix 
宗 に 基く . 老 成せ る も の か . 増 生 し つ ゝ ある も の か を 制定 する こさ に 重大 な る 
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意義 ある こさ を 痛感 せしめ られ 居る が 故 な 0 ( 之 れ に 就き て は 他 日 の 機 合 に , 
特に 論ずる さこ ろ あ る べし )・ 

Aofan S 755 (Ks PSB TIT (6), 本 論文 「 結 語 」 等 に 於 いて 詳 論 せ し が 如く , 
腫瘍 は 移 西 せら れ し も の が 其 een N 
GMM OWA, Lis, 腫 場 濾液 の 移 注 に より て , NEED EIN IHR + 
り 穫 ふる 場合 て 解 租 する こさ を 得 べ し ) , 同一 動植物 の 自己 骨 内 に 於 いて 生 ぜ 
し 腫瘍 柄 生 の 要因 が 或 る 部 位 に 作用 し , それ が 該 部 位 の 原形 皿 に 腸 賢 化 克 的 , 
ACA ee L, 其 の 結果 , ANORG 
る も の に し て , 其 の 異常 が 酸性 の 原形 質 装 態 ミ 相 侯 も て 特殊 細胞 人 茎 の 生起 , 
それ の 異常 増生 の 組織 内 肖 潤 を 結果 す , 221, BD, 組織 異常 さ 韓 移 現象 の 一 
EO. こ は 増 生 し つ ヽ ある 場合 の 装 態 に し て , 老成 せ も る も の に あり て は 
acidophil こ な り (第 9 表 参 照 ), 結節 を な し , 其 の 細胞 園 が 種々 の 形態 を ミ 


れろ も の 多 し . これ 猫 細胞 園 の 形態 的 分 類 が 存する ゐる 所以 な らん (第 10 表 中 の 
結 衛 形 成 ミ は 種々 の 形態 を これ る 細胞 園 を 意味 す ). 
ト 逃 の 開 係 を 表示 すれ ば 次 の 如 | 


9 植物 性 狂 揚 に 於 ける 此 の 開 係 は 下記 の 論文 中 に 逃 べ 置 けり . 
本 論文 引用 廊 虚 中 の (③), (4), (5), (8), (10). 
WNREIHAOT: X 閑 放射 に 由来 する 植物 般 肉 に 生 ぜ る Neoplasma, -f- Dil 
X 線 腫 場 の 組織 分 化 に 開 す る 研究 。 (TL) 巨 大 細胞 及び 巨大 核 が 組織 異常 
を 起す こと 立 に 活動 性 桜の 性 和 に 就き て 。 日 本 病理 . 伺 誌 XX:?761-765. 

A) 248 = HAO « : Über die Gewebeabnormitat infolge von Riesenkern- und 
Riesenzellenentstehung durch Tauchung in Kohlenteerlösung bei Pisum 
sativum-Wurzelspitze. #7, % 4¢, (Proc. Imp. Acad.) VI (9) :375-378, Filial 3. 

(3)4 ti t—v: Über die Entstehung der Gewebeabnormitat und des 
Knotenanfangs infolge von Infiltration spezieller Zellgruppen in RONTGEN? 
bestrahltem Pflanzengewebe. 同誌 (lbid.)VI(3) :117-120, El 2. 

(2) SSC TI pes X PRM OMT C= PT 2 OR. PRAM DO a 
が 組織 異常 た 起す こと に 就き て . HAKEN, as XX: 704-707, 

RUHT T: Coaltar 溶液 小 潰 幼 植 物 根 端 組織 と Coaltar RPA BAEK 
DAMA WIFE, 同誌 XXI:420 -426. 











An 


ah ZA 


細胞 及び 細胞 核 ! 


NR 


Pr 
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系 10 3 (Tabelle X) 


FA うす は 腫瘍 濾液 の 移 注 _ 或 る 組織 に 及 す 腫瘍 柄 生 要因 の 作用 
FF. "ZA 2 SAT AZ =) 
J 


("MR 203 





J 
ORESURE 3 EEE PAE OBE 


Ro THRO ERDE) 


E 人 円 と さる も の 


%。 3 核 以 上 の 多 桜 形成 
が 細胞 の 異 BE (gata seduce, 02 ame) (A) 


マ — 


: getters ee (7) 組織 I (a) (4) 
SCE ALE TA a 


結 前 形成 ( オ ) (4) ( ロ ) 


SCORER (A) (4) 


Vv 


組織 異常 ( オ ) (4) 

結 役 形成 ( オ ) (4) 

NEBR TE 1 ( 
BBE KEK 

En 10 4 erh I IC HEME | J OTR SE | は 第 1 1 Le Yi t ‘CV 9 KEM). 


VERS SER (m) 
(老成 せる も の ) 


結 人 形成 ( オ ) (4) 
of RREBVKREE 


4 11 4 (Tabelle XI) 





eae | AL AKN Gx 親和 tt 
(B) | BMUA も の Melt 色素 障 好 性 
( オ ) 者 


be A も ND FAC th SUR EAE 


女 


(A) | 移行 型 の も の | 多く の 場合 多少 酸 桁 分 素 嗜好 性 


RUE BEI (小室 


27 772075 


‚28-20 Ha は 組織 toe) 目 に RE Wiz 


a SAIS, IIDINTENTRZ DATE 


PROB TAT 

hs HAIL, ¢ 
日 本 病理 
RYZE MM (6) :2 
To, 


’ 745 


, 赤 然 り . EMO Hc Mia 見 で し こと ば 。 & 
is XX:761-765「 脚 計 © ( い )] 

Ts XXIT:420-426 | BE (Uz 

250/10 


95: fe) GOL Bese YE VILCB) 2117: 120 I の (は 


H AS 病理 er 


as XXI:70707「 脚 計ら (に 
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ト の 記載 ミ 第 10 表 に 逃 べし , 原 評 及び 韓 移 腫瘍 の 形成 経路 に 就き て の 推定 

は 予 の 数 種 の 冶 細 胞 に 開 す る 観 窪 結果 の 綿 括 的 結論 な り 、 それ を 究明 LTH 

の 土 策 を 講 ま る 所 に , KPO RM AA DIL HGKO, SEM TRUK. 

此 の 見 地 に 立て る 部 細胞 の 研究 法 が 細胞 欧 的 が 法 ミ し て 新生 命 ある 所 以 な 
りら . FH, 敢 て 予 は ミ 癌 細胞 の 新 研究 法 ミ し て 本 稿 を 許し , 以 て 同 静 者 諸 彦 の 
批判 を と ふ な 0. ("Ug@t 2593 % 8 FL 2 日誌 

x x x x x 
トド 記 の 論文 は 組織 内 部 (腫瘍 組織 を 含む ), 細胞 愛 素 等 の Pr, PH: を 測定 

VASICcHELTERÄ BDO. WEITERE. 

1) Reiss, P.: Remarques sur le Py interieur du noyau cellulaire et ses 
variations expérimentales. Comp. Rend. Acad. Ses. CLXXIX: 641—643. 
: Quelques données sur le Pır interieur apparent du protoplasme 
et du noyau. Arch. Physique biolog. TV(1): 85—42. 

3) Vues, Fred, Paul Retss et Edmond VELLINGER : Recherches potentiométri- 
ques sur le Py interieur de l’oeuf d’ Oursin. Bull. Inst. Océaograph. 
on. 450 : 1—14, Fifa] 2 - 

4) VLEs, Fred: Recherche sur le Pir intérieur cellulaire. Arch. Physique biolog. 
IV(1):1—20, 括 岡 11, 

5) VrEs, et André de CouroN : Recherche sur les proprietes physico-chimiques 
des tissus en relation avec etat normal ou pathologique de l’organisme. 
Ibid. IV(1) :43—85, al 1—11. 

Rak ・ 酸 一 アル ヵ カリ 開 係 > て 路 中 に ある は ・ 酸 アル カリ 性 開 係 > の 意 な り . 


Resume für das Postskriptum. 

Durch die Arbeit von 11134 (YAMAHA) und 石井 (ISHII) in 
«Protoplasma» XIX (2), S. 194-212 waren meine früheren Resultate, 
die durch die Anwendung der Farbstoffe bei gesundem bzw. patho: 
logischem (RÖNTGENgeschwulst und Phytoteertumor) Pflanzengewebe 
«sauer-alkalische Verhältnisse der Zelle» festgestellt worden waren 
(ef. 小室 (8), (4) und (5) |, indirekt mitaufgenommen worden. Diese 
Verhältnisse der Zellelemente und Gewebezellen haben die Krebszell- 


forschung zur Erfindung eines neuen Färbungsverfahrens angeregt 
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[ef. 小室 : 日 本 病理 . RR XXIII (2). 

Wie ich in meinem Vortrag bei der Tagung der #f3ttt 
(Nipponschen Gesellschaft für Krebsforschung) am 6. April diesen 
Jahres in der KM PIAA BB (Medizinischen Fakultät an der 
Kyüshü Teikoku-Daigaku) dargelegt habe, der in dem Tagungs 
berichte NHAWMTMeeik «Nihon Byörigakkwai Kwaisi» XXIII. 
Jahrgang (2) veröffentlicht wurde, gelang die Färbung der älter 
gewordenen Krebszellen mit Hämatoxylin meist nicht gut; nur die 
lebhaft wachsenden oder infiltrierenden Krebszellen nahmen das 
Hämatoxylin stark an. Der Kern der ersten Art Krebszellen war 
acidophil. Diese Eigenschaften stimmen mit denjenigen der Zellen 
meiner RÖNTGENgeschwulst und meines Phytoteertumors überein. 
Die Doppelfärbung mit einer sauren und alkalischen Farke und die 

. jeiner] ; % zwei 
Dreifärbung mit) wei jalkalischen Farb. und ei sauren Farb. 
wurden von mir dadurch gefunden. 

Die Veränderung der sauer-alkalischen Verhältnisse in den 
Zellen eines Cewebes ist mit eine wichtige Entstehungsursache des 
Tumors, mit Ausnahme des transplantierten, die Transplantation 
von Tumorstückchen oder die Injektion von filtriertem Tumorsafte 
kann man auch als einen äußeren Tumorerzeugungsfaktor ansehen. 
Wäre der Erzeugungsfaktor im Organismus selbst entstanden oder 
durch Transplantation auf irgendein Gewebe gegeben, so würden 
die kollo'dchemischen und protein - physico - chemischen Verände 
rungen im Protoplasma an den entsprechenden Stellen hervorgerufen 
worden sein. Die Überganszellen zwischen zwei anderen Geweben 
sind sehr empfindlich gegenüber der Wirkung der Tumorerzeugungs 
faktoren. In den pflanzlichen Materialien wurden die Tumoren 
auch an dieser Stelle gefunden, ef. 小室 : A AIF. #7 ZBEXX [Fußnote 
6) ( い )] : Ibid. XXII [Fußnote 6) ( ほ )| : #4 «Kwagaku» III (6) [10]. 


Für die Tumorentstehung werden folgende Fntartungen angenom: 





men: 
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TABELLE X’ (ef. 小室 





10) 
Transplantation vom Tumorstückchen 
oder 
Injektion vom Tumorsafte 


Wandern der Erzeugungsfaktoren außen 
| 


Wirkung der Tumorerzeugungs: 
faktoren auf ein Gewebe 
(im Innern in Bezug auf 

einen Organismus 


v 


Veranderungen in die kolloidalen Zustande und die 


protein - physico - chemischen Verhältnisse des Protoplasmas 


-Verschiedene Degenerationsphasen in den Zellen*) oder Zellkernen 


Die Veranderungen im Zytoplasma kommen hier in Frage. 


abnormale Vermehrung der degenerierten Zellkerne und Zellen (L) 
Bildung von zwei und mehr als drei Kernen. Vermehrung der 
Zellen durch 細胞 分 割 (Zellzersticklung), ef. 小室 (10), S. 146.) 


en ian 
+. Be nr 
Infiltration der speziellen Zeilgruppe の (L) Gewebeabnormität (L) (U) 
ins Gewebe 
Wandern des Tumorerzeugungsfaktors Knotenbildung (L) (U) (A) 
oder dessen Ursache = 
| vollendeter Tumor 
Vermehrung der speziellen Zellen (L) U (älter gewordener T. 
an anderen Orten 


Vv 


Ss 


Y 
Gewebeabnormitat (L) Knotenbildung (L) (U) des 
| 


v originalen Tumors 
Knotenbildung (L) (U) 


\ 


Die a) 


| 
Wr m 
fertiger Tumor (A 


(‘Die Stufen der Metastasenbildung] 


In der Tabelle X’ wird man die Zeichen (A), (L) und (U) 


bemerken ; die Erklärung findet sich in Tabelle XI’, ef. Tabelle IX 


(Tabelle IX’ im ersten Resume). 


9 Cf. 小室 : FRAFLERAEH (Proc. Imp. Acad.) VII (3): 117-120 [Fußnote 
6) (は )]. 


日 本 病理 . ik XXI: 704-707 (dieselbe (に )]. 
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TABLLE XI’ 








Zeichen | Zustand der Tumorzellen | Farbenafnitat 
(A) | älter gewordener | acidophil 
(L) | lebhaft wachsender | basophil 
| oe ed ~ | meistens etwas acidophil 
(U | Ubergangszustand | mit basophilen 


Plasmosomen 


Kurz, die Ansicht des Verfassers geht dahin, daß die Tumor: 
entstehung nichts anderes ist als eine Gestaltänderung von Zellen 
und von Gewebe an irgendeiner Stelle eines Organismus mit anderen 
Worten, der Tumor ist eine Veränderung der kolloidalen Zustände 
des Protoplasmas, die durch die Wirkung von Tumorerzeugungs: 
faktoren™ hervorgerufen wurde. 

Nach meinen Beobachtungen an Krebszellen verschiedener Art 
konnte ich in ihrer morphologischen Klassifikation kein ausschlae: 
gebendes Faktum erkennen. In der Krebsforschung scheint es mir 
wichtig und von Bedeutung zu beachten, daß die Krebszellen im 
lebhaft wachsenden Zustande oder in dem älter gewordenen im 
Gewebe waren. Die Aufgabe der Krebsforschung ist es, die zur 
Beseitigung dieser Gewebezustände am besten geeigneten Gegen 
maßregeln zu finden. 

Von diesem Gesichtspunkte aus würde sich mein Färbunas 

10) Als Tumorerzeugungsfaktoren sind zu nennen [cf. 小室 (10), S. 248-249]: 

D physikalische Einwirkung (RONTGEN- u. Radiumstrahlen, Ultraviolett 

licht, Wärme usw.), 

2) chemische Einwirkung (Salze, Säuren, Kohlenteer, Paraffin, Ruß, die 
chemische Substanz vom Hauptbestandteile des Geschmacksmaterials 
usw.), 

3) eine Art gewohnheitsmäßig einwirkender Druckkraft, z. B. der konstant 
einwirkende Druck des Pfeifenmundstücks auf die Lippen (Lippen 
carzinom)—in diesem Falle steht die Nicotinwirkung zweifellos in 
Zusammenhang mit der Entstehung von Lippencarzinom, 

t) als Folge einer parasitischen Einwirkung von Bakterien, z. B. 
Tumefacienstumor von Erwin F. SımitH und der durch die Bakterien 


aus menschlichem Carzinom erzeugte Rattentumor von F. BLUMENTHAL. 
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verfahren als sehr günstig und einfach erweisen, um die sauer- 
alkalischen Verhältnisse der Krebszellen zu bestimmen. In dieser 
Richtung und Methode wäre neues Leben für die Krebsforschung 
von der Zytologie zu erwarten. Ich möchte darum mit diesem 
Aufsatz eine neue Methode für die Krebsforschung veröffentlichen. 


京都 、den 25. August 皇紀 2593. 
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EVEN ISS S ER 
追加 TEEN RENT 


OF 田 中 k 
IS SAA BOCE (APD 


Bosartige Tumoren und Arteriosklerose. 
Zugleich ein Beitrag zur Beziehung von Myoma uteri 
und Arteriosklerose. 


Von 


Choji Tanaka. 
Pathologisches Institut der medizinischen Fakultät zu Niigata. 
Vorstand: Prof. Dr. R. Kawamnra. 


Schon seit mehreren Jahren ist es behauptet, dass zwischen 
den bösartigen Tumoren und der Arteriosklerose irgend eine Be- 
ziehung besteht, und wir haben darüber die Mitteilungen von 
3USCH, NEUBURGER, CASPER und SUZUE. Aber die Studien über 
diess Beziehung sind noch nicht erschöpfend. Also will ich hier 
meine Untersuchungsresultate mitteilen. 

Mein Material besteht aus 1760 Leichen, die von 1912 bis zu 
1932 am hiesigen Institut seziert wurden. Da die Arter osklerose 
eine senile Krankheit ist, ist es bedeutungslos, jüngere Leichen 
zuuntersuchen. Also wählte ich Leichen über 40 Jahre aus den 
gesamten Fällen. Malignöse Tumoren tragende Leichen über 40 
Jahre sind insgesamt 189 Fälle. Als Kontrollfälle wählte ich 380 
Leichen über 40 Jahre, welche an anderen Krankheiten ausser 
malienösen Tumoren gestorben waren. 

Bei den Fällen, deren Eingeweide nach der Sektion in 10% 
Formol aufbewahrt worden waren, untersuchte ich genauerweise 


die Veränderungen der Arterien. Aber an den Fällen, deren 
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Material nicht aufbewahrt worden war, wies ich meine Unter- 
suchungen auf die Sektionsprotokolle hin. Die in den Sektions- 
protokollen eingetragenen Arterien waren Aorta, Kranzarterien des 
Herzens und Basilararterien des Gehirns. Als Beobachtungspunkt 
wählte ich natürlicherweise ganze Aorta und bezutzte zwei obige 
Arterien als Hilfsmittel. Es ist äusserst schwierig, sklerotische 
Gefässveränderungen in irgend einer exakten Weise auszudrücken. 
Ich versuchte also den Grad der Gefässveränderungen ungefähr in 


drei Klassen einzuteilen und folgende Zeichnungen zugeben : 


+..... fast glatte Intima und nur wenige Fettflecke. 
++ .. Verdickungen der Intima, gelbe oder grau-weisse Erhabenheiten 


und geringfiigige Verkalkungen. 
+H der schwerste Grad, atheromatöse Geschwiire und starke Kalk- 
ablagerungen. 
Auf diese Weise habe ich 189 Fälle von malignösen Tumoren 
unt rsucht (Tab. I). Dabei handelt es sich um 173 Carcinome, 9 
Sarcome, 3 Hypernephrome, 2 Endotheliome, I Melanom und 


Chorionepithelioma malignum. 


TABELLE I. 


Fälle mit bösartigen Tumoren. 





Veränderungen der Aorta 
Alter | Zahl | ーー イー ーーーー ーーー ー 
+ 4+ Ht unklar 
10-45 33 21=63.6 11=33.3% l= 3.19% 
16-5) が 29 56.422 14—35.9% 2= 5.1% 1=2.6% 
51-55 29 16=55.2 11=37.9% | 2= 6.9% 
56-60 33 15 -45.5 13=-39.4% | 4=12.1% 1=3.0% 
61-65 22 1ー 4.5% | 15-68.2% | 6-9.3% | 
66-70 17 リー 人 い 6=35.3% 8=47.1% 
71-75 13 1= 7.6% 6-46.2% 6= 46.2% 
76-80 1 1=100% i 
81-85 
86-90 ン | 2=100% 
91-95 | 
189 79--41.8% 77=40.7% 31=16.4% 2=1.1% 
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< 


Auf gleiche Weise wurden 380 Fälle von Kontroll untersucht 


(Tab. ID). 


TABELLE MII. 








Kontrollfälle. 
| | Veränderungen der Aorta 
Alter | Zahl | = 
ia | + | + | Ht 

40-45 103 33=32.022 56=54.4% | 14=13.6 
46-50 | 62 | 19=30.6% | 30=48.4% 3=21.02. 
51-55 | 68 | 10=14.7% 36=52.9% 23=32,4: 
56-60 60 4= 6.7% 30=50.0% 26=43.3% 
61-65 34 | 2=59% | 18=52.9% 14=41.2 
66-70 | 23 11=47.8% 13-532 
71-75 12 | 2=16.7% 10-83.3: 
76-80 10 | 3=30.03 7ー70.02 
S1-85 | 5 1=20.0% 4=80.02, 
86-90 | Pd 1=100 
91-95 a7} 1=50.02 1=50.0¢ 

380 68=17.9% 188 =49.524 124—32.6 








Vergleicht man nun die Ergebnisse bei den Fällen mit bös- 
artigen Tumoren mit den Kontrollfällen, so ergibt sich, dass bei 
den malignösen Tumoren zur grossen Hälfte eine leichte Arterio- 
sklerose bis in der Gruppe 56-60 Jahre vorliegt und über 66 Jahre 
erst eine schwere Arteriosklerose über 40% zum Vorschein kommt: 
dagegen bei den Kontrollfällen ist eine leichte Arteriosklerose schon 
30% in der Gruppe 40-45 Jahre und mit Zunahme des Lebensalters 
nimmt ihre Zahl rasch ab. “ine schwere Arteriosklerose tritt 
bereits über 40% in der Gruppe 56-60 Jahre auf. 

Als ganzes beobachtet, wird die schwere Arteriosklerose bei 
den Kontrollfällen zweimal so häufig cefaunden wie bei den Tumor- 
fällen (32.6% zu 16.4%). Bei der Arteriosklerose des mittleren 
Grades ist der Unterschied nicht so deutlich. Dagegen ist die 


leichte Arteriosklerose bei den malignésen Tumoren 2.5 mal so 
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häufig wie bei den Kontrollfällen. 
Das oben gewonnene Ergebnis ist also mit den Mitteilungen 
von BUSCH, NEUBÜRGER, CASPER und SUZUE überstimmend. 


Schluss ; 


l. Bei den Fällen mit bösartigen Tumoren, besonders bei 
Krebsen, tritt die Arteriosklerose später auf als bei den Kontroll- 
fällen. 

2. Wenn die gleichaltrigen Individuen vergleichen werden, ist 
der Grad der Arteriosklerose bei den Fällen mit bösartigen Tumoren 
niedriger als bei den Kontrolifällen. 

3. Bei den Fällen mit bösartigen Tumoren ist das Auftreten 
einer schweren Arteriosklerose relativ selten. 

Wie dieses auffallendes Verhalten zuerklären ist, dass bei den 
Tumorträgern die Arteriosklerose selten vorkommt, haben BUSCH 
und SUZUE Konstitution oder Disposition vorgeschlagen. CASPER 
war der Ansicht, dass hier die Störung des Cholesterinstoffwechsels 
von Bedeutung ist. Es ist allgemein angenommen, dass die Hyper- 
cholesterinämie ein wichtiger Faktor für Entstehen der Arterio- 
sklerose ist. Ferner durch zahlreiche Beobachtungen und Experi- 
mente ist es beinahe zweifellos, dass zwischen malignösen Tumoren 
und dem Cholesterinstoffwechsel eine gewisse innige Beziehung 
besteht. Als Massstab des Blutcholesterins wird das Rindenfett 
der Nebenniere von vielen Autoren angenommen. 

Aus diesem Gedanke untersuchte ich den Fettgehalt der Neben- 
nierenrinden des obigen Materials, um den Cholesterinspiegel des 
Blutes zuvermuten. In den Tabellen III und IV waren die Ergeb- 
nisse zusammengestellt. Hierbei sind die Zeiehnungen des Fett- 


gehaltes folgende: 


ne Rindenfett gering oder Rinde grau-weisslich. 
Een: Rindenfett mittelmässig oder Rinde fleckig gelb. 


At Rindenfett reichlich. 














TABELLE III. 


Fälle mit bösartigen Tumoren. 
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Alter 


51-55 
56-60 
61-65 
66-70 
71-75 
76-80 
81-85 
86-90 


91-95 





Zah 


1 


66=34.955 | 68 


+ 


= 36.0722 


36 


Fettgehalt der Nebennierenrinde 


-50. 


:19. 


unklar 


ts 
© 
i 
N 


03 1=50.0% 





07% 19=10.12 





TABELI 


im IV. 


Kontrollfälle. 





Alter 


40-45 
46-50 
51-55 


56-60 


61-65 
66-70 
71-75 


76-80 
81-85 
86-90 


91-95 


Zah 


103 
62 
68 
60 


l 


Fettgehalt der 


» 
- 


++ 


-10072 


Nebennieren 


129=33.924 | 94 


-24. 


rinde 

unklar 
5 7 6.8 
8 3= 4.8 
6 3 4.4 
t 5 S.3 
4? 357 

















Vergleicht man die Ergebnisse bei den Fällen mit bösartigen 
Tumoren und bei den Kontrollfällen, so ergibt sich, dass in Fett- 
gehalten des leichten und mittleren Grades kein deutlicher Unter- 
schied vorhanden ist; dagegen bei den Kontrollfällen reichliches 
Rindenfett ungefähr 6% mehr als bei den malignösen Tumoren. 
Obwohl dieser Unterschied nicht so gross ist, kann man doch sagen, 
dass bei den malignösen Tumoren die in der Nebennierenrinde 
reichliches Fett enthaltenden Fällen selten sind als bei den Kontroll- 
fällen : mit anderen Worten ist der Cholesteringehalt des Blutes 
bei malignösen Tumoren geringer als bei den Kontrollfällen. Und 
nach meiner Meinung ist dieses Ergebnis mit der oben erwähnten 
Tatsache überstimmend, dass bei malignösen Tumoren eine schwere 


Arteriosklerose selten ist. 


Ein Beitrag zur Beziehung von Myoma uteri 


und Arteriosklerose. 


Im Jahre 1925 hat Pape mitgeteilt, dass bei den Uterusmyomen 
manchmal eine hochgradige Arteriosklerose auftritt. Um diese 
Mitteilung nachzuprüfen, wählte ich 23 Fälle über 40 Jahre mit 
Uterusmyomen. 10 Fälle davon haben gleichzeitig bösartige Tumo- 
ren, andere 13 Fälle Uterusmyome allein. Durch oben erwähnte 
Methoden untersuchte ich den Grad der Arteriosklerose von diesem 
Material und verglich die Ergebnisse mit den der Kontrollfälle, 
welche in Tabelle II aufgestellt worden sind. Gewonnene Schlüsse 
sind folgendmassen : 

1. Bei den Fällen mit Uterusmyomen tritt eine schwere 
Arteriosklerose mehr auf, als bei den Kontrollfällen. 

2. Bei den Fällen, welche malignöse Tumoren und Uterus- 
myome gleichzeitig haben, ist die schwere Arteriosklerose geringer 
als bei den Kontrollfällen, aber im Vergleich mit den malignösen 
Tumoren ist, wie aus der Tabelle I ersichtlich, die schwere Arterio- 
sklerose zugenommen. 

3. Also ist die Arteriosklerose bei den nur Uterusmyome 
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tragenden Fällen unter allen Tumor- und den Kontrollfällen am 


stärksten. (Autoreferat.) 
内 容 目 次 1. = 
第 一 編 2. 研究 材料 其 方 法 及 び 結 果 
1 緒 言 3。 BHIRU FF 
2. 研究 材料 。 其 方 法 及び 結果 4, 結 論 
を ぢ fh 追 加 
結 it 文 Mk 
第 二 編 
第 一 if 


1. #5 
起 性 腫瘍 動脈 硬 基 さ の 間 に 若 干 の 開 係 あり ミ 言 ふ こ さ は , 既に 二 三 の 先 
進 尿 者 に 依 つ て 唱 へ られ た る 所 な り . 806 NEUBURGER™ 氏 は 勝 動脈 の 硬 
BAHTRLICHTRELRRAILSELS MO Sut to. X Busch 
KEDKDEIL LH 2 NROEN A EH, MEO MRR OED MRED 7 O 
に 分 も , EOS Fe HORE AL SC KO TREO AR I 
TERROR ER EDNED SC, KETTE OD VE LI %e 
見 た り ミ 報告 せり . 吾 國 に 於 て は , 大 正 14 ED BAER TS TR 
LORD ABTA EBRD 2584 例 の 剖検 記 銚 を 用 ひ て の 研究 の 結果 を 蔵 表 
ed. 同氏 の 結論 に 偽 れ ば 「 冶 腫 性 宜 質 は 非 冶 腫 性 般 資 より も 動脈 硬 惹 を 件 
ふ こ で 少し 」 さ 言 ふ . 最近 に 於 て は Casper ツ " 氏 が 160 HORE PETES = 300 98 
の 封 照 に 就 て 統計 的 研究 を 行 へ る 結果 , 悪性 腫瘍 例 に 於 て は 圭 照 例 よ り も 動 
販 硬 切 の 度 の 低 き こさ を 結論 せ 0・ 
以上 の 如く , 諸家 の 意見 を 締 合 す る に , 悪性 腫瘍 に 於 て は 悪性 腫瘍 に 非 ざ 
る も の に 比 し て 動脈 硬 其 を 作 ふ こさ 少し こさ いふ に 一 致す . 余 は 最近 新潟 臣 科 
大 処 病 理 避 教 室 に 於 て , この 悪性 腫瘍 さ 動 脈 硬 切 この 闘 係 に 就き て 研究 する 
機 合 を 得 た る を 以 て ここ に その 結果 を 述 べ ん ミ 和 倶 す . 


Lill 
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2. 研究 材料 , 其 方 法 及び 結果 

本 了 研究 の 材料 は 明治 5 年 より 昭和 7 年 に 至る 間 , TERRA 
(LBS CHA BRIS PAE G tris B 1760 FEO) 剖検 例 な り . REEL OD EA IE 
疾患 に し て 年 齢 の 若き 慣 醒 を 板 査 すみ こさ は 意味 少 き た め , 余 は 40 歳 以 上 の 
PMA GOSO. この 内 記録 の 不 完全 な る もの, 或 は 年 齢 の 不明 な る も の を 
RS CREE PIG, 封 照 ミ し て 悪性 腫 場 以外 の 疾患 で 死亡 せる も の 380 
を され り . 動脈 の 織 化 は 精細 を 期す の る た め , FIERLHNA DU SER OD 
60, 材料 の フォ ル ャ リン 固定 標本 ミ し て 保存 せら れ て ある も の に つき て は 

全部 親しく 検索 せる も , 一 部 は 既に 材料 が 失 は れ た る た め 巳 びな く 剤 概 記 鐘 
の HE 民 せる 所 に 人 ひ た 9。 RIOD PIRI GAC LODGE 
心 職 冠 邊 動脈 及び 騰 底 動 脈 の みな る を 以 て , 余 は 動脈 硬 縛 の 程度 を 検査 する 
た め に 大 動脈 を 主 ミ し 他 の 二 つ は 参考 ミ せ 0. 

動脈 硬 其 の 比較 古 完 に あたり , その 程度 を 極め て 精 礁 に 言 ひ 現す こさ は 勿 
論 非 常に 困難 な る ここ な り . Busch@ 及び Casper) 雨 氏 は BK WEED Fe 
2 TOA, 鈴江 3 氏 は 動脈 の 全く 健康 な る も の より 高度 の 硬 医 に 至る 
も の まで を 刀 種 に 分 類 せり ・ ee ARAB 
SEE OWE (第 一 報告 ) 」 な る 論文 に 於 て 大 動脈 内 膜 の 疑 化 を 肉眼 的 に 次 の セ 
つ に 分 けら れ た 0. 即ち も 0 度 は 殆 ん ざさ 全く 下 滑 な る 内 膜 , 一 度 は 唯 だ 少 敷 の 
WEDGE, 2 度 は 多 敷 の 脂肪 文 を 有する も 限局 性 の 肥厚 を 有 せ ざる も の , 3 度 
は 少数 の 限局 性 肥厚 を 有する もの, 34 度 は 多 敷 の 限局 性 の 肥厚 を 有する もち も 石 
灰 沈 閉 を 有 せ ざる もの, 5 度 は 多 敷 の 限局 性 肥厚 ミ 少 敷 の 石 括 沈 著 を 有 せ る 
も の 及び 6 度 は 高度 の ァ テ ロー ム 緒 化 (HIRE, 潰瘍 形成 等 ) な り ・ FH 
A Busch % 及び CAsPER 爾 氏 の 述 べ る 如き つの 程度 に 分 ち , BRO H 
脈 を 検査 せる 後 , この 分 類 法 に 従 つて 差し 支 て な きこ さく を 確 信 せ 0 り ・ 動脈 に 
EHE IT I > LÄNDER OH BRA O. 
BASH EA CASPER") 氏 の ミ れ る も の ミ Br RIC UT (+) ZU TENK 
の 肉 嘆 が 全く 卒 滑 な る か , 軽度 の 散在 性 , DRO Wie 有 せ る も の を 示 
す . 即ち 生理 的 範 団 に ある か , 或 は 軽度 の 動脈 硬筆 を 示す も の に し て , DIR 
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氏 の いふ 0 度 及び 1 度 が 之 に 属す . HUTRRDE. TERRA 
eOREXMRO GREEN TE LORE. 5 アテ トー Rd 
EE ORO UT, 伊藤 氏 の いふ 3 度 よ り 5 度 まで が 之 に 属す . (HH) 
は 強度 の 硬 其 に し て 高度 の 石 克 沈 著 及 び 潰 瘍 を 有 し , 伊藤 氏 の いふ 6 度 ミ ー 
HF. 

に 選び 出せ る 189 BO VE TES ER CEH OO 歳 毎 に 司 切 0, 各 年 齢 
HODMKÄRBNE eH GILT SKO 第 1 表 を 得 . この 避 性 腫瘍 中 に は 冶 
腫 173、 肉 腫 9) モベル キ フ ロー ム 3, 内 被 細 胞 腫 2, 黒色 腫 及 び 悪 性 脈絡 膜 
ト 皮 上 腫 各 々 1 例 を 含む 。 

同様 に し て 380 FE OR HRP (LO SCH 2 表 を 得 . 
第 1 KR rin 




































































ee Km の Be 化 

| - Ds —es ーー っ 
+ | + 人 明 

0 一 45 | 383| 21=63.62| ll= 33 3.1 
46 一 50 | 39 | 22=56.4%| 14= 35.9% 2 ニ 5.1 1=2.6 
1-55 | 29 | 16=55.2%| 11= 37.9% 2= 6.9 
6 一 60 | 33 | 5455 19= 30.42) 4= 12.127 123.0% 
61-65 | 22) ユー 4.5%| 15= 68.2%4| 6= 27.3% 
66-70 | 17| 3=17.6%| 6= 35.3%) 8 ニ 471 タ | 
1-75| 13| 1= 7.6%| 6= 46.2%| 6= 46.2 を | 「 
wu | 1=100.0 | 
81—85 | | | - int era 
86—90 2; | 2210.05  )]{1 
91 95 | | の Ba 
> 計 | 180 | 79=A1.82|77= 40.782| 31= 16.42| 2210 





第 2 表 HR 








| | 大 動脈 の Mm A 
|B ーーーーーーー ーー 一 

| | + | + Ht 
40-45 | 103 | 33=32.0% | 56=54.4% | 14= 13.6 
46 一 50 | 62 | 19=30.62 を | 、 30 三 48.42 | 13= 21.0 
51—55 68 | 14.7% | 36=52.9% | 22= 32.4%. 


—|} | | 
56—60 | 60 4= 6.7% | 30=50.0% | 26= 43.322 
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61—65 34 2= 5.9% | 18=52.9% | 14= 41.2% 
66—70 23 | 11=47.8% | 12= 52.224 
ho) el | 2=16.7 | 10= 83.3% 
a | Wi | 3=30.0% | 7= 70.0% 
_81 一 85 5 ー ュ ー20.0 | 4= 80.0% 
sn | 1) | 1=100.0% 
91-95 | 2 1=50.0% | 1= 50.0% 
A 計 | 380 | 68=17.9% | 188=49.5% | 124= 32.6% 
3. 考 投 
以上 の 2 表 に つき て 考 捧 する に , 悪性 腫瘍 例 に 於 て は 軽度 の 動脈 硬 紹 が 60 


歳 ま で は 全般 の 略 ヽ 全 敷 を 占め , 


で 


に 30 


ChE OES 


し か ら 
(2 4% (41.8% : 
得 べ し . 
17.6 沈 を 占 む る に 封 し 時 照 例 に は それ が な く , 反対 に 
- 於 て 37.1 な る ! 

3 TIER 

fajt& Casper!" FES AGAR Ia 
oy CU 時 は そ 

IP EERE O Bae A, 
PRIS KK RE 


例 に 
に 


il 

































































SIR AR 


LTIEE 


Se Tt. 
も 悪性 腫瘍 に 

RITES UT 
ORVEBAST FF ( 


HI tt 


me) 


その 部 分 


る に 拘ら ず 癒 著 せ る 部 


に 
新 く 


66 ED KLAR O TIERE DENKE 40 76 
STAR PI HS TIS GENE 40 歳 か ら 軽 度 の 動脈 硬 織 が 30 に し て 年 齢 の 
進む に 従 ひ 委 劇 に その 敷 を 減少 する も 反 詩 に 張 度 の 動脈 硬 織 は 56 HED 6 
年 齢 の すゝ ヽ む に FEO TIE OPIOID OS MAIC HS 


- こ あり て は その 増加 する こさ お そし . 


Gs 


1759'S). 


OL DERE Ze MEET H (= 


49%:32.6%). 


- 封 し 封 照 例 に て は 52.2 %7 0. 


余 は 以上 の 如く 統計 的 に 


SB 


4. 結 


SEER, 就 中 郊 腫 くそ の 他 の 疾患 


角 数 少 き た め 精 確 な ちる こさ は 云 ふ 能 は す . 
oe VE ee 
OD ARR IS OD GHAR HF OT ICUEB 
Oa & OOD Pile Lit} Liz. 
司 く 癒 著 し . ADDIEREN TR 
iia iil aa 


pH 


eS 


EEE HO TILE 
Pee ORRIN Lt OF 
ざる も , PEO Gye we SERBS PIS TEHERAN 2.5 倍 の 多 
WIE OO BAIS DIEBE OS TBS 
例 へ ば 66 一 70 HE (2d O TS 悪性 腫瘍 例 に 於 て 軽度 の HEBER IIS 
JG OD ABBE S BEE SS 
76 歳 以 上 の 悪性 腫瘍 


ieh. 
ED 2 w= 





% に て 死亡 せる 
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も の さ を 比 較 す る こさ に 依り て 次 の 結論 を 得 た り . 

(1 ) 悪性 腫瘍 , 殊 に 癌 腫 に あり て は 圭 照 例 よ り 動脈 硬 切 は お そく 殴 現 す . 
(3 ) 同 年齢 の も の を 比較 する に 悪性 腫瘍 に 於 て は 圭 照 例 に お ける より も る 動 
WR ERED FE EL. 

(3 ) ERTS IK DEE BETA BENDA 7 0 

以上 の 結果 は BUSCH 9, CASPER” 及び 鈴江 * 諸 氏 の 研究 の 結果 ミ 全 く 一 
致す る も の な り 0. 


第 = 編 


1. 緒 & 

以上 の 如き 避 性 腫 場 さ 動 須 硬 毅 さ の 開 係 を 説明 する た め Busch ® Elfe 
HBO. 即ち BUSCH 9 氏 に よれ ば 痛 腫 が 動 販 壁 に 影響 を 及ぼ す に は 
IEF UCHR MBS RAN AO BRS Sur. 鈴江 9 氏 は 何等 説明 を 奥 へ 
ざる も 獲 腫 性 髄質 は 非 冶 性 骨 敬 の も る の より 0 も 動脈 硬 医 症 を 件 ふ こさ 少 き も の 
な りさ 結論 し て 同様 に 髄質 を 才 へ た り . CASPER™ 氏 は 之 に 封 し 動脈 硬筆 さ 
量 性 腫瘍 この 開 作 を 説明 する た め 雨 者 に 開 係 あり さ 思 は る ゝ コレ ステ リン 新 
陳 代謝 を あけ た り . 

動脈 便 角 の 族 生 に 封 し て ほ ベ ルコ レス テリ キミ ー が 重要 な る 要素 を な すこ 
さ に つき て は 今日 異論 な き 所 な り . 印 ち 家 兎 , その 他 の 宣 駿 動物 に コレ ステ リ 
ン を 拭 食 せ し むる 時 は 人 間 に 見 る が 如き 動脈 硬 婦 を 生 ず . この 際 同 時 に 血管 
に 機械 的 障 梨 を 奥 ふ る 時 は 容易 に 動脈 硬 迎 を 生ずる も , ヒ ペ ル コレ ステ リキ 
ミー を 生ずる 程 多 量 の コレ ステ リン を 手取 せ しむ る 時 は 雪 に それ の み に て 動 
脈 硬 多 を 生 ぜ し むる こさ 可能 な り . ZI OBEREN DOREEN 
し , MEO RY SEERA KO も 憲 み の ほ べ ルコ レス テリ キミ ー に 重き 
を お けり 0 (ANITSCHKOW W- ©, CHALATOWD、 MOISSEJEFF?2, WACKER u. 
HUECK®?, CLARKSON a. NEWBURGH"? %&),. fi} MJASSNIKOW® FE (SR 
PRAY) (= GK 2 ERDE D BCE BU MILE Sm a vVAFV FTD 
譜 明 を 得 ら ゎ ゝ ここ を あけ た り の ・. 又 同 氏 は 動脈 硬筆 の 華 生 に 封 し , DIREN 
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機械 的 或 は 毒素 的 障 各 さと ベル コレ ステ リキ ミー の 二 つ の 優 定 を あけ , BEL 
後者 を 重要 な る 要素 ミ せ り . PRIBRAM 及び KiLEING 氏 等 は 同様 に 臨 末 的 
に 良性 及 柚 性 硬化 症 性 高 血 摩 何れ に お いて も と ベル コレ ステ リ 了 ミー を 見 る 

も , MER OT OURO ERE PAG IS (SZ eS SHEN IO. ABEL 
30 IFA ROPES KAS BK BK (SN RIO 2 VAT) > 合 有 量 
増加 すさ. 

以上 女 献 の 記載 せる 所 を 見 る に 、 動 須 硬 急 さ と ベル ん コレ ス . テ リ チ ミ ー の 賠 
係 に つき て は も は や 疑 ふ 所 な きも の ゝ 如 し . 

次 に 悪性 腫 城 こさ レス テリ ン 新 陳 代謝 の 開 係 に つき て は 最近 敷 多 く の 研 究 
が な され た り 。 GUTHMANN") 氏 は 多く の 子宮 冶 の 患者 を 機 し 血液 内 コレス 
テリ ン 含 有 量 は 普通 以下 に 減少 し , 病 凶 の 進行 する に つね 減少 の 度 増加 する 
も , 手術 後 再 七 な きも の に あり て は 曽 通 に な る の みな ら ず , 時 に は 通常 償 以 
上 の 含有 量 を 示す ここ を 見 た 0 り . ARS RE, 卵巣 及び 乳 郊 に つき て 研究 せ 
る に 同様 の 結果 を 得 た り . DANNENBERG"® FROG) ERO RR IK Karis, 
肉腫 を 有する 1IOMOKMON, 4 匹 は 血液 コレ ステ リン 含有 量 の 著 し き 差 な 
く , 4 匹 は 明か に 増加 し , 残 0 の 2 匹 は 明か に 減少 せり . Mattick 及び 
BUcHWALD9 氏 等 に よれ ば 冶 患 者 の 血 難 に は ヒ ベ ルコ レス テリ ミー を 詩 
WS Sis. BURGHEIN® 氏 は 悪性 腫瘍 及び その 周 園 に は コレ ステ リッ 合 
有 量 多き ここ を 見 た り . JACOB 及び 本 島 @ 雨 氏 の 研究 に よれ ば レン ト デ ン 
線 照 射 に より 一 般 状 態 可 良 な る 時 は 血液 コレ ステ リン 増加 する も , EEE 
る 時 は 反 詩 に 減少 す . 動物 に 賀 伯 的 に 生 ぜ し め た る 冶 腫 に つき て も 多く の 研 
RHO. その 内 二 三 を 塁 ぐ る に , BERNSTEIN 及び ELIAS” Kit — + AR 
の 冶 の 育 は リボ イド を 含む こさ 少 き 食物 に より 著しく 障 保 さき あゝ ふも, コレ 
ステ リン 或 は レ チ ュ ン の 添加 に より 克 育 障 各 は 減少 さる ゝ こさ を 見 , Ra 
VAF Y) ~ (SHR < MOB ET S tte). RONDONI® 氏 は 腫瘍 の 増殖 
は リボ ポイ ィ イド の 種類 に より 相違 ある も , MAE TOIEMIEK KO ADRES I 
いふ 。 JAFFE2 氏 に よれ ば テー ル 交 を 生 ぜ し むる 際 テ ー ル に リポ ィ ド を 混 
合 す る 時 は 癌 の 各 生 する こさ 少く , 双 お そ き も リボ イィ イド を 振 食 せ し む る 時 は 
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ARS EFS SiS. FAM ROMA KRUSE, BEN 
ュ レ ステ リン 含有 量 は 腫瘍 の 形態 ( 主 に 潰瘍 の 有無 ), KR, 合併 症 の 有無 に 
より 一定 せ ず さい *. LAM ROMO LUE, 家 兎 肉腫 を 有する 家 
兎 の 血液 コレ ステ リン 含有 量 は 普通 以上 の 償 を 示す . 肉腫 を 家系 に 移植 せる 
直後 は レス テリ > 合 有 量 著しく 高く , 一 定 の 時 日 後に は 降下 する 8 lee 


SS 


通 以 上 の 合 有 量 な り ミ < 

以上 を 要約 する に , 悪性 腫瘍 患者 久 は 動物 に あり て は コレ ステ リン ッ 新 陳 代 
謝 の 障 各 あり ミ 城 ふる こさ を 得 . 

副 所 反 綿 の コレ ステ リン 含有 量 は ASCHOFF!? 氏 に よれ ば 血液 コレ ステ リ 
ン 含有 量 を 代表 すさ . 井田 ⑲ 氏 も 赤 そ の 論文 中 に お いて 「 諸 種 疾 患 に 際 し , 
副 記 類 脱 肪 量 の 治 長 は 大 板 生前 に お ける 血液 類 有 辿 肪 量 の 治 長 ミ 座 行 す 」 さ 逃 
べら れ た り 。 

以上 , 悪性 腫瘍 及び 動脈 硬 委 は 共に コレ ステ リン 新陳代謝 に 開 係 あり , BL 
血液 コレ ステ リン 含有 量 は 副腎 反 賢 の 脂肪 含有 量 ミ 行 する ここ さより, 余 は 
第 一 編 に の べた る 材料 に つき て 副腎 度 質 の 脂肪 合 有 を は か り , 以 て 生前 の 血 
液 コ レス テリ ン 含 有 量 を 知ら ん させ り 0. 

2. 研究 材料 , 其 方 法 及び 結果 

研究 の 材料 は 第 一 編 に の べた る 189 例 の 避 性 腫瘍 及び 380 例 の 照 封 に し 

この 各々 の 副 忠 の 横断 面 に つき て 肉眼 的 に 友 質 脂肪 合 有 量 を 概 査 せり 。 材料 
の 拓 は れ た る も の は 副 概 記 氏 の 記載 せる 所 に 従 へ る も, 明確 な る 記 銚 な きも 
の は 表 中 に 不明 ミ し て 扱 へ り . 倫 ほ 腫瘍 の 韓 移 に より 皮質 の 大 部 分 破壊 せら 
れ た る も の も 同様 に 不明 ミ せ り . 度 質 脂肪 合 有 量 の 分 類 の 標準 次 の 如 し. 

(+) 皮質 に 脂肪 を 殆 ん ざさ 含有 せ ざ る か , 少量 を 合 む も の . 
(H+) PERSO LO, KERLE 2 BLS EN. 
CH) 豊富 に 合 有 する もの. 

相性 腫 場 及び 圭 照 例 を 各々 5 歳 毎 の 年 齢 群 に 分 も 副 引 友 質 の 脂肪 合 有 量 

あら は す 時 は 第 3, 第 + の 表 を 得 . 
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. 第 3 表 BPH 
副 夏 皮質 の 脂肪 含有 量 
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51 一 55 | 29 | 13= 44.8% soir 6=20.7%| 2= 6.9% 
56—60 | 33 | 11= 33.3% 11=33.3%| 5=15.2%| 6=18.2% 
61-65 | 29 | 4= 18.2 9=40.9%| 7=31.8%| 2= 9.17 
66-70 | 17| 7= 41.2% 4=23.5%4| 4=23.5%| 2=11.8% 
71- 75 | 13 | 3= 23.1%) 8=61.5%| 2=1.4% 














81- 85| 
86—90| 2 0 ーー | 1=50.0%| 1=50.0% 
_ 91 一 =) 


‘4 計 | 189 | 66= 34.9%| 68=36.0%| 36=19.0%| 19=10.1% 
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第 4 表 Bm 
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5 | 103 | 46= ann 33.02| 17=16.5%| 7= 6.8% 
46 = 62 | 23= 37.1%| 20= 32.3%| 16=28.8%| 3= 4.894 
| 
oh 
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| I 
68 21= 30.9%| 30= 44.1%5 14=20.6% 3= 4.4% 








51—55 





20= 33.32,| 23=38. 422| 5= 8.37% 
8= 23.5%| 11=32.4%| 4=11.7% 
9 ニ = 39.1%, 8=34.8% 2 ニ 8.7% 

2 4 33.3% 3=3.0% 1= 8.4% 
76-80 | 10, 4= 40.0%| 2= 20.0% 1=10.0% 3=30.0% 
31-85 | 5, 2= 40.0%| 1= 20.0% 1=20.0%, 1=20.0% 
86-90 | 1| 1: 1-10, 0%) | | 





56 一 60 0 | 12= 20.05) 

61—65 | 34| “i= 32 4% 

66—70| 23| 4= 17.422 
3 


























71-75 | 1 












































91—95 | | 2=100.0% | 
合 計 | 380 128= 33.7%1129= 33.9%| M=4.7% 29= 7.7% 





3. 線 括 及 び 考 接 
第 及び 第 # の 表 を 比較 する に , 脱 肪 合 有 量 の 少量 の も の 及び 中 等 量 の も 
の に あり て は 欠 り 著 し き 差 を 見 ざる も, 出 富 に 合 有 する も の に あり て は , FH 


照 例 は IE Ep: 腫瘍 例 より GB lo: OD FASER り 多 か ら ざ る も , La (— 
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あり て は 副 中 皮質 内 に 脂肪 を 豊富 に 合 有 する も の 圭 照 例 より 少 き こさ ミ は 事 間 
な り . 換言 すれ ば 可 性 腫瘍 の 際 に は 圭 照 例 より も 血液 中 の コレ ステ リン 含有 
量 の 高度 な る も の 少し . 面 し て この 事 賞 は 第 一 編 に の べた る 悪性 腫瘍 に は 動 
脈 便 胞 を 件 ふ こさ 少し さい ふ 事 療 に 相 営 す 
4. 結 論 
VAL OPES, RSMO BK BE O WBE ts DISK TB 
ュ レ ステ リン 新陳代謝 の 障 梨 に 一 定 の 意義 を お くべ で きも の な らん さく 信 ず . 
追加 , 子宮 筋腫 さ 動脈 硬 畿 
PAPE™” 氏 は 子宮 筋腫 の 際 に は 動脈 硬 凶 を 件 ふ こさ ミ 多 し 区 べ た り . Alk 
上 逃 の 研究 中 , 2 eHED AS UT 40 歳 以 上 の 子宮 筋腫 を 有 せ る 例 , 23 例 を 
集め あたり. この 内 10 例 は 筋腫 ミ 同 時 に 悪性 腫瘍 を 伴 へ る も の に し て 13 pills 
筋 種 の み を 有する も の な り . 余 は 以上 の 例 に つき て 第 一 編 に 述 べ た る ミ 同 様 
の 研究 か 法 に より 動脈 硬 銀 の 度 を 概 査 せり . 筋腫 の 例 は その 敷 少 き た め 個々 
の 年 齢 漆 に 分 け て 表 に あら は すこ さく は 止め , 全 骨 に つき て の みそ の 結果 を あ 
ぐる こさ ゝ せり 60。 
(1) FRU 2A D&O 23 例 
(+) =7=30.4% (f+) =5 =21.8% (Hh) =1= 47.8% 
2 ) RECESS = (SNE 4 RIL AT A も の 10 例 
(+) =4=40.0% (H+) =3=30.0%5 (Ht) =3=30.0% 
(3 ) 子 宮 筋 腫 の み を 有する も の 13 例 
(+) =3=23.1% (4) =2=15.4% (Ht) =8=61.5% 
(1)O FSM LAT SLED TFH2RC ATED HMBGl SEHR TACH 
LO MESA SL. (2) の 悪性 腫瘍 ミ 合併 せる DEREK 0 高度 の 
BEI, MILO MES L. SUCH 1 表 の 悪性 腫 場 例 に 比較 する 時 は 和 価 ほ 
高度 の も の 多く , 軽度 の も の 少し . 且 子 宮 筋 腫 の み の も の に 比 し て 高度 の 硬 
BELL. (3 ) の 子宮 筋腫 の み の も の は 他 の 何れ の 群 よ 0 も 高度 の 硬 妖 


っ て 11 


X 


Lie 
fim SME ORR SAR BIK HE UCR O BES Le PENES = Ati 
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慢性 甲状腺 炎 よ り 融 生 せ し 甲状腺 肉腫 の 一 例 
(EINE XV) 


Ny Zr 善 TK 
Kar A A ig PE 


Ein auf dem Boden einer chronischen Thyreoiditis 
entstandenes Schilddrusensarkom. 


Von 


Y. Komine. 


Aus dem Pathologischen Institute der Kaiserlichen Universitat zu Tokio. 
Vorstand: Prof. M. Nagayo. 


Mit Tafel 

Es handelt sich um eine 55 jährige Frau. Seit Mai 1931 be- 
merkte sie auf der lincken Seite des Halses einen derben Knoten, 
der sich schnell vergrésserte, dabei besonders nach rechts. Gegen 
April 1932 wurde Anschwellung mehr des rechten Lappens der 
Schilddriise als des linken beobachtet. Im Verlauf des Leidens 
hatte sie zuweilen Herzklopfen. Im Juli 1932 trat Atemnot auf. 
Auch sonstige Beschwerden nahmen zu. In letzter Zeit wurde 
dieser Tumor faustgross. Klinisch wurde Verdacht auf die RIEDEL’- 
sche Struma gestellt. Im Juli 1932 wurde sie chirurgisch operiert. 
Damals war der Tumor nur als diffuse Vergrösserung der Schild- 
drüse diagnostiziert. Dabei wurden keine sonstigen Veränderungen 
nachgewiesen. Es wurden deswegen kleine hühnereigrosse Masse 
vom rechten Lappen der Schilddrüse und ein dünnes Stück vom 
linken entfernet. 1 Monat später, im August 1932, erfolgte eine 
zweite Operation, da an der alten Operationsstelle eine starke 
Anschwellung zustandekam und wieder Atemnot, Herzklopfen in 


Erscheinung traten. Deswegen wurde die Kranke wiedermalig in 
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die Klinik aufgenommen. Bei der Untersuchung zeigte der Tumor 
nekrotischen Zerfall und erhebliche Verwachsung mit der Haut, 
den umgebenden Geweben und Organen. Da eine radikale Opera- 
tion unmöglich war, wurde die Tumormasse möglichst ausgeschabt. 
Zwei Tage nach der Operation trat Herzklopfen auf, woran die 
Kranke zugrunde ging. 

Das erste exstrpirte Stück zeigt histologisch das Bild von 
chronischer Thyreoiditis. An zweiten Probestiick wurde kein nor- 
males Schilddrüsengewebe nachgewiesen. Statt dessen fand man 
ein polymorphkerniges Sarkom, das aus spindeligen, runden, ovalen 
und dreieckigen Zellen bestand. Ausserdem waren vereinzelte 
mononukläre und polymorphkernige Riesenzellen vorhanden. 

Die Schilddrüse, die bei der Sektion entnommen wurde, bestand 
aus zwei Teilen, nach polymorphzelligem Sarkom und chronisch 


thyreoiditisch verändertem Gewebe. 


Schlüsse. 


1) Dieses polymorphzellige Sarkom entwickelte sich wahrschein 
lich auf Boden der chronischen Thyreoiditis. 
2) Diese Thyreoiditis ist vielleicht von syphylitischer Natur. 


(Autoreferat.) 





緒 論 

肉腫 4 癌 腫 に 於 ける と 同様 に , 慢性 の 反復 さる 刺 載 に より て 踊 生 する 者 な り と 牙 。 
肉腫 の 慢性 笑 症 より 誤 生 せ し 例 は 。 閣 腫 の 夫 に 比 す れ ば 甚だ 少し . AER PRR 
既に 踊 生 し た る 甲 装 腺腫 に 。 MAERUA BRA SHI HIS し て , 更に 夫 ょ り 
Alias BEE し た る 例 は 本邦 は も と ょ り 泰 西 に 於 て も 甚だ 稀有 な り . 

余 は 1932 年 7 AP AHR SAPS SC, 1 年 前 より 腫 大 し 初め た 
る 甲 装 腺 種 に て , 手術 鏡 見 の 結果 , 慢性 炎症 の 像 を ボ め し た る 者 が , 次 いで 
同年 9 月 上 旬 再 手術 を 行 ひ , 鏡 見 せる に 既に 腫瘍 化し 居り , 患者 は 1 週間 
RAZ BE ERED 症状 の 下 に 死亡 し た る 1 A RT AO 機 に BBL, 
その 甲 装 腺 を 精査 せ し に , 一 部 分 に 於 て , 価 ほ 慢性 炎症 の 残れ る 所 ある も 大 
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部 分 は 腫瘍 化 し た る 者 に し て , 慢性 甲状腺 炎 よ り 甲 状 腺 肉腫 の 藤生 せ し 事 を 
確 め 得 た る を 以 て て 此 虚 に 報告 せん こす る 者 な 0・ 
病歴 及 隔 灯 的 所 見 

Binde. 女 . 55 歳 , 東京 居住 

臨 末 的 診断 慢性 甲状腺 炎 . 

病 HE, 

ZIEH. 悪者 の 父 ば 70 歳 の 時 胃癌 に て 死す 、 3 人 の 子 あり . 一 番 上 の 子 ば 流産 す 。 
その 他 特 記す べき 事 な し . 

Bere, 明治 30 Bien, Fr oa, BL Yaka irFararnr 
云 ば る 。 和 花柳 病 は 否定 すれ ども , ア 氏 反 應 は 強 陽性 な り 。 WH, PST. 

ARNO TREE. 1931 年 5 月 に 始め て 頸 部 に 腫瘍 の 存する に 無 付 き , 6 
ASE ICS DTH DY. 腫瘍 は 次 第 に 増大 し た る も , 腫瘍 自身 に は ば 導 痛 な く , 
Wi Ba TRY, MILA MORIA LILY CBAC RL Feit ¢ WRI 
息苦し く な り ,。 MIFTAML UM ROM), 同年 7 ADHERE, 1 週間 位 


現在 症状 顕 部 に ば 手当 大 の 膨 際 存する も , その 部 の 皮膚 は 外見 上 異常 な く , 歴 痛 
な く , 叉 バ モ ド ウ 氏 病 を た 思 は し むる 種々 の 症状 な く , 其 の 他 特 別 の 異常 な て. 

第 1 回 手術 時 所 見 。1932 年 7 月 23H 

甲状腺 ト , 右 葉 の 方 。 左 葉 よ り 征 * 大 な る も , 全 骸 に 互 り 在 等 に 腫 大 し, KEFS 
大 。 紅 褐色 表面 は 在 滑 。 硬度 は 一 様 に 弾力 性 硬 固 を 呈し , 皮膚 と は 疹 著 な く , 後部 組 
BRL (LHR MEET SL, 全 摘 出 を な す 事 も 可能 な り と 思 は ほれ る 程 な り 。 HERE LL AAR 
DAWG FEKL, 他 の 部 分 に ば 何等 の 異常 な し . 術 後 し Y ら くし て 快 方 に 向 ひ , 8 
月 3 日 に 至り て 引 績 き 同 科 を 訪 ふ を 約 し て 退院 せり . 8 月 24 日 に 至り て , BOR 
Et, 9 月 5 日 に 非常 に 息苦し く な り 了 再び 入院 す 。 

局所 は 手 省 大 に 腫 用 し , 前 手術 創 の 療 痕 の 附近 に 於 て , 皮膚 腫瘍 と 癒 著 し , RR 
fite Bt y, 

第 2 回 手術 時 所 見 、 1923 年 9 月 10H, 

里 状 腺 所 在 部 は 出血 し, 赤褐色 を 呈し , MEE LRA. 周 園 の 組織 器 家 と は 
EIFEL, 且 周 園 の 筋肉 中 に も 浸潤 し 行き 。 Mrz. 出来 うる 限り 括 陽 し 
其 後に ドレ ー ン を 入れ 誕 く . 

此 手 術 の 始め と 総 に 喘息 様 可 作 わり , iR RER BEARER LL, 同月 12 HARD 
際 に 到 作 を を こし , その 位 尺 復 さ すし て 死亡 せり 。 

手術 材料 題 微 鏡 的 所 見 。 

第 1 回 手術 材料 所 見 . 
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Mi SUT BLANKA LY IHK, KEIL IHK OH FR ZEIT II UT, 
AEOMT AMOR LY, 左 葉 の 部 分 は その 約 3 分 の 1 を 取り て 検索 さり 。 Ar 
所 見 ほ 慢性 笑 症 の 像 を 示 め し , 何れ 3 大 同 小 異な れ ば 此 に 概括 し て 逃 ぶ べし . 

葉 間 結 締 組織 著しく 肥厚 し , FRA TE し, 輪状 に 走り 。 細胞 に 富める 所 と 細胞 少く 
し て 殆ど 硝子 様 に 見 ゆる 所 。 新生 せる 血管 を 相 営 に 見 る 所 等 わり 。 胞 問 結 締 組織 甚だ 
増殖 さる 所 わる 1, 多く は 織 細 な る 織 維 に し て 濾胞 な 園 続 走行 す 。 

濾胞 に は 大 小 わ る も 多く は 小形 に し て , 大 部 分 の 者 ば 園 形 又 ぼ 卵 周 形 な り . 濾胞 上 
皮 ば 肥大 と, ARRAS C, 居 明 泡 汰 固形 の 大 な る 核 を 有 て し , ars. 一 部 
分 に 訟 て 扇 相 な る 上 皮 を 有する 所 も 存 す 。 REROMM SLA IZ L, その 
中 に ば 載 死 に 陥り て 腔 肉 に つま り 蜂 富 潜 を な し た る 者 。 RUBOFIEETZEEH 
J. 増殖 さる 結 締 組織 又 は 強 き 笑 症 性 細胞 浸潤 の 息 に , PANTHER ST Sd, 
或 は 島 嘩 次 に 残存 せる 所 , WOR), 或 は 崩壊 を 來 た か せる 所 等 存 す 。 一 部 分 に 
於 て 息 膜 直下 の 濾胞 上 皮 の 違 型 的 増殖 を 來 た し , 濾胞 腔 全然 消失 し 愉 も REED 
初期 を 思 は し むる 和 如き 所 われ ども , 未だ 核 分 剖 像 も な く 何 等 患 性 の 微 な て. 

用 質 濃厚 の 所 少し く な し , 稀 薄 な る 者 大 部 分 を 占め 、 その 中 に ぼ 瀬 濁 せ さる 者 。 雲 
Senko (Lee Bet Se EET. 濾胞 中 に ば 全然 騰 質 を 含 く まざる 者 も 存 す 。 

笑 症 性 細胞 淫 潤 相 営 に 強く 。 主として 汐 世 細胞 な れ ど も 形質 細胞 も 相 営 に 存 す . 当 
潤 せ さる 光世 細胞 ば 葉 問 結 締 組 織 中 に 或 は 集 欠 し 、 或 は 汎 毅 性 に , 或 は 新生 せる 血管 周 
園 に 晴 集 す . 濾 胞 間 に も 到 る 所 に 細胞 の 汎 性 浸潤 を みる . 基 等 光世 細胞 の 集 終 中 に は 
ABE & BREITES, 周作 に 於 て ぼ 濃 割 に し て , 中 心 部 に 於 て は 粗 に し て , 所 
講 光 世 濾 胞 形成 を 認 む る 者 も 相 営 に 存 す 。 

四 汰 腺 動脈 ほそ の 内 壁 肥厚 すれ ども , 大 動脈 硬化 の 相 常に 強 き に 圭 比 すれ ば , その 
織 化 は 窒 ろ 軽度 な り 。 茨 膜 に ば 相 営 の 結 締 組織 の 増殖 。 AVE PAM DY Cie HO 
存在 を 思 は UD, 

第 2 回 手術 材料 所 見 。 

切除 され し と 塊 片 ふ り 敷 個 を 探 び 夫 ょ り 標 本 を 作成 し みる に , 何れ の 部 分 に て も 甲 潜 
腺 組織 を 認め ず , 全部 腫瘍 化 し た る 者 な り 。 

腫瘍 細胞 ば 所 に ょ より て 形 を 異 に し, 大 部 分 に 於 て は 多 形 性 。 紡 鍵 形 , 類 園 形 等 の 種 
々 の 細胞 が 混 然 と し て 集 り 居る も 。 一 部 分 に 於 て は 策 * 大 な る 類 園 形 に UT, Wei 
湊 の 桜 を 有する 細胞 の 集 り 居 り , DEM AT ROLE C= WAY CT, MER 
所 々 に 見 出さ る . 所 に ょ より て し 晶 核 又は 多核 巨大 細胞 を 相 営 に みる 所 わり 。 SRER 
細胞 中 に は ラン ゲル ヘン ス 氏 巨大 細胞 或 は 異物 巨大 細胞 を 思 は し ゆめ る 如 さ 者 存 す . ME 
瘍 細胞 は 大 多 敷 の 者 は 原形 質 に 富める 明 き 核 を 有する 者 に し て , 核 中 に 脂肪 球 を 認 む 
る 者 も 存 す 、 中 に は 核 小 骸 を 認め 得る 者 あり て , 上 度 性 細胞 に わら ず や と 思 は ほろ る ゝ 者 
存 す れ ども , 他 の 腫瘍 細胞 と 同じ く 細 き 織 維 ば 細胞 間 を 走行 し , 或 は 細胞 より 繊維 な 
出せ る 所 。 或 は 織 維 に より て 互 に 連絡 せる 所 。 一 つの 繊維 わり て その ふく ら み た る 所 
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に , 腫瘍 細胞 の 存する 所 等 存 し , 所 詩 蜂 衛 納 を な せる 所 は 何 席 に も 認 む る 事 能 は ず . 
KAD D Wi |= CT RAE OEE L, それ に 溢 3 て 種々 の 腫瘍 細胞 が 存 す . 標本 
全 帆 に 瓦 り 方 々 に 出血 し 居り , 叉 毛細 血管 も 相 営 に 多く , い づれ に も 血液 細胞 を 充て 
居る を みる . RECOMBMMO p=, CAMERON, MLE L YR 
維 を 出し , それ に 洪 う て 腫瘍 細胞 存する 等 , 血管 と 密接 な る 開 係わる や を 思 は し むる 
所 も 存 す 。 
FRAT U Ic BRP. 

剖検 的 診断 . 

1 ) 周 団 組 織 へ の 浸潤 性 増殖 閉 明 な る 還 状 腺 肉腫 

(2) GETZ RS (ANN, 助 膜 , ORE, AM REVS TAT, PASE BR) 

BREITER 

4) iO fH 2 FRENCH 

(5 ) ES SRE ABATE WT Z BER a EBT AA EK BR EOD TV TOR 
加 (Bere) 

( 6) 腎臓 被膜 に 於 ける 小 腺腫 VD HK) 

( 7) 子宮 筋腫 ( 鳩 卵 大 ) 

( $ ) 粉 獲 DRE Pai Ti THO BET ALAR) 

( 9 ) sil si iE 

(10) 中 等 度 の 大 動脈 硬化 

(11) sei RONDE GE ( 諾 肪 下 葉 の 上 部 如 に 光 巴 腺 ) 

解剖 的 所 見 . 

帳 格 中 等 楽 養 相 営 に 良好 な る 老 深 の 死 扉 。 頸 部 の 中 央 に 過 手 作 大 の 腫瘍 存 し ,。 その 
中 央 に 長き 約 10 畑 の 手術 創 わる 外 外 部 に 特別 な る 獲 化 な て. 

忠 装 腺 肉眼 的 所 見 . 

中 稀 腺 の 所 在 部 に , 過 手 笑 大 の 暗 赤 色 の 硬度 軟 き 腫瘍 あり . 手術 創 の 所 に 
て 皮膚 さ 療 閉 し , 下部 の 組織 , AE SIE BINS 6, BS RE 
ず . 腫瘍 は 周 | ee al 
は 前 面 に て は , 舌 骨 の 下絵 , 後面 は 喉頭 部 の 下端 迄 達し , 下方 は 大 動 弓 の 上 
端 に 至る (第 1 FN). AML FMI CA POR SHUG, BDA, 左側 
は 約 代 卵 大 な のり . 左側 中 央 に 約 5 糧 の 横 走 せる 手術 創 あ り . 縫合 せ し 締 価 は 
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HF. それ を 開く に 一 つの 膝 を 形成 し, 中 に 血液 を 混ぜ る 軟化 物質 存 す . BE 
ROWS Mh REG A He BS. この 腔 の 中 央 より 喉頭 に か け て 切 割 
を 加 ふ る に , 下方 は 軟化 せる 組織 な る も , 喉頭 下 の 筋肉 下 に , 50 氏 銀貨 2 枚 
KOK SORA GOH DH O. 周 放 部 は 繊維 性 に 見 え , PARKER, 
AAO ERO EOP IIA lL, 上 部 以外 の 他 の 三方 は , 腫瘍 組織 に 
て つ ヽ ゝ まれ, その 間 は 区 第 に 移行 し 明か な 界 な し ・ 

KIEL, 腔 の 右端 より 切 割 を 加 ふ る に , 気管 を こさ り まき て , IE 
常 里 装 腺 の 所 在 部 に 該 党 する 所 に 馬 踏 形 を な せる 灰白色 弾力 性 硬 固 の 10 BR 
白銅 2 枚 位 の 廣 さ の 部 分 あり . 此 慮 は 第 二 切 断面 の 災 白 色 の 所 に 相 党 し 上 

か は 筋肉 , 三方 は 腫瘍 組織 より な る も , 比較 的 に その 境 は 明 瞭 な り . 

此 所 の 気管 粘膜 に も 白 色 の 小 斑 講 散 個 あ る を みる (第 3 FEN). AT 
於 て も , FEMME MST DSHS KGET IL eM ADI, 矢 張り 壌 死 性 の 
腫瘍 組織 に て , TOPIC RA BORA 1 銭 銅貨 生 分 大 より 四 分 の 一 大 の 者 ) 
4 個 存 す . 硬度 は 弾力 性 硬 固 , 左 葉 の 切断 面 に て , 気管 の 周 園 に 馬 踏 形 を な 
し て 存 せ る 者 く 位 置 相 常 せる を みる ・ 

TERR ALARA PT Se. 

標本 は 腫瘍 の 中 心 部 , ADE LO, SRM SO CMR O. 所 に よ 
り て 鏡 下 の 所 見 を 異 に し , 或 は 種々 な る 細胞 存 し , 多 形 細胞 肉腫 ミ も 云 ふ で 
き 所 , 或 は 巨 大 細胞 多く し て , 巨大 細胞 肉腫 ミ も 云 ふ べ でき 所 , Rise MM 
胞 多 くし て , 紡 魚 形 細胞 肉腫 ミ も 云 ふ で き 所 あり . 或 は 装 縮 せる 甲 装 腺 の 残 
存 せ る 所 あり . 

腫瘍 細胞 は , ZOREEREI, 第 2 回 手術 時 材料 に 相 等 し けれ さも , 大 
多数 の 者 は 壇 死 に 陥り て , BOER L, 或 は 汚 紫 色 に 菜 り , 或 は 細胞 全 
Hid, エ オ ジン に て 均等 に 菜 色 せる 者 等 あり . 双 培 型 的 核 分 宮 検 像 も 所 々 に 
MOKA. 

ARB. 腫瘍 の 最 外側 ミ 思 は る > Pies AS OTRBHRT ADI, KEG 
肉 中 に 浸潤 し 行け る 者 に し て , 腫瘍 中 に 筋肉 組織 が 島 典 状 に 存する 所 , Bh 
は 筋肉 細胞 が ちり ぢ り に な つて 存する 所 等 あり . 筋肉 組織 中 に 所 々 存する 
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結 締 組織 中 に , 疎 に 腫瘍 細胞 の BY2AD PAO. 腫瘍 組織 ミ 筋肉 組織 さ 
DALE HOT, 境界 判然 た る 所 あれ ざさ も, 一 般 に 不明 な 
y. 

EIER ORO し 標本 に て , 結 締 組 織 の 増殖 甚だ 強く , 細 き 結 締 組 
織 縦 模 に 錯 結 し , その 繊維 中 に 明 き 杏 状 の 核 の 存する 所 , AR RR 
胞 の 存する 所 等 あり . RH HFS PHEEBOKORIK SBA % RED FE Me 
る 方 向 に 走行 し , BNR MANE 2 ARE LUA MSHS (3 fa 
HR). 父 此 側 に 相 営 に 大 な る 血管 が 栓 寒 し , ZS OMPED EI AAI Re 
vs. 

Ty Pith, 腫瘍 の 最上 端 ミ 思 は れる 所 より 取り し 標本 に て は , 大 部 分 は 筋 
肉 組織 な る も, 中 に 32 個 の 大 豆 大 の 結節 あり , 1 個 は 腫瘍 組織 に て , 1 個 は 
性 炎症 の 像 を 早 せる 甲状腺 組織 に て , 雨 か が ミ も 薄 き 結 締 組 織 に て つつ まれ 
大 る を 見 る . 

中 央 部 腫瘍 の 前 面 , 室 洞 を 形成 せ し 所 の 底部 に , 黄色 を 帯び し 所 , 及び 
ACW aE OBST, 第 一 切 新 面 の 炊 白 色 を な せ し 所 を 鏡 見 せる に , 大 部 分 の 所 
a 1. 120 0, 
り , 所 々 太く な り て そこ に 結 締 組織 母 細胞 を 見 , SURE SEO) Re 5 TR 
の 姜 小 黒 染 せ る 細胞 が 存 す . 或 は 全 和 富野 が 全く 硝子 様 化 せる 結 締 組 織 よ 0 
な り し 所 あり . 一 部 分 に 於 て は , 増殖 せる 結 締 組織 に 油 ひ て , BEIM OK 
る 腫瘍 細胞 存 す . 一 部 分 に 甲状腺 組織 残存 す . 濾胞 一 般 に 小形 に し て , BR 
を 有する 者 は 僅 に 存 し , 胞 間 結 締 組 織 相 営 高度 に 増殖 し , Ae BRS ALT 
KEN RL, 或 は 痕跡 的 に 存する 所 , 或 は 全く 織 雑 性 さ ミ な り , その 繊維 
東 が 濾胞 の 如き 輸 を 作り , その 避 に 溶 う て 壌 死に 陥り て , KORY A il 
胞 が 存 す , BEN TALM KL CORR L, 濾胞 の 一 部 分 に , 第 一 
回 手術 材料 に 於 ける さ , 同様 な る 上 度 細胞 の 人 違 型 的 増殖 を 認 む . 征 併 核 は い 
NERKHLEHOSHHT, KL, ATR, TOMO RENE 
fe し 

左側 より 敷 へ て , 第 三 及び 第 四 切 断 の 灰白色 の HERE 鏡 見 する に 何れ も 
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FA RURAL ZS O FS 1 回 手術 時 の 甲状腺 組織 に 比 す れ ば , 一 般 に 結 締 織 の 増 
将 張 く , PGES GAM AAO BAK te UT 縦横 に 錯 絶 す . 最も 張 き 所 に 
て は , 愉 も リー デル 氏 甲 装 腺 腫 の 如く に , 殆 ん ざさ 濾 胞 を 認 む る 事 能 は ざる 所 
あぁ あり. 胞 間 結 締 組 織 の 増殖 も 相 営 に 張 く し て , 濾胞 は 大 部 分 摩 迫 壮 小 し , HK 

PERG L, 或 は 核 崩 壊 を 来 た せ る 者 等 存 す . 或 は 結 締 組 織 硝 子 様 化 せ 
る ら しき 所 あり 言 , 染色 し 難 き 部 分 あり . BIA AIC UT, Eee: 
の 前 階級 に あら ず や さ 思 は る . か ゝ る 所 に は 細胞 少 き も , 他 の 所 に は 細胞 浸 
BIETER, 殊 に 形質 細胞 多く し て , 散在 性 誤 は 集合 性 に 存在 し , mise 
細胞 法 潤 も 相 営 に あり , 光 巴 濾胞 形成 を 認 せ むろ 所 も あり , 結 締 織 母 細胞 , 組 
織 球 も 少し く 存 す . BSE S UTS L, 室 泡 を 早 せ る 所 も 相 営 に 存 す 。 
HI AKDR AL ite S PEED ARAMARK 2 STE ゝ 腫瘍 組織 存 し , その 一 部 分 に 於 て は 腫 
he MEAN IRB << UT, 外 膜 より 腫瘍 細胞 間 に 織 維 を 出 し , 或 は 
腫 場 細 胞 の 突起 ミ 連 絡 せ る 如く に 見 え , 血管 さ 密接 な る 開 係 を 思 は し むる 所 
も 存 す . 

鍋 管 この 癒 閉 部 位 を 鏡 概 する に , SATEEN ICRA LTS, 腫瘍 組織 ミ の 明 
な 界 な く , 無 管 自 身 に は 著 織 な し. 

Nil, 表面 に ば 灰 白 不 艇 明 の 米粒 大 の 弾力 性 硬 固 の 賠 形 導 距 所 々 に 散在 す 。 所 に 
り て は 振 注 性 に 5 銭 白銅 大 ょ り 10 銭 白銅 大 の RAG, 不透明 の 弾力 性 硬 固 DE 
FT. 切 面 は 喧 赤 色 。 水腫 性 、 気 管 枝 の 周 園 に 所 «IT RABOMMABL, 是 等 の 灰 白 
OMT (LEE SL TF B12 F OMEWK AS 6 BENE HAE CS RR TE BAe, 

Ahi FEO EAB HK) 2 畑 位 の 所 に , MIROKDAOGM OMB td). 副 気管 
RGRULIRIZ(L, WROMbLdSL, ZOO (LRT し 。 

Hu 腫瘍 の 外側 に 腫 大 さと 光世 腺 を 可 成り 認め し が , MBAR ZH LER 
轄 移 な き 者 と が 存 せ り 。 

心臓 。 心 養 ば 大 部 分 の 所 が 心臓 と 織 維 性 に 療 著 す 。 心 佐 外 に も, REPRE ICL, 脂 
肪 組織 が 相 常に 存 す 。 DEREN, 鍵 見 の 結果 著 明 な る 心筋 断裂 及び 褐色 色素 
RAB, rin) し に 気付 く 。 

大 動脈 . 下行 部 ふり 分 岐 部 に か け て . 可 成 り 高度 の 硬化 わり 。 MOREL 6 

Ht 

HM, ATE ELRMORMO— Mad, Bam). ZEHl- (LTE BR BEA Be 
む . 人 硬度 多 少 増 加 す 。 割 面 黄 視 色 、 MAMET. LT 2 RIL, Ad 
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り , 一 部 分 に 秋 症 性 細胞 当 週 を 認 む 。 癒 著 部 位 の 直下 の 所 は , 結 終 組 織 甚だ し く 増 将 

し , HELMS ALMA, 一 利 野 に 全然 肝 細 胞 を 認め 得 ざ る 所 わり 。 或 ば 肝 組 胞 
が 島 喚 状 に 存 し , 或 は 結 締 組織 が 太 き 案 黙 を な し て 肝 細 胞 中 を 走行 す 、 所 々 に 図形 組 
胞 浸潤 わる も 。 概して 細胞 少く 血管 ば 相 営 に 新生 す 。 駐 中 心 静 豚 を 中 心して 小葉 内 
に も 結 締 組織 の 増加 せり. 

BR 

ZREETRCHKOHRU DMS, 第 一 回 手術 時 に は , MIRRO EIER 
を 楽 た せる 者 に し て , MORE ERST, AKIRA LIA ff 
BAS PARROT ERB IK TL, 腫 城 の 中 心 部 に ARD 5, PRA PKR AD 
ee 
より 生生 し た りさ せん か , HAMALCKUNED. 

食道 こさ は 部 著 も な く , 気管 は その 癒 著 部 位 に 於 て も , 肉眼 的 に も , Bis 
的 に も , BEG eT SS MEO MM RSS. 附近 の 筋肉 組織 より 出 で 
た る に あら さる 事 は , TOMMY に 徴 す る も 明 な り . FREUE 
は , 周 園 器 管 の 間 質 より 出 で た りさ せん か , 各 方 面 よ り 同 時 に 出 で た る に あ 
ら ざれ ば , 必ず 一 方 の 側 に 於 て , 甲 装 腺 組織 の 残存 せる を 見 る べし. し か 65 
FAIL > ABTA OBL ED TO し 者 か , DS OMS RIL DBA 

BTSSM 6, DI ARD ARH 7 D “Pani teeIe SSL. AS 
手術 時 に 於 て 肉眼 的 に も , 題 微 鏡 的 に も , ARERR RULE RAE IZ UT, 正 
常時 状 腺 の 像 を 認め 難く , 又 腫 瘍 中 に 残存 せる 部 分 は 何れ も 炎症 性 な れ ば , 
IP ARERAMEAS EO) し 炎症 あり て , それ より 亜 性 腫瘍 を 柄 生 し た る 事 は 確定 な 
る べし . 

AN UT, 臨 打 的 事項 を 案 ず る に , 最初 に 増大 せ し は 左 葉 な り し が , 手術 
に て 切除 せら れ た る は , HEOKES, BHD 僅少 部 分 な り . 此 時 左 葉 の 
大 生 を 切除 せら れ た ちな ら ば , 既に 語 生 し つ ゝ あり し 腫瘍 を BOB, その 
原本 部 位 を 探索 し 得 , 且 移 行 汰 態 を 認め えた らん や も 計ら れず . 第 一 回 手術 
時 ミ 第 二 回 手術 時 この間 の 短 き 事 を 思 へ ば LTD BRIT. 生 併 悪性 
忠 状 腺腫 味 に , 肉腫 に 於 て は 甚だ 経過 の 短 き 者 存 す . E. KAUFMANN 氏 に 
MAUL, 29 歳 の 男 に て , 其 迄 何等 の 苦悩 な き 者 が , EI 喉頭 水腫 の 症 を 超 
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し , 8 日 に し て 死亡 せ し 1 Pe BbRe LIZ, 甲 装 腺 に 多 形 細胞 肉腫 存 し 肺 に 
me し 例 を 報告 せり . H. KLosE 及び ALEXANDER HELLWIG 雨 氏 の 

SE} ARERR 20 例 を 報告 し た る 中 に 肉腫 3 例 あ り , 其 中 1 例 は 症状 の 起 0 
て よ 0 7 過 に て 死亡 せ し 芝 を 記し た り 。 本 飲 は 第 一 回 手箱 よ り 第 二 同 手 和 誠 
昌和 ーー 
手術 時 に 一 部 分 に 腫瘍 の 柄 生 あり LARPS, 其 だ 疑問 な り ミ 言 は ざる で か 
5 ず 。 

次 に 女 献 に 現 は れ し 報 告 例 を 参考 さして , 次 に 余 の 認め 得 た る 所 見 に 基き , 
炎症 妊 ミ 腫瘍 時 ミ に 分 け て , 本 例 の 本 漁 に 開 し いき ゝ か 参 接 する 所 あら ん さ 
KT. 

HVE RGR ISK BAT AAR. 

RE 0 an 
FED RRA LT 間 質 結 締 組織 の 増殖 , AFAR BEE, 同形 細胞 浸潤 
を 主 ミ し て , HIT RR DER FT, 血管 新生 , ERTL, 更に 
ッ 氏 反 應 の 強 陽性 , 臨 灯 的 所 見 等 圭 照 し て , KUTTNER, SIMMONDS, 下田 諸 
氏 等 の 報告 せ する 如き , REPT Me PRIS SH EOE META) ECE RRS AK 
ー 致 すべ き 者 に あら ず や さ 思 は る . MIP-OFMPHHICMS TT, レバ チ 
テイ 氏 塗 銀 法 を 試み て , 概 索 せ し が スピ ロ ヘ ー タ は 和義 見 し 得 ざ りき 

本 例 ミ 鑑別 を 要する 類似 疾 忠 . 

1) 結核. 結核 組織 に 特有 な る 疾 化 を 星 す る 者 ミ は , 鑑別 の 要 な きも , 其 

ENB ZIELT PS PERE ME HY BE ODE 2e RE FHS OBE HIS ME 
PS 
て , HEA tk AE 4 SES ee Bi STL. 

(2) リー デル 氏 申 羽 腺 腫 . 臨 販 的 に 最初 は 。 リー デル 氏 病 を 疑 は れ し が 其 
に 特有 ミ す る 低 様 硬度 は BES, 時 第 一 回 手術 時 に 於 ける RRS, VK 
全 摘 出 も 可能 な りさ 思 は る ゝ MIC UT, 甚だ 高度 な りさ は 言 ひ 難く 《, ER 
する に 結 締 組 織 増 殖 の 程度 は リー デル 氏 病 に 比 す れ ば , 大 部 分 の 所 は 程度 低 
〈, 濾胞 は 姜 縮 或 は 充実 する も , 一 般 に 基 形 態 を 保持 す . JRA ERO 








288 


SELIZRRMDUN. 

(3 ) EERE VE HIKER (Meyer). OSKAR MEYER 氏 は , | ARDRME A) 0 T, 
其 に 炎症 起り , 内 非 種 を 生じ , MIRBREER O6, 増大 し 初め , 前 縦 隔 膜 , A 
PURE BR, 忠 状 腺 左 葉 に 夢 延 し , 鏡 見 する に , 形質 細胞 エ ォ ジン 嗜好 細胞 に 
晶 み た る 肉芽 組織 より な る 1 例 を 報告 し , 悪性 慢性 忠 状 腺 炎 ミ 名 付け し が , 
余 の 例 は , 肉眼 的 揚 に 組織 限 的 に これ ミ 甚 だ 異 れ り ・ 

(EEE RR HK, 7 FI Ta EEE, 特殊 原因 な く 又 何 
等 特筆 すべ き 原 因 な く 起 れる 者 に し て , TONER FON FARBE AN 
織 ミ 甚だ 相似 た る 者 な れ ざ さも, 前 記 の 如く に , Mae Bld LO AKZO 
ある に より 原因 不明 さ は 言 ひ 難 か る べし ・ 

炎症 ミ 腫 城 こ の 移行 状態 に 開 す る 考 接 . 

炎症 より 殴 生 し た る 肉腫 に 於 て , FETT AK IR HELL AP, BE 
場 に 於 て 相 常 に 存 す . 山 極 教 授 の 兎 の 乳腺 に テー ル を 塗布 され し 例 に て は , 
諸 所 に テー ル 小 塊 附 著 し , 其 を 園 ろ て 肉芽 組織 存 し , 其 より 肉腫 組織 へ の 移 
行 形 を 認め られ , 又 テ ー ル 小 塊 を 中 心 さ し て , HiME HD od YE BYE IC 
団 続 せる 所 を 見 られ 、 刺 較 に より 結 締 組織 の 増殖 を 拉 た せる 者 な る 事 を 述 べ 
られ た り ・. 小 剖 多 氏 の 万 に 於 ける ER TIS, FEO PUR OG AERO, W 
間組 織 を 酸 生 し 大 より 炎症 性 新生 物 の 柄 生 を 見 , 夫 よ り 0 肉 腫 柄 生 に 至る 者 な 
る 事 を 逃 べ た り . MARIE CLUNET 及び RAULOT-LAPOINTE 雨 氏 は , HRU 
FT, Pe TED Vv b > BRAD OT, 其 後 に 紡 鍵 形 細胞 肉腫 を 來 た 
せる 例 を 報告 し , 筒井 氏 は マウ ゥ ウス の 背部 に テー ル を 長期 塗 外 せ し に , 1 例 に 
WS Cie EAL DIVES ARIAL, 夫 よ りら 潰瘍 こさ な り た る も の を 鏡 見 せ し じ , 
紡 鍵 形 細胞 腫 の 状 を 星 せ り ミ . 其他 放 以 外 の 動物 に て も 諸氏 の 報告 あり . 大 
部 分 の 者 に 於 て , NEB ROBD 1: D RAE K 0 MBF HAT DAKRBED BD, 炎 
症 性 新生 物 を 認め た り . 反 之 人 間 に 於 て は , RER K 0 HALA Bt 
KEEP, 是 多 く は 手術 材料 に 就き て , RUE, 適 際 な る 移行 を 認め た 
る 者 な し . 余 の 例 に て も 甲状腺 細 織 中 の 結 締 組 織 に は , 硝子 様 化し た る 所 
靖 六 化 し た る 所 は 相 営 に 存する も, 一般 に 織 維 中 に 細胞 少く , 肉 非 組織 さ 思 
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は る ヽ 部 分 少く , 結 締 組織 母 細胞 も 所 々 に 僅 に 存する の み . 又 腫 場 中 に 残存 
せる 甲状腺 組織 は , 相 営 に 厚 き 結 締 組織 に て , 腫瘍 組織 ミ 境 さ れ , 何 虎 に も 
炎症 より 腫瘍 に 移 れ る 移 形 を 認め 得 ざ りき. 

ECT AS. 

HERORIES AED ASS ASM = OE HII. 

肉腫 ミ 冶 腫 くさ の 司 別 の 時 に 容易 な ら ざ る 者 の 存する 事 は , 學 に 先 人 諸氏 の 
認め られ し 所 に て , 殊 に 里 状 腺 に 於 て いつ づれ さも 制 明 せ ざる 者 , 雨 者 共に 存 
せる 者 , 最初 何れ か 一 方 存 し , 次 で 他 を 績 華 せ る 者 等 存 す . 又 甲 装 腺 肉腫 
は , 獲 腫 ミ 同 じ く 相 営 の 高 年 に 至り て 策 生 する 者 に て , MORDES ICH 
年 者 に 来 た る 事 稀 れ な り . 

冶 腫 に 於 て も 績 育 盛ん な る 時 に は , 細胞 間 に 細 き 織 維 存する さ 牙 , 本 例 に 
て は 殆 さ 全部 の 所 に 之 を 認め , 且 所 に より て は 細胞 より 突起 又は 細 き 織 維 を 
出せ る 所 等 あり , 結 締 組 織 性 の 者 な る 事 を 思 は し む . 又 第 1 回 手 術 材 料 に 
て , 濾胞 上 皮 の 違 型 的 増殖 あり て , 愉 も 扇 邊 上 皮 癌 の 初期 を 思 は し むる 者 存 
する も 此 の 上 皮 の 違 型 的 増殖 は 良性 甲状腺 腫 及 び 甲 状 腺 腫 に て , WEeELIN 
中 山 雨 氏 の 例 に て 認め られ し 所 に し て , WEeELIN 氏 は 慢性 炎症 の 刺 載 に よ 
り て 起り た りこ な し た り ・. 雨 氏 の 場合 共に 何等 悪性 の 微 を 星 せ すず . 

営 て SIMMONDS 氏 は 2, 3 年 来 レ ント ゲン 記 府 に か ヽ ゝ れる 著者 の 手 よ り , 
種々 の 皮膚 片 を 切除 し て , 鏡 見 せ し に , 大 部 分 は 皮 座 炎 の 像 を あ 星 すれ さも , 
ー 片 に 於 て 紡 鍵 形 細胞 肉腫 の 像 を 星 し , 他 の 一 片 に て 明か に 表 友 細胞 冶 を 認 
め た る 1 例 を 報告 し , 同じ 個 骸 の 同じ 器官 に 於 て 同時 に 肉腫 性 及び 冶 腫 性 新 
4 72 AE LL HAR MNO. 之 に 由 り て 友人 ふる に , 余 の 例 に て は 
炎症 の 結果 , 一 部 分 に 上 上 反 の 化 生 を 座 し , 一 部 分 に 於 て 結 締 組織 の 肉腫 性 増 
殖 を 挫 た せる 物 に は あら ざる か . hi し て HEXHEIMER, SIMMONDS FLO) 
ABR Cae し 所 に 依 れ ば , 肉腫 組織 は 冶 腫 組織 に 比 し , 抵抗 力強く , 
fo (FANE Ze MSHS SO. NEG IIHS TC, 肉腫 の 癌 腫 に 績 華 し , RICK 
に 代 る を 見 れ ば , 余 の 例 に 於 て も , 冶 腫 柄 生 あり し や も 計ら れ さ ざれ ざ も , N 
MOT (WSS tr, 何 虚 に も 其 像 を 認め ざり し に 至り し 物 か . 
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BECK KRISIAGE aE ERD O, PURI ICEL RRA OT, 共に 
TARR a BL, RIE SI AULA RAG % BT 7% BGG HEHE し 例 
を 見 , BECK FISH AINOD hu CT, PRR AUNA IZ PER AD IC, か ゝ 
ee 
も , 其 性 状 原 柳 冶 に 類似 する に より , 肉腫 ミ 言 ふ は , RRS FAG its 
1.5. ROP CS, FRI RIE, 子宮 筋腫 , PYAAR Ze RB LIRIK, 悪性 
腫 場 の 存 せ し 事 を 認め ず , QREEOMS = (SEF GCarvs, 甲状腺 自身 の 
構造 が , 閣 腫 語 有 (形態 ) に 彰 響 を 及ぼ ばす 者 な る 事 を 内 座 氏 は 述べ し が , FO 
例 に て は , 明か に 前 記 の 如き 肉腫 的 性 状 を 有 せ し 者 に し て , 肉腫 様 外観 を 呈 
tH Hie = (SD. 

野谷 氏 は 甲 汐 腺 肉 冶 腫 に て , 大 部 分 の 所 は , 肉腫 に て , 一 部 分 に 肉腫 組織 
内 に 痛 腫 が 侵入 増殖 せん さす る 汰 態 に ある 所 を 認め , BECK u. APOLONT 十 
氏 は 動物 腫瘍 に て 稀 に 冶 腫 が 肉腫 に 打ち 勝ち て 増殖 する 事 あ る を 述 べ た り ・ 
余 の 例 に て も 上 皮 性 細胞 を 思 は し むる 者 の 中 に は , 突起 又は 繊維 の 全然 な き 
A EMRE TAU, 或 は 此 れ より 冶 腫 を 衣 す る に 至る や も 知れ ざれ さも 現 
FESTEN ER ED IE, 冶 腫 又は 合併 腫瘍 さ は 言 ひ 得 ず , Hr 
る 多 形 細胞 肉 牌 ミ 見 る を 至 営 さ 信 ず . 

内 被 細胞 性 この 鑑別 . 

営 て HEDINGER, LIMACHER, FRATTIN 庄 氏 等 は , VRAIN OME 
より 策 生 せ し 肉腫 を 報告 し た り し が , 其 等 に 於 て は 血管 内 膜 に 疑 化 ある を 
見 , 内 膜 細胞 の 肥厚 より , 其 の 腫瘍 に 至る 迄 の 間 の 種々 な る 移行 形 を 認め た 
り ・ 本 例 に 於 て も 細胞 の 突起 を 出し , SEAL, 中 に は 輸 状 に 連絡 せ し 加 
くに 見 ぇ , 其 中 に 血液 の 存する 所 あり て, 内 被 細 胞 が 腫瘍 細胞 に 移行 せ し 如 
くに 見 の る 所 ある も , か か る 所 は 第 2 回 手術 材料 に 於 て の み 認め 得 , 他 の 所 
に は 全然 な く 又 血管 内 膜 の 肥厚 も 認め 得 ざ れ ば , 手術 の 信 に 出血 し , 其 が 腫 
場 細 胞 中 に 存する 者 ミ 見 る べく , FEO TCAMBIS LTE EO RA し 者 に は あ 
ら ざ る で し . 


結 論 
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(1 ) 本 例 は 慢性 忠 装 腺 炎 あり て , 夫 ょ り 皿 汰 腺 多 形 細胞 肉腫 を 病 病 せ し も 
DEI. 

) APS FS 1 [El FTF AK SPARRO ERNE K ZELTE ADAULLT, 他 
OD ae TS (BAL Fe wh SHUL, AMBO PHRMRK OH Cte A EEE 0. 

) 本 腫 場 は 大 部 分 の 所 は , 壊死 に 陥り の, 其 中 に 残存 せる 炎症 性 甲状腺 組 
tte AD. 

(4) 本 甲状腺 は , FCA RY SL OST, 懲 毒 性 間 質 性 織 
維 性 忠 状 腺 炎 な り で て 信 ず . 

( ぅ ) ARGS IS MEME SoHE IK AEE LIC UT, 肉腫 に 於 て も , 冶 腫 に 於 ける 
ミ , 同様 に 慢性 の 反復 せる 刺激 に 依り て , BES ARR ARBOR LG 
る 例 な りさ 信 ず . 

稿 を 騰 す る に 営 り , ABER oH, 御 核 閥 を 賜り た る 長 庶 教授 に 詳 謝 
し , 鈴木 助教 授 , ISM, 高橋 , 鈴木 雨 移 士 の 御 指 教 を 鳴 詩 す . MTZ 
手術 材料 の 概 索 を 許容 され , 旦 病 歴 を 貸 異 され た る 雅男 外 科 陶 教室 及び 同 
教室 の 小松 各 土 の 御 好 意 を 深謝 す . 
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附 周 説明 
腫瘍 前 面 a. 舌 bb ck 
左側 より 敷 へ て 第 二 切 断面 a. 舌 b. A c. 甲 装 腺 組織 d- RE 
NEE ER) 
腫瘍 中 に 残り た る 甲 汐 腺 組織 (第 三 切断 面 ) a. 脱 質 を 含有 せる 濾胞 b. 
Bite Be ZW < 増殖 さる 結 締 組織 














Tafel XV. 
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ie, 甲状腺 肉腫 Y. Komins, Schilddriisensarkom. 
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松 果 腺腫 の 一 例 (Ei X) 


BS: 久保 久 KR 
HE ie LA EE AD PBMC (bE RBG) 


Ein Fall von Pinealom. 
Von 


H. Kubo. 


Aus dem Pathologischen Institute der Kaiserlichen Universitat 
zu Tokio. Vorstand: Prof. M. Nagayo. 


Mit Tafel 


Es handelt sich um einen Fall von Zirbeldriisentumor bei einem 
19 jährigen Mann, der klinisch hauptsächlich Symptomen der Hirn- 
druckerhöhung aufwies und unter der Diagnose der Meningitis 
tuberculosa behandelt wurde. Nach zwei monatelangem Verlauf 
endete der Patient letal. 

Bei der Besichtigung des herausgenommenen Hirns wurde von 
aussen nur mittelmässiger Hydrocephalus internus bemerkt. Die 
Oberfläche der Hypophyse war eingedellt. Auf dem medianen 
Sagitalschnitt konnte man zufällig in der Spalte zwischen der 
inneren Fläche des Lobus oceipitalis und dem Kleinhirn, mit andern 
Worten in der Zirbeldrüsengegend ein hühnereigossen länglichovalen, 
ausschliesslich expansiv durchwachsenden dunkelroten Tumor auf- 
finden, der nach vorn in den stark erweiterten dritten Ventrikel 
halbkugelig vorsprung, nach oben in das Splenium corporis callosi 
eindrang, nach hiten unten Velum medullare anterius zerstörend, 
das Kleinhirn und Hirnschenkel auseinander stark gewaltig zwängte, 
so dass Aquaeductus cerebri total verschwand und die obere Hälfte 
des vierten Ventrikels vollständig mit Tumormasse gefüllt war. 
Die Wand des dritten Ventrikels und des zurückgeblibenen vierten 
Ventrikels war überall rostig verfärbt, im letzteren war noch relativ 


frische Blutkoagula vorhanden. 
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Das Gewebe des Tumors ist von derber Konsistenz und mit 
Blutungen durchsetzt. Die innere Partie des Tumors ist ausgedehnt 
nekrotisch zerfallen. 

Die Tumorzellen sind inselartig angeordnet und durch dünnere 
oder dickere Bindegewebsbündeln geteilt. Stellenweise ist das 
Geschwulstgewebe von dicken Bündeln von kollagenem Gewebe 
durchquert. 

Die Tumorzellen sind unscharf begrenzt, scheinen vielmehr 
syntitial verbunden zu sein, ihr Protoplasma hat keinen Fortsatz. 
Die Kerne zeigen wechselnde Grösse und Gestalt, enthälten ver- 
schiedenen Chromatingehalt. Beinahe in der Hälfte aller Kernen, 
insbesondere in den chromatinarmen grösseren Kernen sieht man 
ein relativ wechselnd grosses Gebilde vom dem Kernkörperchen 
ähnlichen Aussehen, das sich entweder im Zentrum des Kerns oder 
an dessen Peripherie lokalisiert vorfindet. Die Form dieses Gebildes 
ist meist rund oder leicht eckig, in einigen blasigen grösseren Kernen 
erreicht dieses Gebilde eine bedeutende Grösse. In der Randpartie 
des Tumors snd Kalkkonkren ente, zum Teil mit konzentrischer 
Schichtung vorhanden. 

Nach obengeschildeter histologischer Analyse müsste dieser 
Tumor ein Pinealom von adultem Typus zu sein. 

Hierbei ist es nötig, eine noch andere interessante Veränderung 
des Hodens mitzuteilen. Der Hoden ist beiderseits von gewöhlicher 
Grösse, aber histologisch wird starke Wucherung der Zwischenzellen 
nachgewiesen. Fetthaltige Zwischenzellen sind überall anzutreffen, 
sie bilden häufig grosse Komplexe im verbreiteten Zwischengewebe. 
Spermatozoen ist nirgends vorhanden, Spermatiden nicht nach- 
weisbar. Es liegt ein Stillstand der Spermatogenese vor. Dennoch 
wird ein wirkliche atrophische Veränderung des Hodens niemals 
bestätigt. Die übrigene inneresekretorische Drüsen zeigen auch 
histologisch nichts Besonderes. 

Folglich kommen wir per exclusionem zur Annahme, dass 


diese hochgradige Zwischenzellenwucherung des Hodens als Aus- 
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fallserscheinung der Zirbeldrüsen infolge der Tumorbildung zu 


betrachten sei. (Autoreferat.) 





Tafelerklärungen. 


Tafel. 
Fig. 1. Das mediane Sagitalschnitt des Gehirns. T. Zirbeldrüsentumor. 
V. Dritter Ventrikel. P. Plexus chorioideus ventriculi tertii. 


Fig. 2. Tumorgewebe. 





Fig. 3. Hoden. Z. Stark gewucherte Zwischenzellen. 
“ka 


AFP= HS TRE RAR EGO FR ESRF EO PA (1918) Ae TER SL, 次 に 長 
WAHL, 4 (1919) を 報告 せら れ た り , BASHA OMB 12 
例 に 達せ O. 

穴 が 凛 に 報告 せん さす る 例 は 臨 末 上 結核 性 騰 膜 炎 ミ LTR ER ON, その 
死後 全身 を 測 概 す る に 際 し , 偶然 に 正常 松 果 腺 位置 に 小針 卵 大 腫瘍 を 語 見 し 
た る も の な り . 長 奥 教 授 御 指 導 2) も さ に 検索 を 進め 多少 興味 ある 所 見 を 得 た 
れ ば 此 虚 に 報告 せん さす . 

& Se Bi 

病 E 

4. AH IST R. 

ALTE D BE ita 

昭和 7 年 5 月 31 AO BRE LY) ARON TRL, SOI ERA RAH 
Wi ROMANE CITB 4 TOL > HORA Y, 

VW AMD ZPSUERROMB REC LAU TEN IE TFT. 6 月 2 HIRE O 
WAKA ee . PRREIS LA ESRI SY C L RA ER RON LKR, 6 
ACHERN SY, 6 月 11 HABRÄFH- AKT 

現 症 及 経過 

億 格 中 等 。 皮下 脂肪 組織 及 筋 肉 は 中 等 度 に 保持 し 意識 は 正常 眼 只 に 浮腫 間 に 下垂 
な く , 暗 北 回 く 調 第 正常 な り 。 顕 部 強直 陽性 。 肺 臓 に 異常 存 せ すず , 腹部 に も 特記 すべ 
き 症 状 な し 。 病 的 反射 元 進 な く 。 ケル レニ ヒ 氏 現象 弱 陽性 . 

6 月 11 日 に 腰椎 腔 窪 刺 を 行 ふ , WEITEN CML FE Ae m, MEHR (X 150 PEAK RHE 
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12cc 排出 後 100 FEAKGREE LES, 27 YFP “Aw b BME, 

eS tS CREPES Bt LMR LAC RRC, Akon 
沈 溶 物 を 培養 さしも その 成績 陰性 に 終り 。 か く て 入院 後 約 3 週間 の 後に 死 の 轄 忠 た と 
れ り . 

臨 条 診断 。 ARLENE DE RR, 

BPR. 

WAN 7 4 7 AAO RAR AR GE 141), 身長 167 HE, ME 43.5 RE, 

ite SOR NC 2B, 皮膚 蒼白 且つ 乾燥 さり , YAMA TEE, 
下 脂 肪 組織 減退 す . 

胸部 を 開 概 す る に , MOIRA MRA A AES, 脚 廊 内 汐 世 腺 の 腫 肛 な と . 
Mi. DIOR, 肺 一般に 硬度 増加 し 殊 に 下 葉 に 著しく , 表面 在 滑 に し 
て 申 等 度 の 炭 粉 沈着 お わり. BALA SOW CPE, これ な を 抑 歴 す る 
[= Bik ti fh rete OT: BRASS, RENT FINE SENT, Fe 
> ATM DEI T LAS INS VERY). HR I EL A = PRO 
LINE OFS. 

腹腔 を 開く に 腹膜 座 滑 腹水 な く 臓器 問 に 異常 癒着 な と. 

NEE, 15208. WE, AUT, Fee SONS ACU, 間 質 の 増加 
な く 騰 管 に 異常 な 認め ず す .。 

Mi, 5ER PRO. FMI A he S CRM ROM EN ST. 

唇 臓 . 左 140K, FL 120, EE, BRAILLE S, Bear, HUTTE 
[AGA し 皮質 模様 は 保持 さる. 

副腎 。 麗 側 と も に 正常 大 皮膚 に 脂肪 洗 著 本 く 簡 質 征 ヽ 著 明 . 

ME, TERA, 異常 な 認め ず . 

消化 管 。 特 記す べき の 既 化 な と. 

擁護 腺 . 正常 大 。 BEER, 

FA @* 18K, 硬度 正常 。 細 精 管 の 抽出 可能 肉眼 的 に 異常 た 認め すず. 

PURI, 19K, AAC, AWA, 濾胞 の 不同 は 著 明 な ら ず 。 

扇 桃 腺 。 雨 側 と も に 著しく 灰白色 に 腫 大 し 表面 多少 潰瘍 性 な れ ど も 肛 性 継 化 な し 
PEILRLAETS HER TER. 頭 其 腔 を 開く に 人 硬 膜 に 異常 疹 閉 な 
く , ARIS TR OTIS STRESS. AID ORD ALIEN 
的 に し て 外装 の 畿 形 を 認め ず , ATOM SICAL, これ に 血液 の 
MMe SLA. WMS DRE Sand. 膳 を 側面 より PME TH KAR 
し , KRISE 25404 REO ABRIL LIN & 0 BV RABE 22 OTe Alk 
BEAT, 即ち 中 等 度 の 膳 水 腫 を 想像 せ し め た 0. 











297 


に 矢 装 割 を 加 ふ る に 騰 肛 骨 尾 部 さ 第 三 脆 室 後 端 部 , 小 騰 上 端 部 ミ の 間 に 


TTY その 最大 模 径 は 3 HE, 長径 

5 糧 を 算 す . 

第 王 肛 室 は 策 ヽ 著しく 振 大 し 室 壁 淡 黄 赤色 を 星 す , AN FENCHR 
し , COM RES EK a Ze BL, PRO RE BM TOT Se BA. 
Monroi 孔 は 多少 開 大 し , WMHS I ROMKL, COMBS 
を 早 す . 第 三 騰 室 脈絡 組織 中 を 走ら Galeni AAIKISHE LS PAL, その 中 に 
Bo iit OD MER 

[SAEED PMR PT SE HE ANZ, SENS LS RRA = DRAB eof 


CHE 6 AHR PEO SE eA, これ に 二 炊 的 に 高度 の 出血 を 併 殴 USE 


BOHRER ば , BOATS FS = SEES PRIS EM し 居る も , 上 衣 
BSEDRERS, この 上 端 に 於 て 第 三 胸 室 脈絡 組織 この 中 に 移行 せり . 上 方 
は 騰 肛 岡 尾部 中 に 侵入 し , その 限界 は 明瞭 な り . Trice CACHE 
Wt Sh, MAKER CMO LI, これ を 下 か に 甚 しく 歴 迫 
す . BS Re US HBL, 他方 騰 脚 を 摩 迫 し 生 ら 強く 《 雨 者 間 に 
割 9 込 みて 第 四 肛 宝 の 上 生 を 占 居 す . か く て 第 四 肛 室 は その 下 生 が 僅か に 狂 
き 腔 ミ し て 残存 する に 過ぎ ず , TOR LAM O 新鮮 な る 血 様 物 に て 覆 は 
る . 

Br. 0.658 僅か に 舟 状 ミ な り , 前 葉 軽度 に 腫 大 す . 

SRA AA AYES 

1) SIDA ORC ARE BE Fi Ze 7 a HH PERS RR ESS. 

2) rR ONG 7 Ai. 

3) YUE — FEM KORG IK KARL 

4) SEM ROW LS PK. 

5) US AMIGOS AE K % Ant ZEN. 

6) 雨 側 扇 桃 腺 の 腫 大 . 

7) Wik A. 








298 


8) Bill. 
9) PROD HESS Ht PERE YE. 
組織 的 所 見 

腫瘍 . 肉眼 的 所 見 に 一 致し て 大 部 分 は 廣 汎 な る HK を 交 へ た る Hr 
5. その 間 に 不 規則 に 走る 大 小 の 間 質 東 , 姓 に これ 等 に 園 続 きれ て 嶋 状 に 散 
在 す る 不同 の 細胞 巣 ミ より 成り , 腫瘍 の 上 生 の 周 線 に 砂粒 が 軍 在 性 に 或 は 江 
個 相 寄 0 CHR. 

腫瘍 細胞 . 一 般 に 個々 の 細胞 の 居 割 は 明 明 な ら ず , 原形 質 の 連絡 する も の 
HO. 敷 多 の 菜 色 法 に より た る も 細胞 の 突起 癒 に 原形 質 内 の 天 粒 性 状 は 明か 
な ら ず , これ 恐らく 固定 法 の 不 充 分 に 包 因 せん ・ 

HK. 核 は 略 ヽ 中 央 に 存 し 比較 的 大 に し て , その 多く は ヘマ トキ シリ ン に 淡 
HL, REVIEW SS. また 甚 し く 膨 大 せる も の を 混 じ , 個々 の 間 
に 稚 ヽ 大 小 不同 を 認 む . 稀 に 不全 直接 分 裂 状 態 に ある も の あり . クロ マチ ン 
含有 量 は 均一 な ら ざ る も , 一 般 に 其 量 少く , ELTERN STH 
な る も の も 就 か ら ず . 

核 内 に 全く 均質 性 の 比較 的 大 な る HU, この も の は ヘマ トキ シリ ン 
ェ オ ジン に より の 淡 小 豆 色 に , ピロ ニン に 肌 嗜 好 性 に ,。 ハイ デン ハ ィ イン 鐵 へ ヘマ 
トキ シリ ン に 著 明 に 暗黒 色 に 染まり , その 核 内 位置 は 或 は 中 央 に 或 は 偏心 性 
に 存 し , その 形状 は 過 そ 彫 形 な た れ さ 時 ミ UCR: KREBS. 個々 の 核 内 
に 普通 1 個 の 小 毅 あり , 然し 各 核 が これ を 等 し く 合 有する さ は 限ら ず , RE 
ざる 核 敷 略 ゝ 生 に 達し , 雨 者 は 混 然 ミ 分 布 し クロ マチ ン に 富む 核 に は これ 
を 鉄 くも の 多く , 大 な る 泡 状 核 に て は この 小骨 は 可 成り の 大 さ を 有 す . 

間 質 組織 は 主 ミ し て 腰 化 結 締 織 よ り 成 り , 大 小 の 東 不 規則 に 走向 し , 細胞 
集 の 限界 を 形成 する も の は 繊細 な る 結 締 織 か 稀 に 大 な る 間組 織 な り . TH LUT 
間組 織 中 に 血球 を 充満 せ る 毛細 血管 あり ・ 

腫瘍 組織 ミ 周 団 組 織 . EGIL GWA ABA, 周 園 組織 を 推 退 乃 至 
奏 迫 せる に 止 る ・ 


ZA. RENT ABILEMERE AAN OBERE LT, 場所 に より 
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て 後 分 その 程度 を 異 に す . 間 質 は 殆 ん ざさ 間 細 胞 の み に て 占 居 さ る ・ 

細 精 管 中 に 精 起 は 殆 ん ざさ 見 られ ず , BR REISENDEN N AN 
は 中 等 度 に 有 し , 精 母 細胞 , GOR AINISFA HITED AED 5. 散在 
性 に 存する 横 径 の 正常 より 小さ き 細 精 管 MP 原 精細 胞 の み に し 
て , これ 等 に 多量 に ズ ダ ン 呈 に て 美肌 に 菜 色 せ ぁ 脂肪 球 の 沈 閉 あみ ゐる. HO 
新 か る 細 精 管 は 著 明 に 増生 せる 間 細 胞 に て 胡 状 に 包 衰 さる . 固有 膜 の 肥厚 及 
び 間 結 締 織 の 増生 は 全く これ を 鉄 如 す . 

AST RS. 前 葉 は 僅か に 肥大 し 居り 賀 質 性 に し て 間 皿 は 極め て 少な し AG 
肪 沈 著 は 概して 軽微 に し て 主 細胞 これ を 含有 す . エ ォ ジ a 
PDS ORB RO THAL, 正常 より 若 十 増 加 せ り , ASDIEK UGE 
FbOrs SRE MIC UT, 細胞 中 に 空 泡 の 形成 を 見 ちる もの な し 。 Bld 
yu=Frl.zlS, 核 の 位置 は 偏心 性 の も の 多く , 同一 細胞 中 に 2 個 の 核 
を 有する も の も 存 す . 雅 基 嗜好 細胞 の 典型 的 な る も の は 後 分 減退 す ・ 

副腎 . 皮質 に 於 ける 類 脂 肪 沈 閉 豊 営 . BRET OH SIE L-. 

用 臓 . ラ 氏 島 は 尾部 に 於 て 著 明 な り . 

甲状腺 . 濾胞 に 著 し き 不同 を 見 ず , BISHER. 間 賢 の 増生 な 

MIRE 

Bes ROD AE SY FB REA) Jy TS OT FE (1917) DEAD RNG, その 

ntti, KRRALCHABRNE AI KO TOKM Wt 0. 


EEE eS ae ADRIA ESE Ic AS 
所 甚大 な り , i UTC OGE RADON も 興味 を 惹く は PELLIZZ1(1910) の 始め 


て 提唱 せ し 早期 生殖 器 身 吸 異常 肥 育 症 Macrogenitosomia precoce(praecox) 
な り . 但し 彼 の 原著 は 臨 末 所 見 の み に し て 未完 ミ せ る も, TOR OER 
を 見 ま . AIENDFEBNEES TILEEIT MARBURG (1913) , 武 谷 氏 (1914) 等 の 精 
MNS DERSEAD DO. 長 奥 教授 (1919) は 更に 論 及 を 深く せら れこ れ に 生 疾 器 の 早 
期 散 展 ミ 身 骸 異常 の 華 育 こ に 分 解 的 観察 を 下さ れ た り ・ fitk BERBLINGER 
(1926, 1982) , 或 は BENDA (1932) 等 の 廣 注 な る 材料 より の 続 説 に し て も 上 
述 定 説 以 上 の も の を 見 る 能 は ず . 
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I TABNEIIKEDILL LU TER RPA 72 ARE Ze ee & BS 
ES U TER EFT ER aR OTE HK BEER ABEND ED & SIR 
aan, BAKO) Wit EDI ACR 2 7 ADEBDBL HOMER! SO, Fi 
EL IE RR eS T RAKE EMS BE ROD TE BRR Ef 
ME BS IDK OWES REED. 

REGS II TH AMS ES UCHR ROT SERRANO KER 22 A 
する 型 に 一 致す . DIMITROWA (1901) ERROR (BE 

に 南 め て 著 目 し , 其 後 KRABBE (1911) は この 物 が 細胞 骨 へ 分 泌 さ れる 
SMES, 植村 氏 (1917) も この 封入 前 に 詳細 に 鯛 れ た り . 近年 VOLKMANN 
(1923) は この 物 の 細胞 骸 へ の AWE BM TO SZU, これ を HAW 
Kernexkretion ミ な せり 0. 本 例 の 腫 瘍 細胞 の ⑦ 核 内 小 般 は 上 述 の 核 封 入 帆 ミ 
形態 的 に 一 致す る も の ある ミ 思 は る . 

か く て 解剖 的 癌 紅 織 的 所 見 ミ 相 侯 も て 本 例 の 腫瘍 が 松 果 腺 よ り 引 生 せる は 
KE EAS, 且つ 腫 場 細胞 が 幼時 期 より 以後 の 正常 松 果 腺 覧 綿 細 胞 に 酷似 し 
Feine a O HIRT, Horrax, Bailey 等 の 所 説 に 因 み 本 腫 葵 
を 良性 成 薄型 松 果 腺腫 Pinealom さす る を 至 営 さ す . 

本 例 に 了 臨 閑 上 松 果 腺 症状 を 全く 殴 現 せ ざ 0 り し は 年 齢 的 開 係 よ りす れ ば 何等 


FST ACE OF RARR AW <, ILNMKROTER LE AETEL. 

RIES SE ILS ALR OL FAA OO AEE ZEN 6. AEE kn 
起 を 見 ざる さ 難 これ 病状 の 経過 TOD HERE NLA TIRE 
く , 旦 つ 固有 膜 姓 に 間組 織 に 弾力 織 維 乃至 結 締 織 の 埼 生 或 は 硝子 様 婦 性 を 鈴 
如 せ る を 以 て , COS IL 7 SSR TD BST PERIL IK PAID SE FREIE SF, EO 
TOO PANO HT Hit 精細 管 姜 縮 の 場合 に 見 ら る ゝ も の さ は 趣 を 異 に すべ 
く , その 由 挫 は これ を 他 に 求め ざる 可 か ら ず . 

主 り て 欠 他 内 分 泌 器 を 見 る に この 回 丸 所 見 を 裏 付 く る に 足る 笑 化 を 詩 明 し 
得 ず , 本 例 の 如き 年 齢 に 於 て は 松 果 腺 は 最早 退行 性 に 移 りつ ゝ ある 可 く , そ 
の 機能 の 減退 乃至 脱落 が 他 の 内 分 泌 器 に 著 しき BL HHT A SEE NE 
Ei 








Zen Teer oe 











EO PERRO) FRA RS TEAM RERET AI: 





RAR ARI |< de |= IF SLO 










































































































































































| 松 果 
FH 4. X a 
ex -« 肖 導 | RO 見 
1 Massor |1872 19% | Karzinom @] iu 
2 DAry 11887 23% | Karzinom 2) 
Fr eg, Pe a 
3 GUADRER 11839) 12% | "Adenom (” = 内 分 泌 腺 に 鯛 れ すず 。 
—_ —— un ーー 
| | 
{ HEMPEr 1901 24% Seen に ER He SID 泌 腺 に 就き 
Dr に | zit 
5 Meyı YER 11905, 244 Adenom (一 —)| 局所 所 見 の み . 
6 = BE LL 11916 33% | Hyperplasia 【K ご 内 分 Tw Vel = 特 TE | に 
7 Horrax 1916 12 im Struma (| 局所 所 見 の み . ER. 
3 植村 917 不 明 | Adenom [KM] AM 
the SKOOG mm 9% | Hyperplasia 【 (0 
: ol yp (RIMMER 2 Hop) WARF AB E1219 A 
Bi. | 78 に マ + | し Mm. 
1 m 村 _ 919 Erz Esa RE Te = DEE も 異常 を 認め す . 
Su kz f ir % mn Ha 20 pte Har 
12, LOWENTHAL iam 20) 2¢ 3h Malignes Adenom ( i or foal ” MR EN 
13| Hugs 1192 Kleinzellicer | epi- | 5| Fr NER, ir 間 細 胞 可 成 多 多 
Ü ea SM ite 1 111. 49 Ithelialer Tacs 4/3 fit. 
Wh = [i ah 1+ Er > ee tae pe 
STEINER a. | | oy Pte AL BC BIE 
“ JOH: AN 1922 d 條 | Pinealom +) ay. mania im 9) 
15 RR 新井 (1922) 不明 “Rill | Man -- RM 不明 . 
16 人 19221517, 條 ITeratom u (-)| CLERK $65) 
7 Horrax a. | 24 |Pinealom of sp- Er ュ ロ ロビ 
Ban EY 0 ani ms ongioblastic ie aes 局所 所 見 の み . 
18 ” | ” | 29 千 a er (—) ” 
oa Br i a Nil, その 他 は 記載 
ee RE ee) EINEN ER et A eee; 
20 if | » | 124 us of adult RF? He 17 所 ee An 見 の 
2] ; [Pinealoma of sp- ae I AEA LD A> 
r = » | 104 jongioblastic type (=) ITM LOA, a 
22 234 pecan of adult (-) 
i = = ” itype ノ ます 
23 134% (-) HEA, Ab Si Ae あり . 組織 的 
| 9 、 | 所 見 は 局所 の み . 
24 » | 20% | (-) 局所 所 見 の み . 
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56| BERBLINGER 11985 321 Ber ee 間 細 胞 増 生 
27 松澤 .、 侯 野 (1926 2% it Py RER _ 17 eee の 1277 . [mn 
=i ass . == a ee = 
28, KUTSCHERENKO|1926 174 HDS (一 ng 的 及び 組織 約 に 

z IO rn r # + 
29 STARK 1928| 25% | |  Carzinom ー) IE Blei ne. € 
= Sees SS | | aa 
B0 LiEBERT 1929 10% Pinealom \(—) PRR 部 正常 。 局 所 解剖 
So [1929| 22% | Pinealom ba 局所 所 見 の み . 
Bees rue Bee IL 

| | | at ve 『 て f 
2 Dias 1930 8% | Pinealom —) ah en 不 RK. 解剖 所 見 は 
B3 。 石 崎 1930 110 | MH CH) 解剖 局所 . 

| | = 
pai 松 9115.84| BE (=) BEI LOA, 
Ze nen U EN eee Se 

og u 1931| 20% | Pinealom | 局所 所 Ran. 

GLoBUS a. yaa! 。。 1 er De —_ 
PÖSILBERT 2051| 13% | er ae 
37 : nly es (-)| 9 
bs FE oo N RRERER SU KU) Ur 
N or => & | | ふも 角間 si LARA 見 な し 。 
Co |" | 308 | ee ee N 局所 所 見 の み . 
40 a ee 37% | er BAER ID 2 ao m Be re 
11 ” 20 8 , (一 | ” 
== Br に | 
42) が | TER A (| sy 
ix - — | ー ト に ー - - 

3 STRAUB In 194 | いつ BERN 基 他 内 分 分 泌 腺 
44 Krx | os 22 | BETT に 異常 tei Frog As 











VAL DSR = EEE LIBS AELERUTANET Hd. 此 等 敷 多 の 報 
Bile (= CN AR AE BAL SPANK ini’ (SHUG, LÖWENTHAL, KLAP- 
PROTH, BERLINGER, 松澤 一 俣 野 , 田村 等 な る べし 

炊 に 其他 松 果 腺腫 蘭 に て 松 果 腺 症状 を 件 へ る 例 ( 表 省略 ) 等 を も 通じ て 間組 
胞 の 著 し き 増生 あり し は GOLDZIEHER, 長 典 教授 , LOWENTHAL, HUBSCH- 
MANN, STEINER and JOHAN, RAYMOND et CLAUDE, 上 原 一 款 , BERBLI- 
NGER (1920) 等 の 例 な り 

西村 氏 に 依 れ ば 松 果 腺 賞 質 細 胞 は 春季 生 動 期 以 後に 於 て も 答 よ くそ の 一 部 
保有 せら る さ 云 ふ . Wi CREA IN DERN TE AB 











mr 
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化 を 伴 べ る も の に , BERBLINGER (1920) の 35 EB TERIERN ING EM 
な る 精 赴 形成 ミ 間 細胞 の 豊富 , 同じ く 32 歳男 子 1925) 悪性 腺腫 乃至 冶 腫 例 
に て の 間 細 胞 増生 , LOWENTHAL の 23 歳男 子 悪性 腺腫 に 於 ける 間 細 胞 の 中 
等 度 増生 , STRAUB の 19 歳男 子 松 果 腺 腫 に 於 ける 著 明 な る ER, 
GIEBEL の 25 歳男 子 の 肉腫 例 に 於 ける 精 載 形成 の 星 盛 , SCHMINCKE (1929) 
の 50 歳男 子 の Ganglioglioneuroma amyelinicum IF ARE ALTER 
等 あり . これ 成人 に 於 て も 松 果 腺 ミ 生 殖 腺 ミ の 間 に 一 途 の 職 陸 の 残存 する を 
理 書 する も の な る べし . 上 坂 氏 は 20 蔵 8 月 男子 の 助 骨 骨 瘍 ミ 肺 結核 に て 
租 し く 痩 倒 せる 解 慣例 に 於 て 松 果 腺 の 肥大 あり て , TORE, PEAR 
OPERAS AUF, ALES 13 歳 の 男 見 に 相 應 せ し を 報告 せり 

授 て 本 例 は 年 齢 開 係 が 松 洒 腺 症状 を 評 現 し 得 べき RER SE BH 165% 
より 隔 る こさ 遠から ざる より 0 推し て , この 回 志 所 見 を 松 果 腺腫 に 由 來 する 
ご な す も 常 を 失せ ざる 可 し さく 思 慌 す 

結 fi 

1) 本 例 は 隙 灯 上 結核 性 勝 膜 炎 の 診断 を 下さ れ , RENNER EL RY = 7 
月 の 後に 死 の 韓 上 を こり し 19 歳 の 男子 に し て , その 削 検 に 際 LIBR RR 
WR NEI 2e BEL O. 

2) ANETTE BE FEA RARE 7 Ze fe td. 
3) BL ALAR = AOS ER 22 PASO. これ 恐らく 松 果 腺 
RES (= HY TKMRERBE OMNIA To ER E 6 2 OTE HUY L 
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were. 7 He. 1917 年 . 82) VOLKMANN, Sekretionsvorgange in der Zirbe- 
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BERKER AA 
Fig. 1. SORIA. T. 松 果 腺 腫瘍 . V. 第 三 胸 室 .P. oh EMR I. 
Fig. 2. 松 腺 腫瘍 
Fig. 3. 2A. Z. 閉 明 に 増殖 さる 間 細 胞 . 
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過去 22 FL BA ZAZEOTE 
部 腫 治療 成績 抄 銚 
i 方 十 右 衛門 
中 JE & 
K WR ir ARE ER A FACE 
化 學 的 方 面 の 研究 
walle 師 吉 ER 信 ff 
FES AG TT D BARE 


om fh 新 海 HR 


H X 


第 一 章 - 議 pe 
TL) ABB CF It BORA UT 第 三 章 AMER OT SF RK 
EDS BT SRE RED EGE 


DARE RO SF ME SOS PUR OR BRIDE 2 FR Pe 
fF A) BA AF Sia WEE gE obs 


(HL) ABCA PSU B FOIE Dp a ee 
I Ta) Mi Be N ER EEE LIE ABER ST an F 8 
A) WAN Sina 


MAZZIINIZTENEKOER Ba T FEIERN FA CME 
(VI ABCEIL ESO BPO ALARA aS s Pa 宮 培 根治 手術 に 隊 す る 死亡 例 
分 類 Fa 検 例 
(VI) ACHES BST BT SED BG (1) 死 亡 例 
EL ARIS BSUS 2 HE C1) SRR 





va) 4 BRE PH -F AR SO FAT RIS PNT 2 
VID) RE RRR RE NE ML is A EI PERAK AE 
第 一 章 ARACHIS BS OCIA Oi fe 第 八草 本 教室 の 子宮 癌 腫 治療 現況 


そそ けた る 音 の 其 後 の 絶 過 及 び 治 
se Aine 


末 教 室 に 於 て 犬 正 S 年 より 昭和 7? 年 末 迄 の 外来 悪者 57,876 FF RE 
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ミ 診 断 せ し は 1910 % (3.376) で ある 
(1) 本 教室 に て 子宮 冶 腫 ミ 診 断 し た る 患者 の 年 齢 
大 正 8 年 より 昭和 7 年 末 迄 に 営 教 室 を 訪れ た る 閣 腫 患者 1.757 名 に 就き 年 
































Eu Est bine BAT DSRKROM< (7A. 
oe tea le SK te am me 
1 | 1558 — 2058 1| 6 | 08-55: | 320] 11 670 0 
2) 20 歳 一 95 歳 | 16| 7 | 45¢e—50R | 350 [12 Tome Ta | 12 
3 | 25 歳 一 30 歳 | 68 | 8 | 5opE—5öjk 271 | 13 75 歳 一 80 歳 | 3 
4 | 305% - 5 1581 | 173】 | 
5 | 35510 | 234) 10 | 606 | 111』 | コー ョ 











bo 
a 
a 
a) 
(4 
= 
ン 


上 表 に 於 て 番 就 r 揃 に ある 例 数 Nr. は (Tr 一 2.5) 年 ミ (Tr+2. 

に 融 見 せ TL OME CH D. 

Tr=5n+12.5 12.5 fe AMI LED TIERE 5n 十 2.5 に て 表 は さる . 
例 敷 を 千 分 比 fr に 改 算 し fr に 相 党 する 年 齢 を Tr ミ せ ば , 





1 De ae er 
NN Tr17.528.5| 27.5| 32.5 37.5 | 42.5 | 47.5 | 52.5 57.5] 62.5| 67.5(7 2.577. 








+ fr 0.579.1138.7089. 93133. 181182.13,199.20 154. 4.2498.40063. 1722. 776. 831.71 


NER Tr (SP AERDEAMELEEO TER A 5 AES Ute. 
Tr=T, +re Cc =5 
自然 年 齢 は T=T, +x 
倍 座 表 に よろ 岡 示 組織 系 に 於 て 卒 均 期間 を 過ぎ る 縦 軸 に 封 する 下行 線 を 2 
PGR STO, 此 の 在 均 値 線 に 開 す る 度数 f の S 次 能 卒 xS は 





Srst sie 4 
Vo Fr 

GS i, 第 四 次 能 傘 は 次 の 公式 を 用 ひ て 算定 する . 
=O; p= C?(W—- WP +55). 


pts = C8 (V’;—3V’1Vn4+2V%,%), 
1) =C8(V’,—4V,V,46V’2V,—3V7,44 : (WV) + ae 
HET ZEN +b OEE het Lb DCHBE DAW は C=1 さして 計算 す 
る , 和 際 の 数 値 を 示せ ば V^=6.75411 re 
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/5=4.12780 1%=0.91187 pry =46,59957 


{RANE Ze ELE GD » TIERE 6.75 年 , BPH 12.5+45%6.75=46.25 
年 さ な ゐ 。 


が ( に 第 =’ 第 三 » 第 四 次 の 高 次 KEE Basi 
(zu)? っ (4) 

(p12) 3 ター (22)? 

EK O PBK BA: RO Bo BRO ZANE V 
6 (B8.—B:—1) 

28.—3B,—6 


ta, bs, ter OPE LIT 
pas 


ーー 


RAEKEO TEAR ES, 
6, =9.01182 =2.73492 


欠 に 時 の 下 均 値 に 於 ける 度 敷 yi は 
y -,/ 0, 。 ~ s+ BL ra 
e HI Vorne in 
KOEN TRS, HON, ARR 


N= 22 (r—2) 22" (r +1) 


its (1 +2) ™ fs (r+ 2) 
が 如く 置け ば 時 t を 時 の 浴 均 値 線 の 位置 より 測る も の さして 営 研究 の 精 
EEE | Er Rett es 
i. NAR 


y=yie . ‘(1+ A) 





【 際 計算 する に 


ーー Y」 0.18S76 fp 
il 1 に Aas ak 
) 條 均 年 齢 時 に 於 
| | Oa A ia (F DRE eE AE の ) 
| MEA(S 0.18876 
| 1 h = HALT Pete 
p ' 
1 RULE OM REMUS 


189 さ な る 。 


N =7.26764 


ex 








A=35.52806 


次 で Y を 算出 【 








27 7754 Sy 


Oo 


OPEL SIEVE MARS AUS OMS 75 7 SH 
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子宮 癌 ミ 診 断 せ られ た 下 均 年 齢 ミ 子 宮 色 を 最も 多数 に 診断 し た 年 齢 この 間 


隔 9 は 
9- 9 ニー0.13760 (モー ド ) を 奥 ふ る さき 
「 宮 燥 を 柄 見 せる 主 均 年 齢 は 6.75411 年 な る を 以 て 
6.75311 一 0.18760=6.61651 年 は 12.5 十 5X6.62 =45, 60 年 (子宮 癌 の 最 


も 多い 年 齢 ) 
印 も 子宮 冶 を 診断 せる 下 均 年 齢 6.25 年 に 比 す る ミ 0.65 年 ( 約 8 月) 早い . 
全 標 準 偏 倍 を 0 Cat = 

p=v fo =2.03170 年 
EPI IES UE 10.15850 年 ミ な る 。 

即 子宮 癌 ミ 診 断 せ られ た TIERE IET, 子宮 獲 の 最も 多い 年 齢 は 
5. 6 歳 で ある . 

(I) 本 教室 に 於 ける 子宮 銘 腫 患者 の 遺 値 的 開 係 

PAIS TARPS 稽 田 教授 の 報告 で は 約 10 一 15 一 20 少 さ な つて 居る , B 
名 で は 岩永 教授 の 報告 で は 泰 西 で 10 ZY SOTHO Fiehiger Trier 
C 12.2 用 に 家族 的 名 義生 を 認め て 居る ・ 瑞 西 費 仁 の 細 合 調査 で は 148 POG 
HH 3 例 に 遺 俺 的 開 係 を 見 て 居る . 

本 教室 に て 治療 せる 子宮 猫 腫 患 者 143 名 中 遺 値 的 開 係 を 全く 否定 せる 者 
10274, 遺 偉 的 開 係 不明 の も の 名, 遺 偉 的 開 係 を 有する 者 36 名 (25.4 %) で 
ある 

INZNFITRS, 


MRIMHZLOIN - 2 EB 1 


MIMD SLOSACP EBL 胃癌 2 一 内 母方 の 叔父 に 胃癌 わる も の 1 名 ) 
a 7 7 一 内 妹 に 子 PORLISSMRALS LO38% 
EN tie 1 の 1 名 不明 の し の 』 名 ) 





雨 親 に 遺 停 的 素因 な し ) 
(食道 銘 1 雨 親 に 遺 刊 的 素 内 な し ) 
(肝臓 癌 1 雨 親 に 遺 俺 的 素因 な し ) 

母 に 始 わ る も の 10 イル : En u : = 2 4 
( Re) MR ERB 3 すそ る ) 
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FL 2 HOFER N) 
(肝臓 冶 1 ERTL) 

1 雨 親 に 遺 偉 的 素因 な い ) 
x ga 雨 親 に 遺 刊 的 素因 な さき ra) 


der 
JR © 


(Wei 
Moen wsncasa(e 見 。 
(iF re 二 親 に 中 人 的 業 四 な し ) 
見 に 換わる も の 1 A HME, 夫 親 に 遺 偉 的 素因 な し) 
姉 に 狼 わ る も の 2 名 (3 名)( 子 宮 癌 1 AHERN BSE MSR TEL) 
CH 癌 1 母親 胃癌 に 私 り し 故 基 の 部 に 入る 
(SL #81 訪 父 母 雨 親 共 遺 停 的 素因 な し ) 
BEL 父 胃癌 に 維 り し 故 其 の 部 に 入る 
泡 母 に 胃癌 わる 故 基 の 部 に 入る 


不明 の も の 1 





妹 に 冶 わ る も の (1 名) 
賞 母 房 ( 明 父 ) に 癌 わる も の 1 名 ( 胃 1 
賞 多 兄 (伯父) に 癌 わる も の 1 名 ( 胃 1) 
VEREBR CREE) ILA BLO 1% (FHL) 

$i: WK | = ij わる も の 1 名 ( re 1) 
以上 の 数値 を 以 て は 遺 偉 に 開 係 が ある や 否や は 不明 で ある , 見 方 に よ 0-~ 
は 冶 腫 が 攻 年 に 至り 可 成 多数 を 占め て 居る 賠 係 上 其 の 子孫 が 一 部 部 に 堆 患 せ 
= て 之 れ に 賠 係 を 附 し 得る や 否や は 上 直 だ 困難 な る 問題 で も る が , BREA 
DEUS THAR BEV, 矢 張 0 25.35 WAU CUMED CLOSE HERE: 
で な けれ ば な ら ぬ が 先 づ 夫 


r 
し 


HDHD, 今後 非常 に 多数 の 材料 に つき 調査 の 
LIGIS BETS SHEED 7S 6, HOMIES 142 名 中 36 FY (25.856) に 其 の 
HONEA 0, LOROMBUCKMORREE SDAOTHS. I 
fs WRK GE ED DO CVE 6 EHE FED HOT も の で あれ ば 

之 れ に 犯さ れ 易 い 傾 向 は ある も の で ミ 見 て 大 過 は ある まい , 面 し て 診断 に 際 ( 


て ぁ 此 等 血 絵 者 に 癌 の 就 往 症 を 見 出し た 場合 に は 充分 注意 を 朱 ひ 診断 すべ き 


も の ミ 思 ぶ . 
+ 132 例 の 冶 腫 串 


ウィ リヤ ム ス 氏 の 英國 の Middlesex Hospital の 調査 で は 


者 中 子宮 獲 23.7 26, FUR 24.3 26, EI の 割合 で 遺 偉 性 が 認め られ た . 
0) 


REED TRIE BB VRR = NEE SL 


YS 


(I) ASFRAEILIAU BLE 
期間 
1) 宮 頭 膝 部 冶 腫 ミ 分 克 回 敷 


- 般 に 子宮 頸 膝 部 冶 は 経 産 婦 に 多く 不妊 者 に 少な いも の さ 芝 へ られ, 且つ 
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RL KA BABE SB ae Fs SE BE HE LER ADS In AZ SATE 


o 


CEPR AE hi S AULA SS OPER ROW OE LCL SR ORS 


PEO IED NIB. GARE (CIAO A 子宮 癌 患者 1789 名 に つき 不妊 者 
ミ 綴 産婦 の 敷 を 千 分 比 に し て 見 る ミ , 不妊 者 112 ICH CAR FE 888 TH A, 


EDER FIRE FO 7 倍 以上 に 演 つ て 居る ・ 

し か し これ を 以 て 直ちに 不妊 者 より TED RR CHER UAW I 
る の は 誤り 0 で ある . 

何 ミ な れ ば 今 試 み に 営 教室 に 於 ける 冶 患 者 1789 PALO JUIN KD 
376 Pile BF AHS Ly CAUSE SC HS BEM aA, 1000 Bil) Fy ih [el BS 


を 比較 する に 次 の 如く に な る . 





. x | | | 
分 te 回 瑞 EI FT | ES Se [Dr Ue | 6 7|8 |: 910 11 12 13 
U U en 
2 


SI 
| 

ーー 

en 


KEI BFE In Re 

ar エム | ロダ 112) 100| 9 26 88672 8.9: 

wi rapt) 112, 100 94) 110 129 106, 118 86723817 
MAKIZRT BFE on vi Bie し 5 

を rte Cony. | 9) 90| 72 108111 140) 9890955121 21 5 





FRA HST 3 PEUBRE A) | 。。 33 123] 1037378 wre 
oz bie HE Be C4 HE) \| 110 95 97| 105 133; 123) 103 ol 3424 5 13 6 











NZMRTASKDMEIFTISIKD 

POR < HBR ORBO RD 6 HA SARHEOM TE 4 回 経 産 の 冶 患 者 

> AWKTCE 5 REO MRA DI も 多数 を 占め て 居る . 従 つ て 見 

か に よ つ て は 千 人 の ⑦ 痛 患者 中 に ょ 回 久 は 5 回 の 経 産婦 が 最も 多数 で ある か ら 
直ちに ま 回 も し く は 5 回 経 産 尋 が 最も 多い こさ に な る .・ 

も LADE HE CC HRD IMS A も の さす れ ば 5 回 6 回 ミ 分 旋 度 敷 が 
増す に つれ て よし 比例 せ す さも 冶 患 者 の 敷 は 増加 の 傾向 を 示す べき で ある . 
然るに 下 賠 で は 7 , 8, 9 回 ミ 洒 炊 著しく 減少 し て 居る の で 分 婚 の 度 敷 に は 開 
係 せ な いさ も 見 られ る が , MUZE t PREORDERED CHD. 
北 の 衣 値 は 雷 に 千 人 中 に 合 ま れ た る 冶 患 者 の 分 布 に すぎ な いか ら 之 れ を 以 - 
以上 の 如き 意義 を 附 す る こさ は 出来 な い ・ 

新 く 分 太 回 敷 に 應 じ て 冶 患 者 の 敷 を 集め て 見 た だ TIER RHEE Fi 


こぶ? &. 4 
7) HZ も 多く 


> 








der 7 msn 
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HELA DS > S DFG 
論 は 出来 な い , FERN 
A ee 係 を 明か に する の に 
ei Se | は 底 婚 者 千 人 に つき 
/ x ーー トー イー] | FEN に 不妊 者 が 何 
$I VY | 名 , 1 (EER Dal 
| AAT 』 | 名 SA PRM Ze SE 
| | | | | | es: 
a HER eS Ze Hw 

ae し , &% Laos 
NN 産 者 が 此 の 標準 値 よ 


の 


] | | が 少な く て 経 産婦 に 


| BB MICHEL 


N TENZLELHNDHT 
\ 、 











の クー テー / se € TE SE Ee 

NCHA. vi 
HEAT HAT 2 PRIA AEA © HOE Ee i al 
KURU BH RBM ME 5 ORC 
ーーーー ANAS BT ZA AG 

( 千 分 比 ) LD = FADER aE 






人 中 5 ORE MEMS 128 名 あつ て よい , 然るに 冶 患 者 1000 of 5 [CERES 
LE CS 106 名 で 並 通 分 布 123 名 に 詩 し 少な い の で , 5 REICHTEN 
座 が 多い さ 云 ふ 事 は 出来 な い , Kb 人 多く な つて 居る , A 

ECE TA DBM HH 110 名 あり , 冶 に 和 容 つ て 居る も の が 113 名 で ある か 

5 5 RE MERIC IE UTR し て 少数 で は な い ・ 

そこ で 上 賠 の 如く 我 國 に 於 ける 本 婚 婦人 千 名 に 封 す る 分 燃 敷 の 分 布 を 本 教 
ince SA ARIE DRA SHELL THO, ERE 
hi C8) % te RRC ERED GU ST BUS a 75>. 

LU SE DEE DAB RR HEA A PRE TR MUT, 即ち 従来 の 成 
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EIER S UI BPE LABS SZSH A YR CHO TEEN) TC 
いさ 記載 され て ある . 

何 ほ 上 園 に 就 て 角 婚 尋 人 千 人 の 分 學 度 敷 曲 線 ミ 本 教室 に 於 ける 冶 腫 患者 の 
un FED HED BE REE 
kw OT TIE LI. ZU DOHEDLEREHLSSHEOTERS EN 
5 れる が , THE, 7 回 の 多 産 者 の 敷 は 1000 中 に 其 の 数 が 少な い の で 少数 で 


の 統計 は 確 貨 で な い . 且 つ 7, 8, 9 回 の 経 産 者 の 年 齢 を 見 る さ , END SZ 
AU BUTT AI SONHMLARRKE THE LTD TEE 3 年 位 で ある の で , 


AMER © A= 20 歳 で 結婚 し た 尋 人 を 想像 し , 之 れ が 7 回 OFM EGE LIED 
こす れ ば 最早 40 歳 内 外 で 入 に 癌 腫 毅 生 の 年 齢 に 近づき 居る の で , EDEN 
は 冶 融 生 に 或 る 意義 を 有する ここ に な る さも 見 られ る . 

BIL § REO Hi 2B~ TILA, 












































Tih | jy | MMIC | SORE OM | Om Tipe | DR LOW 
Tae | 7S" | Bee 。 「 散 。 | OME | RM 

0 | 76 42.888 | 31 | 18 27 

1 | 74 | 0 1 16 29 

2 | 75 | 8. Op [32 ze ee 32 

3 | 79 aa |. -- 1 28 
4/0 | wa | 38 I wm ey 
6 | 91 | 46.7% I | 20 BB 
_6 | 87 | 48. 0 開 | wm | 16 56 
aa | 71 | 515m 3 er 12 46 

F 46 49 pie 4 | 4 38 
上 表 に 示す 如く 本 教室 に 於 ける 子宮 冶 腫 患者 の 中 不妊 者 及び 1 回 より 8 回 


OREM TOS 名 に 就 て , 獲 腫 区 見 常時 の 年 齢 の TER SH S 41 DS 
51 歳 の 間 を 上 下 し て 居 ゐ る , 面 し て 不妊 で 子宮 銘 に 容 つ た 者 の 下 均 年 齢 は 2.$ 
a CHA. 
QBAPHRIVPKIE KOT 89 BRIER し た 者 ミ , 45 EDL CHER Lic 59 
ミ を 分 け て 見 る ミ さ 不 妊 者 で は IE AHO RIE BD HEL L, 1 ko 3 E) 
迄 の 経 産 尋 で は 39 WAHR LT BOS, 45 BEL CHER LE ED SOB 
に 勿 り 差 が な い , # 回 以上 の 経 産 尋 に な る ミ 45 歳 以上 で HER LI ROR 
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89 HER LTÄCH IE ae i UT 5 回 以上 の 経 産 
ur (= 75 % RNC HE OTP Ein & 50 歳 に 近づい て 來 る . 

2) RES ERE FLO EK 

本 教室 に 於 ける 冶 腫 思 者 663 ANREDE Bh Ze 
FET DB IRKRKOM (U7 S. 





ER. Gr ZS ihe 10 1 

eae & 2) A 0-5 | 6—10|11-15}16—20|21—25)26—-30]31—35 36-4 
| 例 % | 180 | 195| 194| 98 | 68 | 42 | 21 | 15 
| 











5 分 te | 27.1! 18.9 | 18.7/14.8/10.3! 6.8| 3.8| 2.3 
He KET th SY) He NG BE WSS 40 DI EARET: BL OI MBG FT OF 





BD SOREL D 6 SLD TARR 5S EDA RB LU ts OD 
多く 27 BIE LT, ED DREAD 約 四 分 の - 一 は eR 5 EIN ER 
By 


fei EAE Ze FP RIE BRAS KO PAB T5LS TRHROM < IN Z. 

















RE | 0-5 | 6-I0lı115116-a021— 2526301313836 
| fe) 4 12 a | wt 8 120) ee 
2 15 | 14 «se 1109 3 5 

£ 28 | 16 ! 13 8 7 | 3 3 1 
の 33 | 22 ! 20 | 15 9 | 7 1 2 
29 | 17 ! 15 | 14 | 3 1 
6 25 | 14: 21 | 14 | 9 5 | 0 1 
7 23 | 12 | 19 9 5 2 1 0 
B53 12 6 9 9 8 LS 0 











BD ts 1 LEA CSS eR 20 SEAHEC SEOD FRY AE HE 思 せ DRIER 


MEAS 2 RE RE TEE AR 15 ET) AS OD ROPE: UL III 7% 
QD, STORER CLLR 10 SE eR fe SSC EIS PEAR Ute 


FL 7 OTN HOY TIMER DS ARE HEATHER 10 年 以内 に 全般 の 約 
EPH TA SSE EO, Zdrve ANE EB SDD ET A SHE 
WR iat D> FERNER LIBRI ARIZA HD. OS OFM DPD OD BA 
に な つた 根 捧 に も な る か ら . さ 考 べ られ る が 5 回 6 回 7 回 ミ 云 ふ 経 産 者 に な ち 


最終 分 學 後 10 ELIAS THEIR し た も の が SM 5 THE SO TAKE 
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LES HOSRNLETASZAF NS aD. 

(IV) ASF ENLIST BPR ATO FF 

自 大 正 8 年 至 昭 和 7 年 期間 に 営 教 室 を 訪れ た る RAAB 1910 名 中 生殖 器 出 
中 を 訴 へ た 者 は 1285 4 (67.8%) で ある , 他 は 訴 ふ る 所 司 々 で あつ て 統一 し 
難い . 

(V) 本 教室 に 於 ける 子宮 獲 腫 の 組織 和 的 分 類 

本 教室 に 於 ける 子宮 閣 腫 500 例 を 其 の 欧 生 部 位 姓 びに 組織 的 所 見 に より 分 
類 す れ ば 次 の 如 し 


(IE 478 例 (95.6 %) 
im TL BS 445 例 (93.1 95) 
Pha Tb RH 30 例 (6.7 25) 
ABO 74 例 (16.6 %) 
DEU 230 (51.7 %) 
nur 111 fi) (24.9 %) 
RE 20 例 (4.2 %) 
RT Br 1 は 例 (2.9 76) 
CH) 般 部 冶 5 例 (1.0 %) 
WR + fi) Wi Pb HG 1 Bi] 


(ML) 顕 部 及 膝 壁 獲 6 例 
ha 7 BH 
MH + Bl AHO" | 例 Hoty 1 例 
(IV) ee Az Sri ii > 例 
腺 Hi | 例 
fT 1 HR 
KA 2 例 Hay ı Bi 
BED TREE RE 1 例 
VERA 6 例 
fa ER 
BZA 4 例 rp Fy 1 例 REED ı 例 
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SUB 478 例 を 殴 生 部 位 に より 分 類 す れ ば 炊 の 如 し 
|) ERB 281 例 (58.8 %) 
mi EB 260 9 (92.5 %) 
AN ns Fb RH 30 Hi) (11.5 %) APOE 44 Hil (16.9 %) 
成 熱 型 128 fi] (49.2 2%) 中 部 型 58 例 (22.3 7%) 
腺 ia} 13 例 (4.6 %) 
Br RR RO 7 例 REE RAO 1 例 
(Il) SER 19 例 は .0 %) 
fd Pe BOR 
RAY 5 Pil (26.3 %) WFAA 9 例 (7 
中 薄型 ぅ 例 (26.8 %) 


(u) SURED 178 例 (37.2 2%) 
hi EH 166 例 (93.8 め ) 


Kaum 25 fil (15.1 %) 成 式 型 95 Bi] (56.0 %) 
hä 48 Hi (28.99) 
腺 3] 7 fil (4.2 %) 
Dae aa 2 BO AR 1 Bl 
Ra a RF ぅ 例 
uae RR Pe 1 例 
WI) ASFRSENC HA BP EOD PE IHRER BT ed 
本 教室 に 於 て 子宮 冶 根 治 手術 を 行 ひ た る 516 ee 
た る 者 154 Pil (29.8 %) で 内 100 例 に HES BAERS TASCHEN Fe 
HOT DH 29 Fj (29.0 %) Hd. 
LFA MOR NEO PIBIK KO LNAFHTFTMIEKOML. 
WERE 24 
MIAH 17 
RH 4 . 
Hh iY 
Se 5 


(ER In) じ ) 
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BRETTEN A) 
BT BR Pl TREO A) 
(VI) 合併 症 
本 教室 に 於 て 行 ひ た ゐる 子宮 冶 腫 の 開腹 手術 514 Plea IE Ze BD AH 
110 9] (21%) で これ を 細 別 する ミ , 

RENTE 321 例 (4.0 多 ) ヘル ニヤ 1 例 
Ah fe = 20 HA(3.8 %) 重複 子宮 1 例 
轄 卵 管 水 腫 16 En 卵巣 血腫 1 
ed 16 例 (8.0 多 ) 0 (7.476) RO FE RG RK 1 例 
MR tte 炎 6 例 J RE 1 例 
HE ie 12 fil (2.3 25) Up SR ENE 1 pi 
ie 30 FE AEE 5 11 fil (2.1 7%) If h 19 
ie 30 TE NE 2 例 
(WM 骨盤 結 締 織 肖 潤 程度 


記載 明か な ら る: OLS ME LTE OFE 度 を 2 分 類する さっ 





Dre let (ape AC 
| 治 こ な 314156, 7891101112131415M3|4|5 6 7 Gt IK” 次 死 の 百 分 
| qa us | FI 1 Re 
N 1 31011 2) 0 0 2 22 1 1:01 01) 3) 2)0| 2140 3| 14.3 


ー i 
+)| 0 1 0 00 oiuusgasdi 0 3 9 9 02 0 8 3.5 4 | 22.2 
+ 3 1 121 1 0031754466 3] 3/8) 4 6812.0 15 | 23.8 

IH) 2 5 444 1 63510 6 814 710161110 812) 14628.0 46 | 31.5 

HL S 5| 3 4 6 6 61311 12/2411 11/29 2111124 3027| 26652.0 80 30.1 | 








ト 上 表 の 如く 手術 例 数 の 約 生 数 は 骨盤 結 締 織 法 潤 姓 びに 癒 閉 の 甚 し きも の で 
HOD WED HH) に 相 営 する 者 の 65.4 WS FAME に 遊行 され た , FEO 
手術 の 困難 の 程度 が 推測 ほれ る, 両 し て 第 一 次 死亡 者 は 略 + 法 潤 の 程度 に 


に + 人 4 2 
OM し て 大 る 傾向 が ある . 


WE AMT TEE TE ZU Te 
る AD) NARA) PEE Praga sy At 














手術 完全 な りさ 思考 せる 者 


(Mi 


後 
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Kl Ä| 


年 度 ke) othe 
144 








8 








|e} 





| 
| 


昭 


er 14 Pe. 


| 
3 引 415|6|7 7\4 
| 











人 有 


和 年 度 に 於 ける Tan am | 1.25 
le Bee 3 1112] 9| 5412] 5 開 edh4hhes017 283124274030) 358 を だ 
at Ei I a Se | | | Kj BR 
ee = ee Patines ーー ニニ ae 
i 後 HC 1) 1) 2 1) iM EEECCCCR OCU Ray 
fe Ae AR WY) 2 4) 2) 3 sala) VaTııeasıade 42) 
; に 1 と 0 een (We es es Gs] win. 
mt KIM la |23 3} 2] 2} 1) 2} 1) | 2 6] 5) 5 65 228 
存 が | | ーー 
Pat eat a Da 2 = vain Saal to 2 rn 
61 年 以上 i 
iid | 年 以 上 1| | 1 ıı 2321/2) 1198) | 43 163 
weg ei u ne Bee | — — = FOR ニーーーーー 一 
at nie | 1| ı |1l3 1 212 21 120 
Fr に ee aa a sa a Ex: 
con 1/4) | a) /4 2 110 17| 89 
of 5 FE gs) 5) 3) 1) ı 6 3 6 41 5 5) 8| 310 72 72 
} 
手術 は 途 行 せる も 不全 な り し 者 
術 RE 
DIES Mm an 
i 度 alEı2|314516, |S|9 10112181415 AS 4/5 67 合計 aa 
44 U! (ER 
年度 に 於 ける 手 | | | 幸次 fr 
eee] 525 610 6 4|710H219 911 7,511.9 3 71111 RES 
RR | | | | | 第 ん 
ae BER? - 
町 7 ヵ | „ten 
4 ar 2) 1) 3} 3} 3} 2 5) 4) 7) 4 4 5) 245 4123316 a 
| I zi WERT 
fi 所 A WY 1) 1 3 Il, 31) 1 | 234 JE 
En FARM] Ng. 3/1 31 引 [i 4 | U2d5 31| SO 
| ーー | ー ーー ーーー | 
ik 1 tr リ a | 
3 イヤ キャ 1 11} j4se2 | |1|4 0, 49 
Hi iz 2 年 以上 | o o rl o 
8 年 山内 生存 aoe 2 
術 後 8 年 以上 | | o ai 4 
£ 年 以内 全店 | 1 
和俊 年 以上 3 
5 ELLA A fi . . = 
oy ee et | ” 
BRS TUES | 3 @ ig | 1 2 31| 21 
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開腹 せる も 根治 手術 不能 な り し 者 
a) 












































BE] ohaanehonahotlslalslel7 laa! al 
年 je | 治 正 21814156, 7 slg| 10 11213110 3 | 4/5 16 17 合計 | egy 
ees ey | jal | | に と 
各 年 度 に 於 ける | | Ar pe Ko 
押 不 本 と 思考 る | 143234 31325 3318 4 7| 3| 5| 4| 3 92 後者 者 
Bit | | | II = 
He fae 
A >, Re 1 1/1) 1) 1/3) | 1 1) 9) 2 2) 1 引 1 | 1) 1) 2) 22 AAP 8 
2 IR ヒノ ーー ah Ss 2 cet Pe Mes Rr fe oh ま ad i S| Be, N H 
在 所 不明 221 21 | i 3 1) 5| 4) 1) 2 3 1) 31 — E 
77T Hai IR ei A a Dart hoe eee | 
a 1 ı ı ılı (114 7423) 2 1 2 | | 29) 39 
eran OS Se SS Te Eee DE un ae ee ee ee 
術 後 1 年 以上 | AR | pie 
2 年 以内 生存 | | | | | | | | BB An, % Bit j 
術 後 2 年 以上 BEER Be 
年 以内 生存 | | | | | | 
ァ お ー ノ の * エー ar ge Eo — _ Se —— 
術 後 3 年 以上 1 ae Re 4 
4 年 以内 生存 . Ae = ae | | | a: mie ee ee 
thi (i 4 年 以上 | | [rw og 
5 年 以内 生存 x ae ED es DE Ree reer ee | 
MEAS: : J 























ee eh | 2 年 目 3 年 目 | を 年 目 | 5 年 目 |5 年 以上 
Kin fi ney ーー 

= 生存 Zul 228 163 120 99 | 8 72 73 
iii 人 i a St 71.49 | 52.63 | 43.42 | 39.04 | 31.58 | 31.58 
F 不 Tr Kl SO 48 29 24 22 21 21 
se 分 比 60.00 | 36.25 | 30.00 | 27.50| 26.25| 26.25 
Er 生存 = 39 | 10 5 4 | 3 3 3 
Wie 分 比 25.64 12.82) 10.26| 7.69 7.69 7.69 
線 生存 者 敷 | 347 | 231 154 | 1 197 114 66 | 96 | 
Mey 4p Se 63.68 | 44.38 | 36.60 | 32.85 | 27.67 | 27.67 








ト 上 表 は 猫 根治 手 術 が 完全 に 出来 た ミ 思 大 せら る ゐる 者 及び 手術 は 遊行 し た が 
幾 分 不 充 分 な 所 が あつ た 者 巡 び に 開腹 し た が 根治 的 手術 が 不能 な の で 圭 入 血 
PERM DTH LISI BOR, 腫 上 部 切断 術 , 或 は 昔 に 開腹 の み に 終 つ 
TIEDERHOBRBMEBANHELTOTHR. 

Eee 1 年 目 に は 綿 敷 の 63.7 EA し て 居る が 3 年 目 に 


($44.4% SEO, 5 年 以上 生存 し た も の は 27.7 SOT. 
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全 此 等 の 開 係 を 彫 志 する さ 次 の 如く に な る ゐ . 





線 ば 計測 値 に ょ る 曲線 


x. R tr 


NO 
\ 
a 

x 

\、 ド 

IN SE 

‘ a a MIE = 
HE 











Beam ABBR TEEETATEU HR O 
ARTEN /EAF FE 
FREIEN BS TR TED EF FO a IA FEN E ATED = AMR 
る , 全便 宜 上 生存 者 例 敷 を 百分比 こし , 之 れ を N で し , 手術 時 を 標準 ミ し た 
時 を t に て 示す も の ミ せ ば N は 勿論 t の 函 敷 に し て 手術 後 時 日 の 経過 に 従 ひ 
彼 竹 術 者 生存 敷 の 洒 次 減少 する は 容易 に 想像 し 得 べ し , 然るに その 減少 座 
= は 手術 の 完 償 も 赤 一 定 の 影 用 ある べく , 依 0 て 一 = KHLIELID 
AMT B % OSM UME ULF FE MOTE 2% RT Ke PS L- 
が tp に 逆 比 例 す る さす る ミ a PB | 
dN 1 


a 


~ at tp 
な ぁ 彼 分 方 程 式 を 但 , 此 れ を 積分 すれ ば 
a | 
p—I tp—1 


en =A P-1=-B に て 示せ ば 
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N=A-z- 
EDEN, COBB RAL 

log N=a—8 log t 

但し a=BlogA THA, これ に より 本 教室 の 過去 22 年 間 の 手術 に ょ 0 

生存 者 敷 を 示す 法 式 を 求め る ミ さ 

log N=1.798569—0.501351 log t 

(N は 生存 者 敷 , t は 治癒 年 敷 ) 
な る 式 を 得 , これ より 算出 し た 値 ミ 資 測 値 を 比較 する ミ 炊 の 如く 極め て よく 
一 致す る も の で ある . 




















1 年 目 | oe | 3 年 目 | 4 年 目 | 5 年 目 
観測 値 | 71.4 | 57.7 | dla | 97.4 | 44.4 
irrt | 70.4 57.1 50.0 47.3 | 45.5 
\ Bl N 24-4 
Rh t =4 の 時 で NN Nal se X100=4.5 で ある 。 此 の 場合 
NHn 


t=4, DS 4 EHRE SEN ADELS AER eHE SD SMR FF 2D 
放射 を 行 つ ナ 者 を 合併 し て 考 へ た か ら で あ る . 
次 に ラチ ウッ 後 放射 し た も の を 除外 し 昌 に 手術 の み に よ り 治 療 生 存 し た も 
の に 就 いて 此 の 法 式 を 適用 する ミ 次 の 式 を 得 、 
log N =1.847399—0. 285589 log t 
CRU UT at ML = BLE = eT SBI KS KTS. 





| 1 年 目 | 2 年 目 | 3 年 目 448 | ぅ 年 目 
| 壇 潤 値 | 71.4 | 57.7 | 51.4 | 7A | 4444 
計算 値 70.4 57.1 50.0 | 47.3 45.5 


4 m — N 244% に 
最大 偏 倍 は t=3 の 時 で x 100=2.7 さ な る 。 


次 に 手術 後 ラ チ ウ ム 後 放射 を 行 つ た 者 ミ 手 術 の み に よ つた も の ミ の 条 後 の 
経過 を 調査 する ミ 炊 の 如く に な る . 

手術 完全 な り ミ BBLS 者 の 内 ラチ ッ ウム 後 放射 を 行 は な か つと た - 者 は 合計 
149 名 で 其 内 7 名 は 第 一 炊 死亡 し , 2+ 名 は 在 所 不明 で 共に BROKER 
祭 し 得 な か つた の で 此 等 を 除外 する ミ 残 0 68 名 なり, その 内 5 ぅ 年 以上 生 




























































































n 1 | IH 
| sr =f ae" | ‘89 00° #9 91 syn 6 a 49°99 ze | 98°09 w | Er i 
” Er Rn ER z 5 。 | PM tas r 
6°89 0g |0009 | 99 00:9 | 9 | saves 8 eS" OL FS | Fg" 19 8 Tia § 23 
| a car . =F 3 c@ 
3° 07 69 m m | 00°89 LI Gg'68 IL | 56°S cg | 86'249 9 ES ae 
. )G ey > | . > ァ "7G | > N * e 25° A と | 3: fi MG G 
CF’ 6L SG CP 92 0S | 00°#8 Is 6'6G SL S0 "ん LE | 6F°64 69 | Tr: bly LSM 
Be eS See oe ir = ee Wes ae e IE 
> | © | 6 | > で I | IF: ily 1 Le 
: | 5 Et cc 
ME Be AT & 8 AWA Bi mu HE: wat 6 ee sy: Wat & 是 Im: dh: su A ME i 2 
sy 寺 cvs no ンド な 0 i 
9 Ig | 5 | L v v3 | my MW 
1 — a EZ Sur na vi en Er rt an ー 4 > 
| LOL | | Fg Lb au 
一 aa Zu i om 
6 | m. |  % e ge er er 
REV OLA [HED 0 2 Te & REAGIERT El RID RD STE “= 
ER Zen mars € EUR 4 GLOW | BT GL CBM Hr r £ oO | MATELCHM 
SM ES AS % % Jy f % % J) f 
SENG S27 BES OP THF ROW AT OF 
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ea 
存 - 用 
者 1 2 
ei # 7 —— — 
2 RZ N 
H \ a es 
~ oh | 2 Mt ee | 
AK 
bu 0 
+4 | | 
a N 0 \ N 


i \ a 
~ X \ Hrn Mh 


N ) : 
NGF FMM ER u \ 
フウ,。 徐 放 負 も \ 


N 
N 
4 


av T | * 
age 
IT 7b Kachle \ 











/#0 740 #8 438 348 Ak 
ad JIB 348 449 590 —° GER 74 線 は 計測 値 に & 2 HR, x A 














存 し た 者 が 名 ある か ら 治療 
BO EEG. 
Ai ュー 然 あ に 一 方 手術 は 完全 で あつ た 
\ が 更に 術 後 ラ デ ウ ム 放 射 を し た 
IN & OSM 52 名 で , 内 4 名 は 在 
a RU S 75 ) TEST ES 
で あつ た か ら 残 9 48 名 さ な り , 
ーー | #098 27 名 が 5 年 以上 生存 | 
た の で TANK BME EAE (S56 % 
CHA. 
DHINIKOTHASEN 
BL ip U Zi 2 が 手術 完全 な り で て 思考 し た 例 で 
# 術 後 ラ チ ゥ ウム の 放射 は 理 人 の 例 で は 大 し た 意義 を 有 せ な か つた . 然し 術 後 
ッ チ ウ ュ 後 放射 を し た 例 で は 3 人 年 , 4 年 の 生存 者 が 比較 的 多 か つ た の で 
これ に は 注意 を 挑 ふ 必要 が ある の で は な か ら 5D. 
手術 は 途 行 し た が 吾 人 の 満足 出来 る 程度 で な か つた 者 は 全部 で 122 名 , 内 
ラチ ウッ 後 放射 を 行 ふ た も の が 27 名 で , 在 所 不明 こなつ た 2 名 を 除け ば 2 


> HR 
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を ょ な る , その 内 5 年 以上 生存 者 は 15 名 で , ARMEE 60% CH A. 
ょ ろ に 一 か で 手術 が 理 人 の 敵 足 出来 る 程度 で な か つた 者 で 稚 後 ラチ ウッ 後 療 
行 ひ 得 な か つた 者 は 縄 敷 95 名 , 内 術 後 死亡 5# 名 ミ 在 所 不明 ミ な つた 7? 
を と 除外 し , 残 0 HAT, その 内 5 ヶ年 以上 の 生存 者 は 僅か に 6 名 に 


BR 


な か つた , DARM 17.6 ASEH. 


印 も 手術 が 理 人 の 消 足 出来 ざる 程度 の 際 で は 欠 後 ラチ ウム の 後 放 射 を 行 つ 
た 者 ミ 其 の 僅 に 放置 し て 置い た 例 ミ の 間 に 3 倍 以 LDOGRANER LEO T 


NS FAROE IAAT BE CI BF FD ROM KAS 
きこ こ を 比較 する さそ の 間 に 和敬 くべ き 差異 を 見 る も の で ある . KENNT 
席 せ ば 吾 人 の 手術 が 満足 し 得 ざる 程度 で も あつ た も の に は 和夫 後 起 非 共 後 放射 の ) 
必要 を 欠 0 理 論 上 の みな ら ず , CEL LORI THOM eS S & OD 


人 で ¥ 
Ud). 


第 四 章 REIN 2 TEE TARRBBHTREAE 


» 


( 1) 手術 可能 座 に 就 い て 
FARE RHE DELETE ER DDR. 第 一 れ を 決定 する 人 に よ つ て 
異な る は 勿論 で ある . 従 つて 同一 教室 で も れ を 決定 する 個人 に よ つ て 差異 


BHD. 面 し て 一 が に は 之 れ を 決定 し た 人 が 手術 を する ミ 定 ま つ て 大 ら な 
い , LPG O SBE LE EDC EAE Me RA Tih L THIEL RA 


ih 


ISDN TIER ES MAMED RG Chi 3, HOMER Behe 


DIET ORHAN Ze WET BITTE TREO CRA OL & AREIHR; 
FALEANTA-KETT 5 AME nee HADNCH 2 GE S Art ei % th 
) 教 室 ミ 比較 する 等 の 事 は 全く 意義 な き 事 に な る . 


多年 度 に より 病 土 進行 の 度 に 著 し wen 見 る も の で 同 じ 人 が 之 れ を 決定 し 
て も 年 に より 患者 に 非常 な 差 が ある 事 は 内 外 等 し く 認 むる 所 で ある . それ で 
同一 人 が これ を 決定 し た ミ し て も 時 期 に より 差異 が ある の で 吉 年 度 に 於 ける 
手術 患者 に つき 絶 圭 治 療 率 を 調査 する 時 に は 其 の 年 度 の 手術 可能 浴 を 用 ふる 








ここ に する が, 之 れ も 患者 著 の 多い 所 で は あま り 不 都合 も な いか も 知れ な い 
が 患者 数 の 少な い 所 で は 矢 張 0 何 年 間 か に わた り その 期間 内 に 於 ける 患者 で 
調査 せな けれ ば 統計 の 如き は 非常 に 不 唯 貨 に な る 恐れ が ある . 此 の 場合 で は 
年 々 異な る 手術 可能 率 の 座 均 値 を こる か 政 は 度 敷 分 布 の 法則 に より モー ド を 
取 つ て 手術 可能 卒 を 定め て 算定 する 位 で あら 5.・ 

本 教室 で は 緒方 一 人 で 手術 の 能 , 不能 を 判断 し , 且つ 子宮 部 の 手術 は 終始 
一 貫 余 1 人 で や つて 居る の で 非常 な 獲 動 は な い 管 で ある . 又 一 般 に 認め られ 
て 居る が 如く 近年 其 材料 が 著しく 悪化 した. 然し 手術 可能 の 範 園 は 滞 次 廣 め 
5 れ て 居る , 此 の 事 は 手術 に よる 娘 出 標本 が 其 の 事 綿 を 誇 明 する , 新 く 病勢 
の 進行 せ し も の を 手術 し て 居る た め に 此 の 手術 を 初め た 頃 に 比 し 手 箱 を 重 
ね る に つね 手術 が 次 第 に 手 に 入る 様 に な る の は 党 然 で も ある べき に 拘ら ず 第 一 
TIES ROTH VG Liz, 全 優 り に 手術 能 , 不能 に つき て は 次 の 四 項 
を 標準 に し た . 

1]) 閣 腫 患者 に 就き 電 に 外 診 及び 内 診 等 の 検査 の み に て 手術 能 , 不能 を 診 
HERAN. 

2) 手術 を 試み 覧 際 手 術 可能 な 0 LORD RPVEL A 60). 

3) 手術 を 行 ひ 其 上 吾 人 が 手術 完全 な り ミ 思 教 し た も の の み を 手術 可能 で 
あつ た ミ し , 他 を 全部 不能 な り し 者 ミ せ る もの. 

) 1) 及び 2) の 場合 上 25 し 者 。 

以上 の 内 2) の か 法 を 探る 場合 営 教 宝 に 於 て は 主 ミ し て 有料 患者 で 従 つて 
F 術 可能 こ 思 直せ る も の を 選 控 的 に 入院 せしめ 難く , 患者 の 意 に より 手術 不 
能 の 者 も 入院 する の で ある か ら 之 れ に より 手術 可能 牽 を 算定 する の は 欠 り 大 
な る 誤 り は な い ミ 思 は れる の で 此 の 場合 の 手術 可能 座 を こつ て 絶 時 治療 座 を 
計算 する ミ 炊 の 如く に な る . 

(』) 本 教室 に 於 ける 子宮 猫 根治 手術 絶 圭 治 癒 座 

5 儲 年 以上 (根治 手術 後 ) 生存 し た 者 を 永久 治 應 者 ミ 見 央 し , 一 般 に 行 は 
れる 如く 5 年 前 迄 の 隆 術 徳 数 に 就き 大 ふれ ば , 














ほ 条 な 信行 さ し 者 | 手 衝 先 全 | 手 mr a 
_ 永久 治療 系 | 43.84 | 87.14 | 35.00 
死 亡 - | 











29.77 | 23.38 43.44 





TRIER = 82.19 ( (2) の 方 法 に よる ) 
ウェ ン テ ル 氏 式 に よる 絶 時 治 癒 座 
術 を 途 行 せ し 者 36,06 


FMF O LS BE TAF 46,96 
Fi A5C 415 OS RSET OK 28.77 
IUPFARAY RRC SARA 
TWEBTELH 25.30 
手術 完全 な り ULIMZT AH 35.98 
SW Resets O LTT OH 16.27 


we 子宮 犯 根治 手術 に 用 ひ し 麻酔 法 





a om Wo ma 
クロ ロホ ルム 。 も + we 6 | oo 0x 
AWIEO A ink YL | 156 50 32.05 


VERA MEE & EMER OE | 196 Br Pe 





+ 
EL Fi 





WEA RENEE WOMEN | oe we op 
を 併用 せ し 者 7 iar 








VEREMERE EALOMERRAREN | gg) 18.4: 
ECK | | 
CARA SRO | - 
)9 2 
MAE MEA FERNE € ME, 0 18.35 
HME MEMEO VCH | 100 16 eye 











WH EE CSIRO Vat 1 FY - RIES L, 其 後 メト バ ィ ン の 腰 
ME TO ZU TER TEIL 2 en rn 2 FRB A BRE 2 FF 
KEICEER LEE TED N RS REF Tr WEI LZ 
NA DREI AL, 不 充 分 の 場合 に は 更に クロ ロホ ルム の 補助 


吸入 麻酔 を 行 つ た . 








- 828 


Rik? FE CARD Yat 1 デル リ SR IER LU beh 4 > OWNED 
を 行 ひ , MRFEAOYRNE7 Tun 2, L—F LOMA MME HO tf. 

KE. 4 BE CSBD vat AF UY Sala bY BIEL, 次 で 
Ab v4 > ONE HED Ze FEAL, PIRIETORRS 7 BRA, エー テル 吸 
A Sih TO t. 

RAE 5S 年 度 で は Yat 1 F UY Rh ba eA ARS EY Aid 
ナル コ ボ ポン ・ ス コ ポ ラ ミン | を 注射 し Cro b wa 9A vy (0.049) の 腰椎 
mite tL, 之 れ に エー テル , クロ ロホ ルム 補助 吸入 度 酔 を 施 し た . 

犬 正 7 年 度 で は クロ ロホ ルム ,。 エー テル 吸入 麻酔 の み を 使用 し た ・ 

大 正 8 年 度 及び 9 年 度 で は 陀 め ゆり ナル コ ボ ポン ・ ス コ ボ ラミ ン 」 を 注射 し クロ n 
ホル ム 。 LF WA WAT te. 

大 正 10, 11 年 度 で は トロ バ ュ カイン (0.05 HL) で 腰椎 魔 杏 を 行 ひ , Ach 
の さき に は クロ ロホ ルム , エー テル で 補助 吸入 腐 酔 を 施し た . 

大 正 12 年 度 で は トロ バ コ ヵ イン (0.05 HM) で 腰椎 廉 酢 を 行 ひ , クロ ロホ ネル 
Ly エー テル 補助 吸入 麻酔 を 行 つた . 

大 正 13 年 度 で は クロ ロホ ルム ,。 エー テル 吸入 魔 酔 の み ミ した. 

大 正 1 は 年 度 の 前 三 分 の 一 期 , 後 三 分 の 一 期 は クロ ロホ ルム , エー テル 吸入 
AED ACHES b ova 4 » (0.05 IL) の 腰椎 魔 酔 に パント ボン , スコ ボ 
ミン の 注射 を 併用 し た . 

大 正 15 年 度 で は 大 部 分 クロ ロホ ルム , エー テル の 吸入 鷹 酔 の み を 行 ひ , 一 
部 トロ パコ カイ ン (0.05 I) の 腰椎 麻酔 を 併用 Utz. 

昭和 3 年 度 で は スク ロコ ヵ イ ン (0.5—2.0 $6) で 腰椎 廊 酵 を 行 ひ A Wie 
を 以 て 補助 し , 後生 期 は トロ バ コ ヵ ィ ン (0.05 KL) CHEHE ME OAS Utz. 

昭和 年 雪 後 は トロ バ コ ヵ ィ ン 腰 椎 訂 本 の みさ し, 其 の 量 を 0.06 EOD 
き は 0.085 K, 79.09 MIC RATA EAD. これ で 不足 の 場合 は エー テル 
DARD BA oi 2e 4 > Tv TR TARA Liz, END ME * 
MEF Tuer PERLE EDL HV. 


本 教室 で は 大 骸 上 記 種 々 の 訂 酔 法 が 試み られ た . 面 し て 上 表 で は 不幸 の 例 
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ER OS RD FUN. 何 さ な れ ば 此 の 内 の 約 四 分 の 一 が 心 
Be rene eee を に よる も の で あり , HRD 
響 は 主 こ し て 心 職 自己 に ある の で ある か ら 此 等 の 開 係 は 後 章 更に 記載 する 
(Se HEA) fae BM = CREAT DDS MIE HS CI BO MEA TERS Di Ze FES 
鍵 の 進ん で 居 ら な い 者 で も 心筋 の 疑 性 を 認め た も の が 多い , 此 等 の 例 で は モ 
Met, スコ ポラ ミン の 注射 及び クロ ロホ ルム は 非常 に 悪影響 が あつ た ミ 思 
は な けれ ば な ら ぬ . 従 つて 種々 の 際 閑 的 検査 法 に より , 心臓 機能 を 概 し 心筋 
) 汐 態 を 推 祭 し て 陀 め ゆこ れ に 備 ふ る は 勿論 な る も, 丈 に 老人 # 
は 動脈 硬化 症 等 に も 深く 考慮 を 要 し , 之 れ に 


場合 に 應 じ 夫 々 手術 の 範 園 程度 を 伸縮 せ ば 


WO |= 4 多 HE <hr C 


WS THE OY LIER HU 
AFA ARG を な A PIS FEI 7 


を 増す べ 
第 一 次 死 記 座 は 著しく 低下 し , RIED 


に 後 放射 療法 を 應 用 せ ば 治癒 
卒 の 如き も 赤 恐 らく 上 時 す べき も の で あら うぅ 
第 六 草 子宮 韻 根 治 手術 に 際 す る 死 記 例 姓 に 割 検 例 
(1 ) 死 記 例 


KE. 10 年 より 昭和 7 年 末 迄 の 本 教室 に 於 ける 閣 手 術 後 第 一 次 死 
に 就 い ~ ; 


就 いて 其 の 死因 を 調査 する に (ERB 39 例 を 合 
1) 


rts) 
EIG KOZELEH TBP HD SF 66 名 
2) 心 識 衰 器 に より 死亡 せり ミ 思 却 せら ゐる ヽ 者 38 名 
3) 人 後 出血 に より 死亡 せり ミ 思 城 せ ら る ゝ 者 5 名 
紅 他 腸 狭 容 名 , 


RUSE 3 名 , 肺炎 2 名 , 粟 粒 結 核 ? 名 , 肺 栓 寒 及 び 再 義 
= 2» 7 
- /h ldo 


SIE PORTE BS BYE IE KO MU TI- EB COS. COE 
RIS & KILNS PNA 2 SH CHOOT, ik! 推定 し た 
死因 は 左 程 訓 り で な か ら うさ 思 は れる ヵ . 

信心 臓 奏 弱 に 


より 死亡 し た ミ 思 城 せ 5 る ゝ 38 例 に 就き その HES DAR 
\ 調 査 する さ 次 の 如く に なる. 
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REE MENS DD 6 PRLS DEE a も の が 多 
DA REE US. R= FER 
ea FA AN) CEH AD RHE Dove PRY Ra NS Tr, 
DUG 22 15 Ss = ABO SAAD (= 
却 つ て 心臓 死 の 牽 が 増加 を 示 ! 
た 例 で は 吸入 麻酔 薬 の 量 は 極め て 少量 で 


Keret True 


ENEFDOHULIE TEE LALOD. 
を 併用 し 


た . WBE DAE SR A Dh = 


RIE 4 PVE ROTER, 


勿論 此 等 の 死亡 例 に 


DH he ウ 
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4g で あつ た 。 


We MEF TMD CHA. 
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DIE 2 71.121020 1 
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RL 


- 衛 約 出来 た が 


HE BE MEMADIE LOPS 8 OCHS ABIL 


Re CEO FIE & BE 0, 
QAO 5893, winnie 々 の 開 係 が ある の で 此 等 心臓 


Ti 


弱 に よん 死亡 全部 が 廊 酔 に 原 囚 し た も の ミ は 思 へ な い が , 鷹 酔 法 が 必ず 其 間 
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も の が 多 か つ た , Mi! 


は 相違 な い . 


iG, 


KB. 
BR BADER Ze th Te. 
CDH 4, 


+9 557 


fe) DEE Fre, 
ENTER IKEA 22 BB Te. 
Foe 1 By EE Ae OB t= A < 


て 此 の 40 例 中 12 PLS OP TEORELTE CHEE | 


» LMR 
ya 


(DS EDIE NT 


ir 
L 


Ze 5, 6 [i= Mk 


10 


き 








1) 


331 


心臓 衰弱 に よる 死亡 例 (12 Pil) 
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( 1 時 間 55 分 


SH トロ パコ カ ヵ カイン 0.05 
RAD | アロ ロホ ルム 22.0 ae 
BE | Fu some Mi 
Je | (4657 
Ba | 7 クロ ロホ ルム 6.0 |, ya we 
Kan | 2 FW 60.0 |" M に = 
(5) 67 分 ) PER 
Femi | | クロ ロホ ルス 13.0 VOR Bit 
4: PEI エー テル 8.0 |\kK & Bk wy 
(58) 3777) SF FL 2 AG Me 
MH クロ ロホ ルム 90 WW 
腺 ェ エー テル 70.0 心筋 褐色 壮 縮 
(3% (10057 | 
トロ バ ュ コカ イン 0.095 | 
グロ ロホ ルム 5.0 | 心筋 褐色 壮 箱 
PR エー テル 45.0 | 心室 撫 oR 
oa (67 ガ 
Ki: | mo kr A 9.0 pane ee 
AG | | エー テル 33.00 EM - 
(32) | 43 分 Le fh J Me 
SEI) スク ロコ カイ ンジ O.1K Pr 
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RN = Oe ze iL» ith #85 16 BSH 
\ i.) UJ 
| | Beni クロ ロホ ルム SIE). ra 
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u) HE 名 | 断 | Wit fie ep ame 
1 5% a Br | ce 『 i ER § 
Hr ahi 。 手術 日 ) ir Mr "uk ae 手術 Br | (手術 所 要 時 間 ) 腹腔 所 見 
佐 〇 ョ | | | 月 it en = if 
1 に 正 10 年 | 36 | 6 |9 a ki0 ヶ 有 モグ ロロ ホル ム 30 OR a iO) te RPE 
月 1 日 | | | (arene 477) Ki 
| | won /| | 
トー 
隅 び す 〇 | | | SI een a ) 05 
2 | 大正 13 年 38| a A] we m | EM (8 分) 0.09 務 膝 内 出血 
un 29 日 | | | | (5) | 
有人 
| | | | 
yi. 大 | | ; | | & PS eas トロ マコ カイ ン 0.085 
昭和 7 年 132 不妊 営 日 Er Hh Hl モル ヒ 子 。 アト ロ ピ > 
10 月 28 日 | | | | (不全 ) | (2 時 間 ) 








DREIER Ze SL, 軍 に 心臓 雨 心 案 の 振 張 ミ 心 筋 の 脂肪 
BEL, 褐色 生 箱 を 見 る の み で ある , 此 れ は ウェ ルト ハイ ム の 心 職 論 詳 に よる 
HE AO TRIE SETH D. KORE AMORIE RS MH CHIE 
NZ KDME CHS. これ は 本 教室 に 於 ける 死亡 例 の 比 
係 ミ 全く 一 致す る < 

mS A SESE 22 PHHIT DAN CBHdt ve +, アト ロ ヒ すす を 注射 し た 例 

(SRA WEED Be SRT Lt ENO TC BUHL SLICBE TD. 

WADMES UCI SACS MATS EEE FAN 0.2 HALO O MO TIR 
埋 の 革質 の よく な る の を 待ち も て 手術 し て 居る が , 特に これ に よ つ て 好 結 果 が 
表 は れる 程 で は な か つた が 術 前 際 め 質 恋 答 利 新 が 何 か の 都合 で 葉 へ られ な か 
つた 例 で は 倫 然 か も 知れ な い が 心 臓 論 弱 に 接し た 例 が 多 か つ た 様 で ある . Z 
セー a de Senoen ee 

RIKEN HS TS DBRT (LD DOIRGE PARAS AHH EU > be 
ee ae eae eee 


な い の で 彼 起 論評 する こさ は 出来 な い が 充 分 材料 が 集まれ ば 自然 正常 な 見 解 


が つく こさ る き 馬 ぁ 。 
未 都 帝 大 婦人 科 教 宝 て は 癌 疾患 者 の 心筋 奏 弱 の 診断 に 就き 大 略 炊 の 通り 底 


表 さ れ て 居 ち る 
エレ クト ロカ ル ヂ オグ ラム で RT. Op FE AE ap = ABA 四 應 に 低く 且つ S の 








338 
































死亡 例 (3 例 ) 

RRA | ORME | 肝 工 所 見 | RRR | BMRA | 共 他 の 所 見 
- | | 
> x m Mi IE 色 x fi. FR WOME, 胃腸 
BLUES ine 見 性 肺 笑 脂 肪 3 iF - dn ZF 5 
| ー 一 | 
EA 用 Ja HA i | ~~ 
| = ae See 

| 

” % wi ; ‚un pe > - | 肉 職 一 般 に 貧 

Deren I a id a sm Ct i) 








練 の 形 が V 字 型 を 取 5% Ore Wifes し , Q.R.S.T. MoD «a O HIRT 
PRD EE) UC S DS VPA ts Ute ER PES L, 之 れ を 基礎 ミ し て 検 
人 査 し た 成績 で は 手術 可能 の 子宮 閣 忠 者 中 健康 心 咲 ミ 思 城 さ きれ た の が 40%, 
13893227 %, 心筋 紹 性 12 ZT, TETREDER Cd EDD 29 %, 心 
md 42%, EEE 用 で あつ た . 
以上 の 如く 手術 可能 の 例 に て 其 の 内 2 CAM DS HAUL MOF MR 
封 し 最小 限度 に 12 ZERO いも の ミ 見 な けれ ば な ら め ぬ , 心筋 論 
YORE TERRA PIERRE CINE EEE 
SBD EDCH AD URED DE DER Cd MUL ZAK (SAREE DES I 
S 7 RDP SUES Cia, RE, BBE AE IK (SUE OTERS eh 
ふ 必 要 が ある , PBA %Ri= Ut NM CM 200 FEL LTE FE 
に 注意 せな けれ ば な ら め , MUMOBO HOLS Bd rv v.- 2ER NT 
血 應 の 下降 を 認め た 時 手術 を 行 ふ 事 が 安全 で ある , Mb UPB ED HEM 6 
れ た る 場合 に は モル 上手 , アト ロ ヒ すす 類 の 注射 は 之 を 選 く べき も の で ある ぁ る, 
手術 可能 の 例 で も 此 等 患者 が 50 歳 を 越え て 居る 様 な さき に は 放映 療法 に よ 
る 方 が 完全 で ある が , SEC EZArU AT 8 PAE RAIL, 手術 
時 間 の 短縮 を 計 9 後 で 放射 を 行 ふ で きも の ミ さ 思ふ . も し 患者 が ぅ , 60 歳 に 近 
YT EMLC AORN Ah 2 RG Lt & DCA AUER EAE TE HAR 75 WIE 
TED KBR eo 0 AULT CAD TUI O B PES 2 Be 





Rm 
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HL, BbrV2runan FF ZZ. KIM TEL し て 区 も 心筋 
に 鍵 性 の 微 を 見 た な ら ば 獲 の 根治 的 手術 に 封 し て は 和 め 危 陣 卒 が 甚だ 高い ミ 
想像 し , 白 己 在 挫 の 経験 に より 其 虎 置 に 就 て は 充分 に 考慮 し ee 
の 大 な る を 推定 し , 場合 に より て は MAIER RI Dee TAOS 
5. 

50 歳 以 上 の 者 に あつ て は 大 な る 危険 を 犯し て 根治 手術 に よら ん より 起 に 
2, 3 年 に て も 其 生 命 を 延 す こさ に 努力 すべ きも の で あら 6 I. 

前 癌 に 未 べ た る が 如く 本 教 宝 で は 手術 が 完全 で あつ た ミ 記 載 し て ある 例 で 
は 術 後 放射 し た も の ミ せ な いも の さ の 間 に 永 久治 療 を 得 て 居る 卒 は 全く 同 敷 
で ある が , 手術 が 不 完全 で あつ た 例 で は 術 後 放射 し た も の ミ 其 位 に 放置 し た 
も の ミ の 間 に 永 久治 鷹 率 に 大 差 が ある , NT LU bMS HE 
を 推定 し 得 た 者 に は 手術 2 完全 を 期し 危 陣 座 を 高 ら し あめ る より 0 堂 ろ 手術 完全 
の 春 は 低下 し て も 手術 直接 の 危険 を 避け 不全 の 所 は 放射 で 補 ふ も 相 常 の 成績 
に は 達する も の ミ さ 思 ょ ふ . 殊 に 老人 で は 手術 の 危 隈 奏 は 多い が 放射 療法 の 数 果 

を 見 る こさ も 恋 多 い 事 に は 注意 を 挑 上 ふ べ きこ さ で あぁ る . 


第 七 章 子宮 癌 患者 の 王 術 前 後に 於 ける 血清 蛋白 脱 様 和 能 


之 れ は 本 教室 に て 岡田 刻 吾 の 研究 に よ つ た 成績 で ある , 先 づ 健 康 非 妊 婦 に 
就き 血清 蛋白 脱 様 状 態 を 調査 し , 次 で 本 教室 で 組織 前 に 唯 診 し た 子宮 閣 患 者 
(BES FATA MLIMAEERBREARE EAE L, SCORE ICOM ne L 
て 、 条 前 の 汐 態 ミ 比較 し , 以 て 条 後 の 経過 ミ の 間 の 開 係 を 観察 し た も の で あ 
A 

RIO RR AG 72 VEN APHE TS AL SCHI WÄRE FTHAND TH 
ー の 方 法 で 検査 する 事 に し , MOEN IEA ZELL 3 ZNTHOM 
績 を 比較 する 事 に 留め あな けれ ば な ら め ぬ , 岡田 氏 ハ プル フリ ッ と の 屈折 座 計 を 
HU, スイ ス 氏 の 表 に より 算出 する 法 序 ち ロ バー トッ ン 氏 法 を 用 ひ た , 74 
ブリ ノー ゲン の 定量 に Lendertz Glomelski の 法 を 用 ひよ た. 

先 つ 際 条 上 健康 な り ミ 思考 せる 非 妊 婦 の 10 名 に 就き 概 査 せる 成績 は 下 の 
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通り 


年 均 値 年 齢 は 17 Bek O 32 歳 迄 
JF RARE 1,470 THIF iy 5,519 
グロ ブリ サン 2.316 A TE 0.219 
フィ ブリ ノー ゲン 0,163 HAE Ae 7.654 
Fir Se SP ae TS Dh 2,604 


Ln 


iis ME tee ce BS eK 


共 の 成績 


Kb 手術 | 


再 概 査 


余 が 根治 手術 可能 な り ミ せる 患者 3S 名 に つき 
RL, 次 で 根治 手術 を 行 ひ , 術 後 下記 の 期日 に 


を 比較 すれ ば 下 の 表 の 通り で ある . 


を 施 し , 


状態 48 Pi 
































手術 可能 な り し 子宮 部 患 者 血清 算 白 腸 様 
FR: FOR se Ae To od 7 7 
aT! py Fit 日 アル プリ | リグ" ロブ か SEEN A 
HK ‘ 名 人 a: | 4 Brite | eae Ng = > RR 自 量 | G 
1 th a 2371X | 1.35 | 5.24 | 3.45 | 0.26 | en.“ 
| | | 218 1.39 6.02 | 2.87 | 0.25 | 0.28 | 8.89 | 2.10 
2 HOxO ag X 1.30 4.04 | 3.34 | 0.57 | 0.52 | 7.38 1.2 
| 16H 1.44 | 4.62 | 2.24 | 0.41 | 0.43 | 6.89 | 2.06 
2 みつ ッ O a MX | 1.35 | 5.90 | 2.30 | 0.28 | 0.34 | 8.20 | 2.56 
= "| 14 日 1.44 4.87 | 2.69 | 0.46 10.43 | 7.56 | 1.81 
9X 1.76 | 5.07 | 2.84 | 0.32 | 0.24 | 7.91 | 1.79 
| GLO a 4S| 17H 178 4.24 | 3.09 | 0.34 | 0.34 | 7.33 | 1.37 
| | | Ae i 
と | 15X | 1.68 |5.34|2.3010.34|0.2817.64| 2.32 
5| 』 YO) |4: x : | | 
MOYO 45) 19H | 1.49 5.52 | 2.13 | 0.34 | 0.22 | 7.65 | 2.59 
6 OAC |45| 10K | 1.44 | 4.67 | 2.58 ye | 0.37 | 7.25 | 1.81 
21H 1.63 5.34 | 2.12 | 0.39 | 0.28 | 7.25 | 2.58 
rn lg SX | 1.20 | 4.97 | 2.33 | 0.27 | 0.39 |6.30 | 2.13 
1 FOKO Mocha) 1.44 | 5.24 | 1.93 eher Iz.ı7 | 2.71 
A og 16/XI| 1.39 | 5.35 | 2.40 | 0.26 | 0.24 | 7.75] 2.23 
ss Pia ** 967 1.68 | 5.85 | 2.32 | 0.33 | 0.45 | 8.17 | 2.52 
9 佐 つ サ 57 25/XI に 1.98 4.69 | 3.50 | 0.14 | 0.37 | 8.19 1.34 
ae | 3 日 日 “XDA | | a 
| | 13/XI) 1.49; 3.72 | 3.38 | 0.41 | 0.37 | 7.10 | 1. 10 
10) iff 15 24H 1.76 3.97 2.27 0.34 | 0.24 6.%| 1.75 
| eae 
1 #20 [57 2X) 1.44 | 5.29 | 2.56 | 0.37 | 0.47 | 7.85 | 2.07 
las 1.49 4.38 | 2.33 | 0.39 | 0.37 | 6.71 | 1.88 
9 た の ゅ の sl al 1.49 | 4°46 | 2.16 | 0.27 | 0.24 | 6.62 | 2.06 
7 "| 254 1.49 4.94 | 2.04 | 0.25 | 0.26 | 6.98 | 2.42 
13 FORO |sg ZI 1.54 14.73 | 2.86 0.39 | 0.28 | 7.59 | 1.65 
a a inte fy Da 1.49 4.31 | 2.13 | 0.27 | 0.30 | 6.44 | 2.02 












































































































































45, 15H 1.54 
| 


36 Eu | 


1.44 





13/1 "mo 


| 1.72 
20H | 1.54 


39° 


| DE 1:3 

17H 1.44 
| 27/1 | 1.39 
(ss 15 日 | 1.44 











46, 12/1 1.34 





35 14m | 1.44 
148 | : 44 

23/1 | 1.30. 
19H | 1.0 


36| 20H | 1.30 














sg 3/VI | 1.2 
"| 7H EN 

15/VI| 1.95 
16H | 1.3 
247VI| 1.3 
21H 1.39 


ae O7/VI| 125 
AL SE, 
29/V1 | 1.3 


9 
| 23H | 1.95 
1.39 
a ONE) 1.48 


47H 








a Ta 


uw 


|19/XI| 1.54 


He Co 


Io 





LU. 


|16V | 1.25 





or 





1 2.46 | 0 


9 ‚sg 
| で 


3.13 


2.26 | 0.3 








2.17 





| 2.66 


2 ・5 ま | 








» > 
ーー Je 
の ウ 
awed 
so 
2 78 | 
Dr 


| 3.32 | | 0。 37 


| 2.80 


2.41 
2099 
eu 


| 2.85 
| 1.91 | 
| 2.96 | 0.: 





| 2.19 | 0. 


2.26 E 





| Smt 


1.96 | 
a | 2.01 


2.67 
2.26 


2.38 | 0. 
‘06 | 2.27 





2.84 


2.98 





9 .63 


» or 
ae | 


ad 


2.40 


2.07 


2.39 | 0.5 
| 2.20 | 0.26 
4.96 | 2.19 | 0.32 


.64 | 0.48 





210.39 


| 0.33 | 7. 


0.39 








2 | 0.28 


| 0.26 





37 | 0.28 


0.30 


0.42 | 0.34 
0.34 | 0.22 
4 | 0.32 | 





0.32 | 


"30 | 0.28 | 


0.41 


| 0.28 


0.32 
0.25 
“0.30 
0.22 
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1.24 


pi AM BE 


1:37 
1.84 


2907 
Hum 


2.31 
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En IX| 1.44 | 5.44) 2.29] 0.32 10.30 17.73] 2.38 
pomMO~ C= 44 s5H | 1.0 | 5.43 | 2.14 | 0.28 | 0.19 | 7.57 | 2.54 
ar 6/IX | 1.44 | 3.8% | 3.02 | 0.42 | 0.39 | 6.86 | 1.28 
Br HO77 46 son | 1.49 | 4.10 | 2.43 | 0.24 | 0.27 6.53 | 1.69 

10/1X 1.44 3.66 | 3.32 | 0.42 | 0.43 | 6.98 1.10 
BS HOFO 45 48H | 1.99 | 4.48 | 2.73 | 0.36 | 0.43 | 7.21| 1.64 











to 
C の 
_ 


22/1X| 1.4 | 4.23 | 
“AB (CID AC | 























40) 岡 〇 コ 36 24/1X 1.49 4.27 | 3.08 | 0.45 | 0.39 | 7.35 | 1.39 
の | 35H 1.44 4.97 | 2.29 | 0.36 | 0.30 17.26 | 2.17 
11/X 1.35 2.87 | 3.96 | 0.34 | 0.41 | 6.83 | 0.72 

41) 高 つ 入 〇 143) 40H 1.49 3.67 | 2.38 | 0.39 | 0.37 | 6.05 54 


| 


| 
| 








bh — eS 

. |CY < 
= 
xe 


























a AC 2 ga 12/X : 1.30 | 4.72 | 3.02 | 0.37 | 0.39 7.74 | 1.56 

. Ar 9 404 1.39 | 5.71 | 2.10 | 0.26 | 0.26 7.81) 2.72 

13, 外 so 28/X | 1.44 | 3.67 | 3.47 | 3.09 | 0.41 7.16 | 1.05 
~ fH 28/X) 死亡 ai | a eS 

Mal BOLO (SS! 2H 1.39 4.96 | 2.22 0.32 | 0.24 7.18| 2.93 

nm | 438 1.49 4.94 | 1.91 | 0.38 | ( 0.35 | 5.85 | 2.59 

2/X1 1.39 | 5.05 | 2.77 | 0.37 | 0.30 | 7.82| 1.82 


























ln kel HE 1.35 | 4.09 | 4.12 | 0.39 | 0.42 | 8.21 | 0.99 
に 日 目 (⑦/XI) 死亡 | | 

16/X1 1.39 3.56 | 4.06 | 0.40 | 0.50 | 7.62 | 0.99 

M7 HOvO 52 41H 1.44 | 4.61 | 2.78 | 0.37 | 0.39 | 7.39 | 1.66 

s N AS eee ar Be | |__| sat 

re o18/X1| .1.35 |5.24 | 3.35 | 0.27 | 8.59 | 1.56 

#8 KO 42 gon | 1.29 15.04 | 2.49 | 0.29 | 0.30 | 7.53 | 2.02 





Zhe Kee PEE hn OD FAME = HEBEL TAN JE BS, REE IE HE 
LAT ZCHL14IKT, PD PELE EME 7.654 (EL, RRR 
で は 7.581 Z CHAD 6 SMH LV ER (SOD A A 2m 7°Y 718 0.219 

HL, 冶 患 者 で は 0.3 one フィ ブリ ノー ゲン は 0.163 Biz BL 0.354 
Ye, CHAKL & HIM THEO, 更に : の 開 係 は 2 604 (EF LL Cid 1.748 を 
示し , 其 の 比率 の 著 し き 低下 a 

全 例 を 通じ て フ 4 プ リノ ー ゲ ン の 増量 が 著しく , 術 後 死亡 し た 例 で は 概ね 
アル プ ェ ミン の 減少 が 壮 し い オ イグ ロブ リン も 概して 増 某 し て ゐる 。 COPE 
を 見 る に 二 , 三 例 が 卒 均 値 久 は 下 均 値 に 近接 し て 居る に 過ぎ な い , 他 は 其 の 
DEEL SME, FR MBI Bit Ze I TE & DF AL. (3 HA 
死亡 ), 1.0202 日 死亡 ), 1.87 (3 日 目 死亡 ), 1.87 GRARC),1.73(2 AA 











EL). 1.51 ( 営 日 死亡 )。 1.05 ( 営 日 死亡 ), 0.99(3 日 目 死亡 )。 
導 後 不良 な り し 8 例 ミ 折 後 良好 な り し 40 例 に つき 血清 算 白 脱 様 状態 の 闘 
係 を 比較 する に 





3 ET ee | ee | oe eee 
| ETF ETF ase トリ ジー 線 看 折 量 A 
MM に 2 ン | アン G 


HER _ 40 例 4.792 | 2.765 | 0.960| 0.945 | 7.556 


1 
ED wi Sit 8 例 4.461 | 3.244. 0.446| 0.396 7.706 | 1.4 








Gt HE RY Gi 5.519 2.196 0.219 | 0.163 | 7.654 





死 の 甲 忠 を 取り た 者 で は アル プ ブ ミ ン の 減量 が 著しく ゲロ プ ブリン, オイ グロ 
人 Pe し い が , 殊 に オイ グロ ブリン, フィ ブリ 
リッ ー ゲ ン の 増量 は 倍 量 以上 に な va +t piste bid Li な り て 居 ち る , 各 例 に つ 
SHTET DIL D 6 BROKER O PACS i BOX 0 FAAS FE EDD 

Wi¥CHS, 此 の 開 作 は 全 例 を 通じ て 比率 が 低下 に 就き 其 の 限界 を 定め 難 き 
は 急 論 な る も 比 傘 の 低下 に つれ 危 陣 座 を 増す , 印 ち も 生 骸 の 抗 抵 力 の 減少 を 來 
する の で 手術 に 際 し 一 暦 葉 を 要 す べ きも の で さ 思 却 せ な けれ ば な ら め . 


次 に 病 症 の 程度 で 山 別 し て 見 る に 











非 Er Pr Fe id 3 a 1 J m wad A 

Hie |= > | リン |, yy | A) G 
AS 症 «FRI 1.473 4.981) 2.451 0.942) 0.329 (KK 2.106 
m 3 394 1.406, 4.681 2.935 0.382 0.959 7.613 1. cS 
F 術 不能 と 上 さしも の 6 例 1.493 4.290 2.702 0.445 0.342 6.990 1.62 af 





72 LD S WD = RAE EE OF GR EOD a Bae RO ( 者 さ この間 に 其 

) 消 品 を 示し て 居る , EDD HOMBRE HO LR TS ILS ER REL 

KiB AN OED he & BF CHADS TREE SED PKC FE Re ETE BD 

LE PAO ME Ze AS LS OS FED Ze O LORE BA SR OOH L S RELRS ERE ML OR 

FURS ARBRE ODL SEE RE TE AO LORIE LO TET RICE TS RRO 

PEDO = FMD KE BR OETA SEE 難い か も 知れ な い が と れ よ 0 ARK 
家 に は 確か に 一 定 の 指南 で ある . 

A 


術 後 アル シブ ミニー ミグ ロブ リン さ の 比率 が 苔 人 が 健康 非 竹 尋 に て 信 た る 、 の 
1 


値 に 近づく 状況 を 見 ちる に 上 表 お AS PALS MPR ELS LTH BOY CREO 0 名 








は 第 一 治 應 を 見 た , 面 し て 其 の 内 の 17 例 は 40 多 は 術 後 キー43 日 の 間 に 略 


> 


ぼ ば 健康 非 妊婦 に 於 け る で 9 の 値 さ な り 0 て て 居 る, か くく 脱税 状態 の 宜 犬 散 相 よ りら 


理 的 状態 に 師 復 する に 其 其 の 期間 に KEDAH SD, 之 れ 元 よ り の 森 だ 精細 な ぁ る 検査 


で な し の で 大 A 10 bh i 2e 得る に itt ま EU 
PSO) 60 Zi L TE AP INT 通り 概 査 の 期日 が 一 定 し て 居 
ら な い の で 残り 線 て が 此 の 期 sacra か つた の 意味 で な い ・ 


{ Fin Pe ale 
(1) = ] D ( 


15 Vi 腫 部 】 Ku 23 1) ’ EB, RA 育 盤 結 締 織 ノ | IE 
BERGER, Phe eld 
BER, SEND 2.32 CHR 19 NE cA = Ot. 
G G 
(3) 小 O い 〇 , お ind, SUR ni IH), SDE, 子宮 は 後 か 腸管 
IHR 4s SABIS BPEL RT L, WIN AR Hine res ee RAR TES LR 


2 ri, {Tt 2 „+2 _ 4 91 Pe nn} 2 DIS 257 ) ae 
ER ‘ NEXT A 4, O Ba, end =1,81 7 な り l 2, の が 術 後 21 日 日 に - は で (A 
I 


2,52 


4 


>» = 
Ie Dies 


(3) IFO SO, 4 ic FADE SUE), ARTE, SNM ORR 2 Oe 


PS PORE, ZU RER TREE ER NAME, HR 
m, ATMS, 術 削 Ae 15, 条 後 en 71, 


(4) ROO, 39 ist, HADES Oni PE EJRHR), SER PRI RRR REE 
MENS, REL BRE MEK, man. 23, 術 後 26 0 2.52 

(5) 犬 〇 う 〇 , 45 iss, TRADE Und EH), FE, TER RAN 
en HERMES, Hitt A206, 術 後 25 日 合 2.43. 

(6) RO SO, 39 i, BAR (PRR), SER), 骨盤 結 ae cB 
DE SEERA, Wii A2 27, ith 20 m A231 

(7) MOTO, 35 ihe, RBH: ELBE), m. DAS EU Fs a i aR JS 
 HERMEAT, MS Hit Be 

(8 ) 勝 ひ た 〇 , 35 ist, SAAB (ii 1 Be), 2 se, DRS an Me 
高度 。 Zc ibe TE - Ps KOMAZAROKTANER, 左側 畔 卵 管 水 
用 形成 大 網膜 及び 腸管 ミ 癒 知 . Mi! rae 60, 術 後 23 ne 
(9) BOLO, 52% BEE EI), A, TA, HE 


BSR, 骨盤 結 締 織 減 潤 比 較 的 軽度 , RELA 2 個 , - 左 1 個 腫 大 , 術 前 


2 I IE ee 
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Ay 22, A 24 2.56 
G 


6 (10) 中 〇 ふ 〇 , +8 ise, 腔 部 冶 (TB), Ale, TARTAR, a 
殊 に 左側 人 骨盤 結 締 織 高 / gen KREAN-MZ, BIRR OAR TERK, 
ii $1.58, 術 後 47 日 na 2.43, SORIA BIEN T. 

(11) fHOSFO, 28 5%, on (WR), SE, PL SE SF 
ERAT LEU ARR hs, RER TI IE, PREPS EAN FEIN 
HOTA 1 個 , 箱 前 WW 5.3, ith 42 1 2.37 

(12) FFO KOR. 40 5% BERD Chg FE ree ‚Ar, Fem Rei PARES 
潤 中 等 , 下腹 腺 2 個 , 骨盤 光 巴 腺 1 個 . SORA AREA, ARE Iron 
頭 大 1 個 腫 大 , x mu 2.17, 術 後 40 日 き 2 


(15) pRC 


Cbd で 8 の も 0。 


> 
Z 


>, +4 3c, READ (IR), An], pers patie He IEE UT ee 


潤 , WOR TEES R2, AT ARE MRSA AMEX, Hii A238, 術 後 35 日 
Bis ten ct tem 
HG. Buy FIT AT 
(14) MIO EO, 36 Kr kA), 8 Ay, 大 網 弄 は Fa SR 
try TE REEL Ed, 左側 洒 巴 腺 掛 指 大 に 腫 大 せる も の 3 個 , 術 
ir 1.39, 術 後 35 AH 2.17. 
(15) IOBRO, 33 5% Beide (ind RB), Fer, ne PE 
(CHEE, ARE BEHRENS 2 8D Lf, MART. 56, Ark 42 
7 


oe 2, 


(16) FFOUO, 58 ie, SERRE ( ) ARE, Fy REA HR A oh S 


NEED, TERMINE, 術 前 人 2.28. 術 化 43 AR. 
17) FOAODD, 326 BERBEE (ig vans: ren, HPAES he 

BER PF A UPAR AS A TY ES PU ETL, RRR FEE, 光 巴 腺 の 腫 大 

DATEN, KRAMER 1 個 , 本 条 後 43 日 0 

以上 の 例 を 通 器 する に 術 前 に アル ブ ミ ン ,。 グロ ブリ ン の 比 座 の 低下 著 

ら ざ る も の に あり 0 て は 術 後 会 値 の 高中 速 か な る が 如き も 張 ち 多数 の 例 に 同様 
) 型 を た さる も の さも 限ら ず , 比率 の 低下 閉 し き 者 あり て も 比較 的 短 時 日 に 

CEH IRS SSAA IED LODO, 際 後 多数 の 例 に つき 種々 の 人 
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Hite BET Dl G SNIEHNI RN In 2 EEE CH SPR HT 
不 完全 で あり , AOMROKGAD WA CA ASH 3 WA RE LER AER 
値 に 復 す る も の さ 思 は れる 。, 


wc 


5 八草 AREOLA RSD 


DEZECHH 述べ た る 事項 中 手術 に 開 し 現今 本 教室 に 於 て 行 ひ つ ゝ あぁ る 
F 宮 冶 腫 の 治療 方 針 は 大 略 次 の 如く 絢 括 し 得る る の で ある 

印 手術 に 先立ち 詳細 な る 全般 的 診察 姓 び に 諸 概 査 を 行 ひ , 時 エレ クト ロカ 
ル チ ォ グラ ム に よ つ て 心筋 の 次 態 を 概 し , 傍ら 血清 中 の グロ ブリ ン , THT 
ミン の 比 を 測定 し 種々 の 機 査 の 結果 ミ 在 拉 の 縦 験 こさ を 考慮 し , 忠 者 が 根治 手 
PUGS PG Pe BEL, 手術 可能 な りさ 思 才 せる 例 に あつ て は 区 ん さ 
綿 て の 場合 手術 敷 日 前 より チ ギ タリ ス 葉 0.2 一 0.3 下位 を 浸 旨 こし て 投 暴 し 
5G 5 WARK, 9 リン ゲル 氏 液 300 廷 を 毎日 又は 隔 日 皮下 注入 し 服 提 の 良好 
S な つた 際 に 手術 を 行 ふ ・ 

手術 に 際 し て に 患者 の 年 齢 , 病勢 進行 の 度 に より 0, も し 高 年 の ⑦ も の に あり 
て は 手術 の 廣 汎 度 を 限局 し 時 間 の 短縮 ミ 延 て は 忠 者 に 装 す る 手術 に よる 負 挫 
の 軽 涼 に 力 め 場合 に より て は 腫 式 手術 を 行 ひ て 辻 後 レン トゲ ン 久 は ラチ ウム 
後 放射 に , 或 は 規 者 の 併用 に より 治癒 日 的 の 到達 に 努め て 居る . 

難 人 が 手術 可能 な り ミ 推定 し 得 た も の に は 手術 の 究 全 を 期し て 極め て 廣 汎 
性 に 手術 を 行 ふ 事 は 論 を 修 た な い . 其他 術 後 後 放射 を 許さ ざる 事情 ある も の 
は 止む を 得 す 手 術 は 可 及 的 度 泊 性 に 行 ふ て 居る 

麻酔 は 前 述 せ し が 如く 雅 酸 ト ロバ コカ ィ ン 使 用 を 多く し 澤 狼 腰椎 原 酢 を 行 
ふ て 居 のり, 極め て 稀 に 補助 魔 本 ミ し て エー テル を 使用 し て 居る に 過ぎ な い ・ 
之 れ は 現 全 此 の 手術 に 使用 する 廊 醍 法 こ し て 最 も 優秀 な る EDEMA. 

手術 式 は 特に 術 後 の 創 傷 偉 染 を 陀 防 する 事 に 注意 し , BRURD An a — 
ル 石 此 及 び リ ゲール 水 に て 洗 交 する は 勿論 Ne 分 離 後 腔 管 を 切断 する 
に 先立ち 更に 再び 汰 度 比 及び アル コネ ホル を 塗布 し , KT 9 EU 
て 清 拭 し , 之 よ り 腫 管 の 可 及 的 深部 に て 直角 に 曲 れ る 氏子 を 刺 側 より 掛け て 
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eit ARAL, 更に { EDEL eh To. 上 部 に て 腫 管 を 以 て 了 SER A 
BE TED FABIO te BSED ge a 


幅 廣 き が ー ゼ 約 』 乃至 9 Ke EISERBIE 2 その 一 端 を 腫 より 出し , 一 は 1119) 
完全 を 期し 傍ら 6 骨盤 PR の 六条 HK より 人 
に カー ゼ を 除去 し 約 1 週間 に て 全部 を 抜き 終る . 


本 は 正中 線 に て 切 和 1。 MMOD HBAS SR ef 
成 CHS TEN, 1%¥D)I7 ne ye BCE に SBR ARIE Ze BH L て 保 
fil, BROS. 

a とら るい 本人 の MALE 8 3 AAA) 
en et » SNR, Ree bE pepe 其 の 他 の 悪性 腫瘍 を 合 す れ ば 802 
+, 


>} 

名 。 住 所 其 の 他 は 物 有 原文 に ー 々 記載 L, 毎年 1 回 は 
2 回 書状 に & ここ DER, 再開 の 有無 を 返 事 せ ん め , 或 は 染 院 を 求め CHR 
RAN AWN ELT BHI St Tht a, 


Rt 
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FR HERD EBENEN LT 


mM 方 十 右 衛門 


a (大 阪 
n m 信 資 
E. Fischer (& #ij HES MRE IL 5S < AUTHORING BEB Gt oO. 


WARE IIISAAMIOM< a, B の 二 型 あり , MEUCTM LOBES SU LED 
を 7-Zucker こさ 名 づけ た り . Neuberg 氏 は 之 れ を 特に Am-Zucker ミ 名 づ 
Gio. Hit Aktive Zucker, Heterogene Zucker 等 艦 多 の 研究 家 が 種々 
の 命名 の 下 に 其 の 存在 を 認 む る さも 其 の 本 人 態 あや 知 る を 得 ざり き 

rie? Fischer DEE AK EHE SIE 何 虚 如何 な る 所 に て 如何 な る 獲 化 
受 く る も の な る か は 鍵 癌 の 的 ミ せ られ し が 何人 も 生起 の 細胞 を 除外 し て は 
其 の 生成 の 場所 を 優 想 し 得 す . 

訓 武 氏 は 旧 房 水中 より 可 知 の 糖 こ は 少し く 其 の 純 を 異 に し 其 の 法則 に 従 ひ 
ESEL, 面 も これ は 六 昌 糖 の 反 應 を 穫 ふ る 極め て 不安 定 に 
し て Winter の 所 調 フ ラノ ー せ に 類 す る も の な る こさ を 知り ,。 これ を ビタ モ 


RY 


- FI MHEH, 此 の も の は Vitamin C な ら び に アス コル ビン 酸 等 さ 近 似 


の 開 係 に 立つ も の な らん ミ 租 像 せり , 何れ に し 含水 妖 素 が 分 解 の 途 に あ 
ALSIMEFPEHELANT, 面 も 此 物 は 汰 度 酸 の Kaltewert を 尋 ふ る こさ 


を 知り 方 知 の 糖 より 異な れる 方 法 に て 其 約 量 を 定め 得 ミ せり, 然 れ ざ も グル 
タチ オォ オン さ の 分 離 定量 困難 な り . 

名 組織 中 に 庵 す る グル タチ オォ オン に 就 て は Hopkins LAH OW WBA RIS 
究 者 に より て 一 致 せ すず, Bbw BF FH OMAR Ae VAC HAL A= BEE 
を 附 す る こさ に 大 な る 疑義 を 存 す . MEOMILKEEE DXMROTHEF OH 
り て グル タチ オン 定量 に 新 く も 詳 差 を 生 ザ し むる も の な らん か 

BNL EOL ARADO 洪 出 液 より HARI し ゲル タチ オン を 概 せ し 
に , し か くく 大量 に 存する も の さ は 認め られ ず , MINEN Folin-denis 
の 反 應 を 張 度 に 奥 ふ る こさ を 認め た の , 學 に 於 て 更に 健康 な る 子宮 膝 部 組織 
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DIE RABE EKD LFD FAVS HERZ AU ZH ALDI 
un FEC RE ALO RIBAS O, 耐 も 銘 組 織 の ダル タチ ォ ン 量 は 表示 の 如く 
僅少 む し ろ 痕 跡 な ぁ を 知る 価 ほ 唯 誠 を 得 ん が た め に 殖 組 拭 を 三 雅 化 酷 酸 溶 液 
に 淫 出 し て 2-4 Dinitrophenylhydrazin を 以 て Osazon を 作 0 (HH) 
Vitamosazon を 得 た 0 
案 る に 先 人 の 業績 より 悪性 腫瘍 組織 新陳代謝 は Anaelob の 径 路 を さり 
グリ コリ ー ゼ の 盛 な る 結果 多量 の 乳酸 成 生 は Warburg 一 門 の 業績 より 之 
tre HE LES, 此 の 組織 呼吸 の 織 調 は 合 水 妊 素 を 分 解 WM ket Lb 
Hi A OS H-acceptor さして の 酸化 型 グ ゲル タチ ォ ン の 減少 , DIC FLRAERM 
(CE DALROMICHES A Vitamose の 分 解 に 不適 堂 な る Medium Zlin 
事 , MUT AEOWEOSAMSIGTO LOREM eMBRoD, Fo 
: の 方 向 よ り 此 を 概 し つ ゝ あり. 
以上 革 人 が グル タチ オォ オン 量 に 圭 す る 先 人 の 考 祭 を 評 し て 代謝 状態 に 圭 す る 
一 新知 見 を 補 遺 せん こす . 
F 宮 膝 部 健常 組織 (0.3 BL) 11 例証 均 値 
汰 度 酸 寄 冷 値 0.1: タン ニク リッ タク 終末 反 應 (-): 「 ニ トロ ブル シッ ド 」 曽 送 
反 應 (一 ) : フュ リン デニ ス 反 應 ( 十 ). 

































































FREE (9.2 FL) 12 例 
“Fe | em ie2r= 79.) ニキ ロ ブル フォ ニン デニ 

HE ei . se wm Ken Pie hea eet 

1| 中 | 45 | | 0.485 ‘alia [ee Be ae + 

2| 中 | 44 | | 0.495: 一 — | ot 
3 | 征 高 席 54 | 0.550| + ー og 
a Me 34 | gs | 0.330 | + + | サー 

5 \m% M 40 | | 0.490 > aa 4a # 
6 | 征 高 席 57 | |~o.s20/ 一 - m 

7| 中 | 52 | 槍 | 0.530) = ー | # 

8 8 度 | 48 0.460 + ー + 
+ | + HH 

10 高 BR 050 + | u oe | 
11 | 中 EN 0.0| — = HH 
19 aie 庶 | | 170.470, - + _ BE 




















雑 | 6 


11097030 GRRE O BOK ICA HED U, 
PETE RU HKG BE 
ast 山 川 保 城 


PEGA GEO RAI BLOAT > > Me Lv Re HB EL 
ER FAERIE A OHR DM 9 F FO TE UKSHE LT 
RH LEM2AAPOBEOR DIES TES FED EDCHOELTKY 
の 供覧 に 供 す 可 き 基 へ で は 毛頭 な い の で あり ます . 放射 線 療 法 の 皿 際 を 見 ま 

て 営 て 雑誌 書物 等 を 通し て 懐い て 居 つ た 際 想 は 少 か ら ず 裏切ら れ ま した. 
治療 成績 の 如き 喧 俺 きれ て 居る 程 良く あり ませ め ぬ . AAT S ミ し て 諸 所 で 

得意 に な つて 見 せら れる も の は 殆 ん ざさ 或 る 種類 の 癌 に 限ら れ て 居り ます . R 
し な が ら 啓 謝る させ られ た 所 も な いで は あり ませ ん . 「 ラ ヂ ウ ム 」 放 射 が 主 で と 
線 照 射 は 之 を 補 ム 程度 で あり ます . 

Liga 

he t PRB BATD(E< ルリ > Sauerbruch 外科 教室 に 訟 ける CHAUL FE 
の 放射 方 法 で あり ます . 2 年 生前 より 次 の 如き 放射 條 件 に て 25 PORE 
を 治療 し 100 BBO TORT. TORRE TAPS BO ACARI Ze IH AG 
る 示 け 短く し 比較 的 軟 続 を 数 10 回 放射 する こ ミ で あり ます . か くす る 時 は 
其 の 作用 殖 ん マミ 「 ラ ヂ ッ ウム 」 に 近く 核分裂 の 種々 の 時 期 に 光線 が 働く の で あり 
ます . LADO OMG ER SLE TAI KORTH VET. 


H 部 位 ER mA He iM ith 時 間 Ir 
22.2 前 180.KV 4mA 8cm 0.5Cu+0.5Al 63 秒 
25.2 ” 

1.3 0 63,, 

4.3 7 0 PR 9 
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14.3 > me 5 Br 4 

15.3 99 i ” ” 

16.3 » ” 

17.35 » „ ’ , ” ” 

18.3 ” » ” , 

20.3 ‘i 99 + a > 

22.3 , er 9 の 

4.3 er a 60 

27.3 » PR ” > is » 254900 r 


前 面 の 放射 量 王 4900 r 
ED ,,  =6000r 


右側 の — 6900 r 


ABER Be u ee a 
m. テー ゴ gm, TEZLROERERR 
— テー ーー 1 
| に 高く あり ませ め ぬ . OE 
“ルリ MARKE 
(Schubert) 2 > F > 
1SOKV. 0.5Cu+0.5Al 180KV.0.5Cu+0.5Al 病院 (Morison) = 2 — 3 
" ). 49c で a 
I FU aoe er ク 記 る FARBE | SER :: 


H. W. S. in cm 0.95 H.W.S. in cm 0.99 
近 距 離 放 射 と 遠 中 離 放射 と の 組織 内 に 
吸 下 さる ゝ 量 の 相違 を 示す (Chaul se) ト 」 DEE ER & at 


45 高 乃至 100 高 En 


備 し て 試験 的 に 放射 し て 居り ます . SCHUBERT 氏 は Gamma-Voltapparat 

を 以 て 60 高 「 ボ ルト 」 の 硬 線 を 出し SO 例 の 銘 患 者 を 放射 し ま し た が 特に 

い 成績 を 得 て 居り ませ ぬ ,「 メ モリ テル 病院 に て は 約 100 AHO BAHL 
電 礎 を 出し て 居る この 柚 置 に より ま 也 の 「 ラ ヂ ウ ム 」 が 数 時 間 に 生 ずる 量 を 僅 
に 35 4p CHET AMCH. 然し 治療 を 開始 し て より 日 答 ほ 江 く 未だ 約 20 
名 の 患者 に 試み た の み で 試 双 中 この こさ で す . 然し 瑞 典 を 除き 円 米谷 地 で は 
廷 延 分 制 放 射 を 行 つ て 尽 ま す が 其 の 治療 牙 果 を 加 け て 居る の は 堤 り 喉 頭 部 、 

局 桃 腺 領域 に 於 ける 閣 で あり ます , この 事 は COUTARD 氏 の 成績 に 見 て も 
明か で あり 氏 自 身 余 に 語 つ た 所 に よれ ば 喉頭 局 模 腺 下 部 咽 蝶 の ) Te wand 
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ー ム 」 及 び 子 宮 冶 以外 に A PHBA USS. 














ie | 徴 修 な し | 

BR SSIES IAS ENTE aR eer ー| 生存 年 限 
届 桃 腺 領域 | 下部 喉 腔 | mE 頭 | 線 衣 | 
| * 46:11 8:9 | 77:22 | 42 

212 | 929 | 10% | 2% | 42(20%) | 4-9 





COUTARD 氏 
Teleroentogentherapie totale が THopital Teuon, Paris (MALLET) 


Memorial Hospital, New York (HEUBLEIN) 等 に 於 て 試み られ て 居り ます 

















之 は 3 一 7 米 の 距離 より 患 者 の 全身 を 放射 する 方 法 で あり ます MALLET 
氏 は 白血病 悪性 光 巴 腫 を HEUBLEIN RISE AMES P+ > RGA RE 
を 照射 し ま し た が 条 ほ 試験 的 時 代 を 
al | 
L. E 0 Onna 5” ka 
Q nn u gs 
| pm ee u, 
7 we Y ° ° 2403 | 





同時 に 2 ABKA+CMALLeET JE 同時 に 4 人 放射 (HENBLErIN JE 





200KV. 185KV. 
1mm Cu+2.AL 2mm Cu 
3mÄ 3mA 


LET ARIAT BZ と 線 療 法 に は 自ら 限界 あり 唯 量 及び 放射 術 式 を 選 


探 加減 する の み に て は 治療 す る も の で 
RER D ARGS (= 0] SED DEI Ze HES U 


は あり ませ め ぬ 學 に 於 て か 諸家 の 開心 
レ 線 に 封 し よく 反 應 せ し む る 


こさ に 向け られ て 居る 様 で す . WINE CRAMER 氏 (Imperial cancer research 


fund, London) は 硫 多 を 種々 の 温度 に 於 て 放射 し 性 る 低温 
OPGRGA TL =e ABLE し た . 


に て 最も よく 腫瘍 
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「 ラ ヂ ウ ム AB 

冶 の 放射 に は 主 こ し て 「 ラ 」 が 應 用 され と 線 は 唯 ! ラ 」 が 答 せ ぬ 場 合 さか 或 
は 補助 放射 の 意味 で 用 の られ て 居る に 過ぎ ぬ , 「 ラ 」 の 達 距 離 強 放 射 (1 乃至 
+ 志 の ! ラ チ ウ ム 」 に て 5 乃至 10 糧 よ り 照 射す ) は も は や 試験 的 時 代 を 過ぎ 
て 間々 冶 療 的 矯 果 を 収め て 居り ます . 例 へ ば 舌 癌 の 如き 従来 は と 線 の み に て 

は 殆 ん ざ 冶 5 ら な か つた も の が 此 の 方 法 に よ つ て 癌 り つ ゝ あり ます ・ 
量 の 測定 に つき て 見 ます る に 未だ と 線 に 於 ける 「z」 の 如き 絶 圭 量 は 決 
つて 居 ら な い Regaud, Ferroux は Millieuries detruit を 探 用 し 之 に 條 ふ 人 


い . ア ング ゲロ サク ソ ツン. スカ ン ヂ ナビ ヤ .、 ド イツ に て は 大 部 分 Milligram- 


NN 


も 
hour を 用 , 2 Chit ら . Oth D (MALLET) ergs/em* (STAHEL, MURDOCH) の 
軍 位 が ある が , その 應 用 は 一 部 の 人 に 限ら れ て 居る . 従来 は 「 イ ォ ン 」 槽 が 大 き 
か つた 篤 に 記 膚 表面 に 近い 組織 内 に 吸 さ れる 量 は 正確 に 測 ら れ な か つた が 
近 時 小 「 ィ ォ ン 」 槽 を 作り 任意 の 部 億 に 於 ける 量 を 測定 し 得る に 至り ま し た 


SLUYS, KESSLER は 1.5ee. FERROUx は 1, See. UTH は 0,5cc. GLASSER, 


Ae 

















1mmc 4 > » , ff 
(MALLET Je) 





Mallet 氏 
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Ze 


PORTMANN, SEITZ は 25mme 0) '4 4 +, FAKED TE 3K IL STAHEL は 
2 mme (1928) MALLET は 1 mme (1933) #20) Microchambres dionisation in- 
dependantes を 考案 製作 し まし た . 

各 窒 療 所 に 於 ける 部 に 封 す る 「 ラ 」 療 法 の 照射 術 式 その 成績 こさ に 就き て 簡 量 
に 申し ます . 先 づ 子宮 冶 に つい て 見 ます る に 用 ふる 全量 は 大 般 等 し い が 照 身 
時 間 及 強 き に 相違 が あり ます . バリ ー 克 派 で は 小 量 を 長 時 間 放射 し 部 細 由 の 
各 分 裂 期 に 作用 せ し あゆ ん さして 居 ま す . フラ ンス 、 イ ギリ ス . イタリー 等 は 大 
爾 れ に 條 つて 照射 し ます , 其 の 治療 成績 は 酒 炊 良好 ミ な りつ ヽ ゝ ある . スト 
ク ホ ルム 夏 泊 は 短 時 間 内 に 大 量 を 照射 する その 成績 は 初め あ は フ ラン ス 派 より 
良 か つ た が 中 途 少 し 低下 し 後 「 ラ 」 遠 距離 放射 を 合併 する に 至 つて 又 著 し く 良 
好 さ な つた , スウ ュー デン シン, ノル ウェ 一 , デ ンマ ルク 玉 び イギリス 。 ドイ ツ の 
一 部 に 應 用 る れ て 大 る. 「 メ モリ アル 」 病 院 に て は bomb を 用 ゐ て 大 量 の ラ 
ヂ チ ウ ム エ マ ャ ナチ オン を 短 時 間 内 に 照射 さす . 

Fondation Curie, Paris (LACASSAGNE) 治療 用 に 8,200 ミリ グラ ム を 備 
ふ 3 本 の ラ 」 管 を 子宮 膝 内 に 3 個 の コル ボス ター( ラ ヂ ウ ム を コル ク 内 に 般 
WDE”) を 腔 内 に 搬入 す , 5 乃至 6 日 間 内 に 全量 54mcd Fila ラ 遠隔 
放射 を 併用 す . 3 E65 照射 野 , 此 の 遠 距 離 照射 を 行 べ ば 可 な りら 病勢 














eS -K ucd | 時 間 | 量 =. : KK med BE 
m; a rl UED sak Sa nit Se |] 
Bari nin ale ae | 
hen eH 50 5 日 6 1.5 16 “abe HG 
| mm mm | 

。 | 。 11000 ,. (1g NE an | ee ae 
| | 

| | | 
„100 12 whol BE wae 

| | 

| „|. D0) » |6 

& 250! „ |8( | | 
全 200) 24 

全量 54 med 氏 ; ; 




















LACASSAGNE 
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の 進行 せる 場合 に も 凡 て の 閣 症 状 は まる ミ 言 ふ 1926 年 に 16 WPS 1936 年 に 
は 30 AIR AB 78 OTe. 

Centre anticancereux de banlieue Parisienne (WICKHAM) 5 ILO)" 3 F 
yb | ART 2-3 FE -f-AA IS 2 —3 HO Sn KR 2 -RAENCHAÄLT 
5 一 6 日 間 に 38 一 52med HLA 2 HOD 5 t= Gare Ze 78 F, コル ボス 
ター の 外側 に 鉛 を 合 有 させ て 不 必要 な る 放射 線 を 除く . 時 に は と 線 を 併用 す 
(0em, 2 mm Cu+2Al. 180KV. + 門 , 2700r 36) 





| 第 一 度 | 第 二 度 | 第 三 度 | 第 四 度 | 
A x ーー Bi mS iy As 
| 


症例 | 治 症例 | 治 症例 治 症例 治 











173 5| 3| 24] 31/94) 21] 50] 0 
5 fe MP RR | 802| 55.522 | 23.422 | 0% 
5 一 10 年 間 治 癒 80% | 54% |'22.3% | 0% | 21% 





Centre anticancerevx \& E MAR S$ 
VILLEJUIF の Hospice Paul Brousse [N 
に 在り ます 60 床 を 有 し ラチ ッ ウム 治療 部 の 
外 に 内 科 耳 鼻 喘 頭 科 を 備 ふ 所 長 は Roussy 
で 雨 病 院 の 院長 を 委ね て 居 ま す 此 の 9 月 よ 
) 同 敷 地内 に 新 過 究 所 が 開か れる の で あり 
ます 病理 解剖 (LEROUX) HERR (OBERL- 


ING) [EEE ICE (SANIE) FRA 





(VE RNE) (jig (GRANDCLANDE) % 


Tine. a ン 通 及 び 題 微 鏡 寛 忠 (ARDoIN) の 六部 門 あり 
WIcKHAM SCH 或 る 者 は 既に 仕事 を 始め て 居り ます 病院 の 


か も 著しく 摘 張 され と 線 部 ' ラ 」 部 外科 を 新設 し 一 般 患 者 を 診 祭 し ます 入院 は 
有料 無料 こ あ 0 150 SES, 毎年 郊 の 病理 , 解剖 , 治療 法 等 に 関す る クル ズ 
ADH OE LUT O 7 FY ARROATS 6 FIMO BH SAMS ACE Te 
OBEN ¢ HL Ae TARED BPRS 7 9 > AIS 10 (内 + は バリー に ) 個 
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所 あり その 内 で こ ゝ は 最大 で あり ます . 

Centre anticancéreux de 1'Hopital Tenon, Paris (MALLET) 照射 方 法 
(SKS Curie Insfitut に 同じ 12 日間 に 50 DM. 600 ty WF LICH 
距離 照射 を な す . 

Centre anticancereux, Bruxelles (MURDOCH) 「 ラ ヂ ウ ム 」 は Union 
Miniere より 提供 され 料金 の 生 分 は 研究 に 寄 周 され る 子宮 腔 内 に 3 FRA L 
9 日 間 に 21.6mcd ZRSENLIEL 伯 の コル ボス ター を 入れ 5 日間 に 24 
med 79.5, し 線 併用 す . 





第 一 度 MI | 第 三 度 | mm 











yy し - En? _ 
| 治 | 症例 | 治 | 症例 | ah | 症例 治 

42 13 6 | 13 | 6 1.0 | 2 6 | 0 
| 462; | 463 20% 0% 33% 














MURCHDOCH 氏 等 量 曲線 
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Marie curie Hospital, London 此 の 病 
院 は 女性 部 患者 の み を 収容 す 1925 年 に 開 
院 初 め あ は 200mg の 「 ラ ヂ ウ ム 」 に 過ぎ な か 
つた が 全 は 714mg を 持つ て 居る 子宮 腔 内 
に 325mg 宛 の 管 を 1 本 8mg HIDE 2 ANE 
内 に は 25mg 宛 の 容器 を 2 個 園 の 如く 66 
RFRA ST. と 線 を 併用 147 例 中 第 1 
JE 94 2655 2 HE 79 治療 せり ミ 言 ふ 但 し 5 
年 治療 で は な い . 


Memorial Hospital, New York (HEA- 








LY) 10 MOF FVARASTH1 A 100me を 容れ た る bomb を 2 時 間 
腔 内 に 入れ 第 2 日 に は 子宮 腔 内 に 100m を 容れ た る 管 を 2 一 3 本 6 一 12 
時 間 反 入 す 第 # 日 以後 と 線 を 併用 す 各 門 に 4007 を 照 
射す . sensible non-sensible ささ を 選別 し 前 者 は 100 


CERT BSG. 








| si 例 | 5 SR DLE atte 
\ a | 3 a | 197 i _ 5526 
臨 Ft 例 | 190 34.6% 6 
進行 さる LD | 1187 15.0 





Radiumhemmet, Stockholm (HEYMAN) 5 HN! 3 

チ ウ ム 」 を 有 す 子 宮 腔 内 に 3 一 敷 本 の 彫 柱 形 アァ プ リカ ヵ ト 

ー ル 腫 部 に 2 BHO 7 7) eb — ve eHA TH 

HrAry 氏 宮 膝 内 に 1100—1300meh 腔 内 に 1800—2000meh (24 

—30 時 間 ) を 虹 ふ 時 に は 膝 内 に Microcanonen を 営 て 放射 する ここ あり の 此 

の 中 に 250mgl の 「 ラ ヂ ウ ゥ ム 」 を 容れ # 時 間 照射 す 1 週間 後に 第 2 回 ぅ 週 日 後 

に 第 3 回 照射 を 行 ふ , 一 定 散 の 者 に 「 ラ ヂ ウ ム 」 境 距離 照射 を な す , 2 MIT 
2 一 5 弓 の 距離 より 1 日 2 一 4 時 間 宛 20 CARE. 



































年 big 治 療 後 = wm な し と 

次 Mr, 5/4, 月 ME am eos 6 
| | bel? bel? ke art bel Bel? be et 
1914-1 249 14153.8, ps. aaa 84 9 (9.4 519.4 518.1 518.2) ails. 
1915..] 40} 22)55.0, 21}52.5) 1537.5) 1537.5 230.0] 10:25.Cf 1025.01 1025.0) 922.5 
1916-4 47] 1531.9) ue 3} 87.4 612.8 36.4) 36.4 1] 2.1) 112 1 2.1 
1917-4} 6 313,912 By 2031.7] 14.2. 13) 15. ch. AP 81.27) 812.7) 812.7) 2 711.1 
1918 -] 41} 21/51.2 2 131.2] 19146.3] 1741.5) 15/36.) 131.7] 12 3,  11/26.%) 10}24.4) 1 v4.49 1024.40 1024.4) 10124.4 
1919+} 76] 3065.8 ar. 2938.21 2532-9] 202.1] 231.6] 2127.01 2u26.sf 2016.3) 17 22.4] 1722.40 1621. 151.7 


1520-6) Sef 53155.2] 4850.0] 40/41.7] 32133.3 
1521--J113] 70161.9 6058.1 547.8] 4640.7 
1922-131 ur 55112.0) 508.2] 43 32.8) 40) 
1923-104] 55)59.9] 49/47.) 43)41.3) 3634.6) 32) 
1924.{148] 87/58.8) 7550.7] 6946. 5838.21 52135. 
1925 -1134 5 61 57143.2] 47135.7] 34125.8] 28121.2 
1926. {140] 8359.31 7.150. 61/13.6] 51 38.6 B 
1527 .„J144] 455.8 7043.01 6243.1] 53,36.8] 50131.7 
1828. -J127] 7659.8| 6°/47.2] 51.42.39 4987.8 
1929.-{15C] 98165.3] 78152.0| 63,45.3) 61116. 7] 5637.3) | 
1930-.f197 one Ba | | | 


1931-.b1 | 


2680.2 28129.2 26/27. HY 25/26.0) 24.25.0] 22/22. 9) 2421.9] 20120.8 
31.5] 30) (26.5 27/23, 5) 27/23. 9] 25 22.1] 2421.25 22/18.5) 20117.7 
8 i] 37 20.6】 25119.1 | 


9? 21.2 



























































HEYMAN 氏 

Radiumhemmet (L/D GARR OA BE 56 DR) 病理 部 と 線 部 「 ラ 」 治 療 部 物 
理研 究 部 ミ 統 計 部 こ に 分 る 手術 室 に て は 「 エ レク トロ エン ド テ ルミ ー」 の 加 
き 小 手術 を 行 ひ 大 手術 を 要する 時 は 他 の 病院 へ 衝 な 然し 現在 の 建築 で は 狭 隅 
に 過 ぐ る の で 一 雨 年 内 に 研究 所 ミ 病 院 ミ を 揚 ね た 一 大 病院 を 建造 し 「 ラ デ ッ 
ム 」 も 8 郁 に 増し 病 宝 も 100 床 ミ し 外科 を 新設 し て 完備 せる も の こなす そう で 
FAD. Frl Dun EEE 2 RET Re 
つ あ 0 ます 一 は Stockholm (北部 中 部 瑞 典 350 EAD Hd) 他 は Lund ( 南 
部 瑞 典 185 高 人 の 穫 め ) 第 8 は Göteborg 西部 瑞 典 185 AAD) Ir O 
++, Lund 及び Göteborg に は 現在 2 表 の 「 ラ ヂ チ ウ ム 」 が あり ます が 之 も 
3 也 に 増加 する そう で す . 

Radiumstationen, Copenhagen (JuuL) 「 ラ デ ウ ム 治療 は スト >» ク ホ ルム 
に と 線 冶 療 は バリ ー に 條 つて 居 ま す .1981 年 3 月 に 開院 され 日 浅く 未だ 統計 
は 出來 て 居り 0 ませ め ぬ 人 然し よく 設備 され 治療 の 一 時 的 成績 も よろ し い . AED 
( 外 失 及び 入院 65 PR) 「 ラ チ ウ ム 」 治 療 部 (1642mgel を 固 骸 に て 2 HERR 
ご UC bhi) と 線 部 (7 喜 深 部 治療 機械 有り ) 病理 部 物理 研究 部 こ に 分 る , 物 
理研 究 宝 に て は ' エ マナ チオ ォ ン 」 を 人 金 毛細 管 (SERIA) (PRR La SPORE 
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クト ロコ アグ ラチ オォ ン の 如 


に 忠 収 きせ て 居る 後 者 を 表 在 性 冶 に 應 用 す .「 エ レク 
に 送る , 新 く 


き 小 手術 は 行 ふ が 大 手術 を 要する 者 は Finsen Institut の 外科 
ii AS DRM SHO RE REIS F > ev FID 8 DHA. 

第 1 度 99:49=49 42, Gynaecologische Klinik, München (VOLTZ) 
第 2 度 91:21=23.145 | N a cae RET 
第 3 度 199:23=7.9gg OOO meel ラ 」 を 有 す 子 宮 腔 内 に 1400 meh REMC 
WANE 85: 4= 4.97, 1800meh を 24 時 間 内 に 奥 ふ 腔 に は AR 
Vorrz 氏 を 用 ふ レ 線 を 併用 す 反 も 1SOKV. 1mm Cu. 40em 


2 Felder (100 7) 

REIZE MUT 3 SIE 5 の 犬 量 を 以 て 煽 の 外面 よ 
で あり ます , 面 し て 此 方 法 で 得 ら れる 治療 成績 が 最も よい の で あ 0 ま ます 針 の 
刺し か な は 人 に より て 種々 に 考案 * さ れ て 居り ます . ARG 1 cc の 組織 に 封 し 0.85 


4—7 HRC し て 置く , 左 較 は MoNop(Curie Institut) Fe 


り 放射 する の 


t 


med を 照射 し 





Ss 
re _ 
677 976 107 
j 082 
abl 
075 a77 
\ ig OO 
| Mono» ff 
VoLtz 氏 


の 方 法 で あり ます . 
Radiumhemmet に て は 先 づ Teleradium 照射 を 行 ひ 然 後に ラ 」 針 を 捕 


7, x Middlesex-hospital, London で は Teleradium 放射 の み に て 良成 
BETH O SF. 
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re ZT ST 部 151 473 = i iT LE Gi N 8 | ary 52 
古 TR 2 14: 33.4% ry Ti iF ii 後部 iR 21% 
EM 面 64 16 6% Wg 47 | 12 9622 と 


症例 治癒 = 治癒 




















GEE 6 RE bE 
例 を 得 て 居 り ま す , そ 
射 を 併用 する の で あり ます . | 
に 於 て は 13 例 中 4 例 ( 且 31%, ュー 
- て は 6 例 中 3 例 (ED 
勝る か 如何 は 今後 の 経過 を 見 な けれ ( 
MEET 


Mono» 氏 ロン ドン 疾病 院 


手術 可能 の 乳 冶 
DEE 


は 他 日 記す る こさ に し ます . 


こ 芋 {人 し リラ チ ウ 


b 50% I 2 年 ) 45 76: 全 に 治療 し 1. ne & 
SET SMA SV, 他 の 部 位 ! 


症例 治療 2 











第 1 RF, の と Q 2 ノ 

( 移 輸 な し )| ー | TER 

WED) 
Radiumhemmet 


ム 」 照 射 の み を 試み て 治療 
「 ラ チッ ウム 」 HOR LK 3, 


レ 線 は 用 の ませ め ぬ , Cancer hospital, London 


8 距離 照 433 


) 年 ) Memorial hospital, New York 


時 し て 手術 に 
MU 
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Current News of the Society. 


The work on the building of the Cancer Hospital (‘‘ Koraku 
Hospital ’’) and Laboratory of the Society has made a considerable 
progress, and it is now expected that the building will be completed 
by the end of November, 1933. A detailed account of the new 
hospital and laboratory will be given later in this journal. 

Dr. H0J0 YAMAGAWA, Chief of the Clinical Department of 
the Society, who spent some time in Europe and America inspect- 
ing cancer centers, has returned to Japan, arriving on August 3rd. 

Dr. Susumu SUZUKI, Assistant Professor of Pathology, Tokyo 
Imperial University, who is now stationed in Berlin, will attend 
the International Cancer Congress to be held in Madrid, Spain, 
October 25-30, as the official representative of the Japanese Society 
of Cancer Research. 

Professor TATSUKICHI IRISAWA has consented to serve as the 
Chairman of the Councillors of the Japanese Society of Cancer 
Research. 

Dr. TOKUE KIMURA, Chairman of the Executive Committee 
of our Society, is away from office for the time being, pending his 
complete recovery from recent illness. During his absence, Presi- 
dent Nagayo will take over the duties of the Chairman of the 


Executive Committee. 
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i 。 報 





2s 2 


AY ASE AA = = AR OO IL PS ARE EB TS 
oF Ze BA fet 
aera, Behl, FR, A 宮川 各 理 事 , 全 村 監事 , 山崎 評議 員 出 席 . 


O 報 告 事項 
—. HEIKE me EN 
ALT At 
TER EZ = る 件 


〇 協議 事項 
-. 財 園 法人 銘 研 究 人 寄 附 行 久 に 開 す る 件 
=. 本 年 寸 月 下旬 マドリ ー ド 市 に 開催 せら 5 ゐる ゝ 図 際 癌 研究 會 議 に 代表 者 派 
置 に 開 す る 件 
:. 外 國 岡 書 購入 に 開 す る 件 
四 . 理事 印 作 成 に 開 す る 件 
刀 、 書記 控 用 に 開 す る 件 
バ . 中 元 手 営 支給 に 開 す る 件 


昭和 八 年 七 月 凸 日 午後 時 より 京橋 山木 挽 町 八丁 目 作 葉 亭 本 店 に 於 て 理事 
営 開催 す . 

Runen, BRIN, 稽 田 雨 副 會 頭 , 森村 , TASES, 磯村 , ee, 佐々 木 , 
高木 , 南 , 2, 宮川 各 理 事 出 席 す . 


CO 報告 事項 
ー・ 寄附 金 申込 に 開 す る 件 
・ 評議 員 信長 推薦 に 開 す る 件 
・ 國 庫 補助 金 に 開 す る 件 
四 . 財 國 法人 冶 研 究 箇 設立 申請 に 開 す る f 











O 協 議事 項 


py. 
The 


0 理 事 , Ei. 放任 に - 開 す A {4 
. METOB, HE, 幹事 思 攻 に 開 す る 人 


高 國 部 証 究 価 出席 代表 者 に 旅費 支給 に 開 す る 件 
閣 研 究 所 姓 に 康 没 病院 設備 費 に 開 す る 件 
VAEIENERBERIERLCA TAT: 
放射 線 科 , 内 科 , OME FEM RE (LEDS BR AOR 
ie (TOS FC BAS 
Ie LK EBSD Area 4 

す 


HE EA INAGECAD 2 PRCT SF 

SS AEA ANT 2 
RGEC TOE BET AD TR KENIA FT te 
OE, [ice Dae Ful FS er |, GARR MITA 22K RA A 


入院 料 如 に 診 宗 # > (cE A 1# 
K bist AR Ce A; ir FE mi 13% {4 


BHAMRRRARERL SRS 


・ KELARKSURRALE 


KE LARK CL EPS CRC IE BERS ALA IN BER SI 
(= HAS EPS IR ARD CERT F DNS rt 

th. 

敷地 内 白神 根 廻 工事 

本 華 事 は 猫 研 究 休 建 物 新 管 敷 地内 の 百 極 木 の 移植 の 準備 ミ し て 活 著 の 

LFW A AW eV CHA tits 4 も の な り . 

DIS ec NG RE We DC SEE = = OPRAH MIT 

9 

支障 樹木 移植 其他 工事 

本 二 事 は 本 會 建物 新築 に 伴 ふ 支 障 樹木 の 移植 衣 に 上 此 一 部 新設 を 施し 

AO £2 0 Be BE HAUEN Te 5 9 + AL OR 

7 Lb MEU REA A ERS 2 D2 0 

VA tk AT AA A ee De SEE Sa REIN. 

+. 
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四 . CHESS 
原 華 事 の 内 下記 の 通り 設計 を 鐵 更 す 
1) 指定 地盤 面 に 開 す る 設計 疑 更 
2) BE — A eT ae 
3) Bi Ayah SC — ae 
3) JEMEZ 3 RE 
5) 古井 戸 , iota eae 
6) pois ED PS EP OE HE ak Be pp Rk — a 
7) 本館 二階 を 同上 底 設 計 絡 東 
ae SCH Oe ea 
EEE AST NT CHF ED DAL SAU BAABE 
銭 選 を 増額 の 上 昭和 八 年 十 一 月 三 十 日 迄 に 施す る こさ に せり 0. 
A. 工事 第 二 同 設計 幾 更 
原 華 事 中 下記 の 通り 設計 猫 更 す 
I) BET Are 
2) ok ERHEBT Bea aE 
3) Ok ANBROHBE- & BEE 
1) 給水 栓 , ARETE BAS BLO HALT A 
VA AAS HET EB RE RR WIE 0 FAFA LO ZEB db O LED EEE 
KO SATB We Bt OH. ATID BERD MILO 
(SF ICT ILE IU B48 WE WIS U2 eA 2 BAB Hh 
級 こ な り た る さ 水 栓 , BSS LK HD BOHM AEOW KH 
WANTED 0. OD TE RR BI TUR SHAKE 
BATT BAG 2 MMO LET TASCHEN. 


寄 附 & 


ー 癒 研究 費 指 定 寄附 金 申 込 (昭和 入 年 度 第 三 回 報 和 
46 Jl +e H i 
ー Kara に 時 Es ERMA 
ee = TO 











A) +H Mt 
eT (— & w = 月 4 
EN ZH 
EHRE ESMER A ( 同 上 ) 
E 月 十 七 日 附 
trat - 時 納 ) A TR TE AK DER 
Ze THE 


八 月 十 一 日 附 
な 刀 百 彫 思 - 時 Mm Wy & JE = BR 
HRT PU ARTE TAA 





寄附 金 領収 報 告 (明和 入 年 度 第 三 同 分 ) 
癌 研究 所 及 康 業 病院 建設 指定 寄附 金 (km) 


ER en) NE 光 氏 
Hi Tw (ER sem 木 村 徳 衛 民 
Ua (kam) Ai i i 一 氏 
eet Aw (年 第 回 回分) ya ER fü X ABER 
ce (Earl) 柳 本 東 造 氏 
SEEN en 長 ML ABR 
Hiri (2258 8.) ae 6 田 代 & 三 氏 
TAB (- 時 納 ) 久保 徳太郎 氏 
CE) (EEE Yen 佐々 木 隆 興 氏 
ose FB] (Grid) Ai da Re -K ABR 
7.77 A) (- 時 約 i A BE = BBR 
ee FO (Erika) fie ve Ak ER 
rT A] (- 時 約 ) 2 月 ER 


金 r [ 7 < Huy 
h. en ia) BA 大 WK 


1 [Ee 
Den te 金 参 高岡 也 - で At de al 
eee aS EL “cn 1) : Sk & % @ ii 


( 
( 

全 四 百 彫 也 ASBS Ri TH UR 重 氏 
(3 


haw ー ケ 年 a. a. 4) 遠 山 AB : 氏 
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ー TER (Shanti) = BAR A iit 
小計 人 金 哉 高 七 千 八 百 ヵ 拾 園 也 
累計 UBER ED 


Of MRA EAM eva 

















re Ae ts) I Ae fi OR BR ERK 
ー Fire ee) 2 TD A Ar RR RNG i 
— Fehl a) il 
ー EHER MR PR ST Fri 
ー TARA ER RR AR Fr i 
ー BETH CRSA) er ik 
— Dial (Ash) zb Be FRR A fer ii 
— sw (人 中 央 生命 保険 相 旨 脊 剤 
ー FT ee er RFF 
ー Fi VE TER A EAR WR eg: 
ー Fer (rains) BEER A AR BR ERX fr il 
ー TW en TAU AE Re he Ari 
ー eA ie) A fr 
— 4 nh w (GE cient) fe DAE Br WR ORR fr i 


f 
{ 
Ua BEER BR Bat fir it 
— una ee) RR ik 
ー Bee re) fii AE RB ER Fr ii 
ー STH (u) Ar AB ir CR BR HR SR Fri 
ー STAU 人 BAHT, Hm 3) x yg ii A 策 RK 
HANS RR Bat fl 
ー TER (ein) RE A ERBE BR Fri 
ー Fun ( 同 k) 第 一 ji KOR ME OPE @ oil 
ー Shia (Cie) «AS BSE AR BE BER fr it 














ー 金武 百武 拾 園 孔 
ー 人 金 参 拾 園 軸 
ー 人 金 意 百 六 拾 園 也 
ー 金武 千 園 也 
ー nA 
ー tir 
ー 金 参 千 園 也 
ー nal w 
ー 人 金 参 百 五 拾 園 也 
ー 金武 百 五 拾 園 也 
ー enw 
ー ZENTREN 
ー SF Aw 


(FEEEMe ,) 
at eu, 


(FREE) 
LY ERB 


NT Bt a 
(ヶ年 央 第 一 回 分 
- 時 納 ) 
(人 
een >) 
(名 a 


et jit ET, 

(Fakes) 
Seti ) 
(光生 上 第 ripe 


SER LEERE) 
(Kreide 


GETTER A LAAN) 
(eshte 
(* 5 1b) 
A ERR 
(久間 や) 
Arie ー 回 分 
(ausm) 
Br ARS ar 


小計 eT IT 
Rat SAAT IA 


ORR BiABR at 


Fe Wi $3 TEL V= US OL he ek aie a A SA Fe = AE 5 2. 


ORR GLEE RS; 


人 


KEN - 
法人 OR 


事 


EHE 


fa 保 


iA at TR he 


we 
— ~~ 
eS - 


367 


be KX wit 


RX ik 


w TF AE fit PR OBR PRK Fri 
近 wm KR A fi FL 氏 
村 rs 明 a 
TF +E ao fR RA AL nk 
= 合 RR @ A 

Jt fR 4 a FR OBB KN FI 
A fal 4E ait (R PR RK FM 
5 WR +E ait FR BBR PK SK Mi 
MA AE ait PR BR PRN $F tL 
WoW +E at TR BR ER FIN 
井 & 名 ff iit 
bah Re WBE 


AAI SESS — A FE RG THR mi CAE ZEB | 


す . 


BWA: 長 
eA: 藤 
RPS fr 
Ze #5 
BE BR 
Bee: 田 


Bi 
浪 


4 


ra 


=e 
m 


ーー 
as 


RS FE 
MR 
ER 
吉 氏 
重 氏 
ER 
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ou 
As $F BEL FES IES A PT AE ATL ER EE ik TEN FW & OO ‘# 國 に 於 け 
る 獲 腫 治療 か 面 を 定宗 中 の 虚 夫 る 八 月 -: 日 横濱 入港 の 表 ー 田 刀 に て 無事 解 朝 
+. 


O 國 際 韻 研究 會 議 出席 代表 者 決定 
昭和 八 年 士 月 二 凸 九 日 より 一 十 日 に 至る 六 日 間 Spain の Madrid に 開催 
せら る ieee: ial RFCS UTA PIMC Berlin (- RE EAO 


東京 常 大 助教 授 鈴木 途 陣 士 を 派遣 する に 決定 主催 者 に 通知 す . 

〇 評議 員 會 々 Ag 
AS i Tae 議員 1 er ん ge R He ii Ton x り KE ae Ale E RD 人 
就任 す . 

〇 理事 長 の 交 送 


本 村 理 事 長 に は 未だ 本 復 の 域 に 至 6 — る に より , 営 分 
Fe Oi. FFA HS THK Typ: 事 fe 7 RAL T Bic vu HA JE ES. 
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